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序章　西暦二〇〇六年～終わりの始まり







　今となっては、あの夜に見た彼女は、夢だったのではないか……と呉くれ羽は静せい矢やは思う。

　月光に輝かがやく白い肌はだ、宝石のようにしたたる水のしずく、そして白銀の翼つばさ。鋼鉄の刃やいばのような、その風切羽根。ガラスのように繊せん細さいな透とう明めい感、まるで月から降りてきた天使のような……。その荘そう厳ごんな姿を前にして、静矢は身動きひとつできずに震ふるえていたのを覚えている。

　六年前の夏休み、西暦二〇〇六年。静矢は小学一年生だった。




　四国、香川県高松市……。静矢は広い市民公園の芝しば生ふで、近所に住んでいる女の子・南みなみ野の心ここ奈なと遊んでいた。この仏ぶつ生しよう山ざん公園には温水プールや体育館のような施し設せつもあり、池のほとりは春には桜の名所となる。

　静矢は、タンクトップに半ズボンにビーチサンダルといういでたちだ。銀玉鉄でつ砲ぽうを手にし、ベンチの上に並べたジュースの空きパックに、次々と弾たまを当てる。弾がポコッとぶつかると、空きパックがパタリと地面に落ちた。

「お兄ちゃん、すごい！　百発百中！」

　心奈は目をキラキラ輝かせ、拍はく手しゆした。長い髪かみをツーテールにし、涼すずしそうなノースリーブのワンピースから細っこい足が伸のび、足には花はな飾かざりがついたサンダル。静矢より二歳年下の幼よう稚ち園えん年中組だが、少しませた感じがする。

「ワン、ワン！」

　心奈が連れているチワワの子犬、チャックが彼女の足の周りをぐるぐる回り、引き綱づなをからませた。静矢はチャックを捕つかまえ、心奈の足にからみついた引き綱をほどく。

「心奈、チャックが退たい屈くつしてきてるぞ。そろそろ散歩の続きを……」

「もうちょっともうちょっと。今度はもっと遠くからやってみて」

　心奈はそう言いながら、紙パックを一個一個並べ直した。静矢はあきてきて、顔をゆがめる。

「遠くから撃うつの、難しいんだぞ。」

「ゆうべの映画見た？　かっこいい男の人が鉄砲いっぱい撃って、女の人を助けるの」

「そういう暴力的なの、子供が見ちゃいけないんだぞ」

「パパが見てたんだもん。心奈も、あんな風にお兄ちゃんに守ってもらうんだ。だから心奈を守るために、お兄ちゃんはもっとうまくならなくちゃいけないんだよ」

「もう……わがままだな」

　かなりうんざりしていたものの、静矢は生真面目に鉄砲に銀玉を込めてかまえ、狙いを定める。

　ピューッと甲かん高だかい、口笛の音がした。

「静矢、また女と遊んでるのか。アツアツだな！」

　同級生の佐さ野の武たけ弘ひろが、数人の男子とともに、はやし立てている。武弘は、大おお柄がらで力が強く、気が荒あらくて粗そ暴ぼうで、クラスで彼に刃は向むかう者は誰もいない……負けん気の強い静矢を除いては。静矢はムッとして、彼らをにらんだ。

「近所の子と遊んで、何か悪いか？」

　心奈は、いつも意地悪ばかり言う武弘が苦手で、静矢の後ろにくるりと隠かくれた。チャックも肩かたをいからせ、キャンキャン鳴いて威い嚇かくしている。

「女と遊ぶのは、オトコオンナだぜ。静矢のオカマ野や郎ろう！」

　武弘はからかいながら、静矢の銀玉鉄砲を奪うばった。

「何するんだ、泥どろ棒ぼう！」

　静矢は取り返そうとするが、武弘達は鉄砲をパスしあって、静矢を翻ほん弄ろうする。

「オトコオンナじゃないって証明したら、返してやるよ」

「証明って？」

「そうだな……とりあえず、今夜八時に学校の裏門に来いよ」

　静矢の後ろの心奈が、彼の服をつんつんと引く。

「お兄ちゃん。心奈も行きたい」

　それを聞いた武弘は、口を思いっきり横に引っぱり、べろべろと舌を出した。

「女はだっめぇ！」

「うわーん、武弘の意地悪！　心奈も行きたいー！」

　心奈は泣き出し、チャックはますます吠ほえる。静矢は困っておろおろし、心奈の肩をたたいてなだめた。

「夜中だからだめだよ、心奈。俺も無理だよ、母さんが怒おこるよ」

「親には内ない緒しよだぞ、言いつけるなよ！　でないと、この鉄砲、捨てるからな！」

　武弘達は意地悪く笑いながら、走り去っていった。どうやら、行かざるを得ないようだ。

　心奈は、クスンクスンと泣きじゃくっている。

「武弘の意地悪。大だい嫌きらい」

　鉄砲より、まずは心奈を泣きやませることが先決か……。どういうわけか、武弘は静矢を目のかたきにする。どうしてなのかわからない。

「……面倒くさいなぁ」

　静矢は、深いため息をついた。




　夜になり、静矢は住宅や田畑の間の道を抜ぬけて、小学校の裏門に向かった。田んぼの稲いねは青々と丈たけ高く、夜風にさらさら鳴っていた。

「急がないと。もうすぐ八時だ」

　ポケットから取りだしたキッズ携けい帯たい電話で時間を確かめながら、静矢は小走りに先を急ぐ。

　学校の正門前に「ビゲート警備保障」と書かれた車が停まっていた。校舎の窓ガラスごしに、懐かい中ちゆう電灯の灯りがふわふわと動いていくのが見える。ちょうど、外注の警備員が巡じゆん回かいしている時間のようだ。

（そうか。警備員に見つからないように、裏門を集合場所にしたのか）

　裏門には、武弘のほかに、子分の男子五名が集まっていた。静矢がやってくると、武弘は念を押おすように尋たずねた。

「遅おそかったな。親にばれてないだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶ、母さんが仕事に出てから出発したから」

「ふん。てっきり、怖おじ気けづいたのかと思ったぜ」

「それより、俺の鉄てつ砲ぽうは無事なんだろうな？」

　静矢の母は、毎晩五時前に家を出る。居酒屋で十二時まで働き、その後コンビニで朝六時まで働いて帰ってくる。土日には、弁当工場のアルバイトに出ている。だから静矢は、ほとんど母親と顔を合わせる事が無い。

　武弘達は顔を見合わせて、クスクスと意地悪く笑った。

「鉄砲はイワザラコザラに置いてあるよ。欲しけりゃ、自分で取りに行けよ」

「な、何でそんなところに置いたんだよっ？」

　静矢は信じられないように叫さけんで、震ふるえあがった。

　イワザラコザラとは、学校から数百メートル離はなれた平へ池いけのほとりに立つ、少女の像の事だ。堤つつみの岩の間から流れる水音が「イワザラコザラ」と聞こえる。人柱として埋うめられてしまった娘むすめの「言わなければ良かった、来なければ良かった」というすすり泣きだという。

　台座に立つ、悲しげな少女の像にはいつも花が供えられ、周りには何も無い寂さびしい場所で、今にも少女の泣き声が聞こえてきそうな、子供達の怪かい奇きスポットだった。

「オトコオンナじゃなけりゃ、勇気があるから取って来れるだろ」

「冗じよう談だんやめろよ、イワザラコザラはやばいだろ」

「いいから行けって！　でなきゃ明日、おまえがオトコオンナだって学校で言いふらすからな！」

　武弘が静矢の肩かたを突ついた。子分たちも口々に、早く出発しろとうながす。静矢はたしかに怖こわかったものの、お気に入りの鉄砲は取り返さなくてはならないし、何よりも、集団でなければ何もできないような武弘達に臆おく病びよう者ものとからかわれるのは、幼いプライドが許さなかった。

「わ、わかったよ。行ってやる！」

　腹にぐっと力を入れて、静矢は平池のある西へと歩きだした。武弘達はニヤニヤ笑いながらその背中を見送り、

「絶対無理無理」

「幽ゆう霊れいが出るぞ！」

　と、からかっていた。




　平池にむかって、静矢は前池という池にそった道を通る。右手には寺がある。寺と前池に挟はさまれた道は寂しいのだが、その夜は影かげができるほど道が明るかった。

　不思議に思って顔を上げると、南の空にぽっかりと、明るい満月が浮うかんでいる。満月の下には、二つの山が寄より添そっている。瀬せ戸と内うち独特のゆるゆるべったりとした稜りよう線せんだ。その手前に昼間遊んだ公園、さらにその手前に前池。池には満月が映りこんでいる。

「今夜は満月だったんだ……」

　怖くて、なかなか足が進まないでいると、ヒュルルルル……と、花火が打ち上げられるときのような音が聞こえた。ビクビクしていた静矢の耳には、幽霊が出る時の、ヒュードロドロという音のように聞こえる。

「ひゃっ！」

　静矢は思わず悲鳴を上げた。池に映った月の中心に、銀色に輝かがやく鳥……のようなものが、ものすごいスピードで落ちてきた。

　バシャーン、という激しい水音とともに、水柱が高く上がった。水面は激しく波立ち、月の影は割れたガラスのように砕くだけながら漂ただよう。その中から、白い腕うでがにゅっと伸のびだす。

「で……で……出たぁ！」

　静矢は逃にげだそうとしたが、腰こしが抜けてしまって、あたふたと腕で宙をかくばかりだ。

　白い腕は、白銀色の金属でおおわれていた。腕が堤につかまると、続いて頭が上がってくる。その顔を見て、静矢は息が止まりそうになった。

　十六歳ほどの少女だった。銀色の髪かみはひざに届くほど長く、ドレスのようにも見える白銀色の金属が鎧よろいのように全身を覆おおっている。
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　少女は堤に上がると、ずぶぬれになった全身を、鬱うつ陶とうしそうな目で見下ろした。喉のど元もとにある青いボタンを押おすと、全身を覆っていた金属がたちまち張りを無くし、一枚のてろんとした白い布になる。彼女はその布を脱ぬいで、池のほとりの桜の木の枝にかけた。少し離れた場所で、身動きひとつしていない静矢のことには、気づいていないようだ。

　少女は一糸まとわぬ姿となっていた。透き通るように白い肌はだは月に輝いて、その恐おそろしいまでの反射率は、生身の人間のように思えなかった。

「やっぱり、幽霊だ……。ドレスを着てた……お姫ひめ様さまの幽霊？」

　静矢はブルブル震えだす。

　少女はつま先をスッと伸ばして、池の中にするりと入った。思いついたように水に肩までつかり、静かに泳ぎはじめる。銀色の長い髪が水面に尾おを引き、いくつもの渦うずを作る。

　彼女は器用に水中でくるりと前転すると、細い腕を上げて背泳ぎをし、幼児のように無む邪じや気きに水と戯たわむれていた。月の光を映す水しぶきはきらきらと光り、どんな宝石よりも美しく彼女の全身を飾かざっていた。

　静矢はしばらく動けなかった。そんな気持ちを、今までに感じたことがなかった。彼女に見とれていた。同時に、怖さも感じた。

「いや。怖くない、幽霊なんて怖くない」

　強がって、静矢は腹に力を入れる。武弘達にバカにされるわけには行かなかった。ふと、静矢は目の前でちらちらしている白い衣ころもに視線を向ける。

　幼い頃ころ、幼よう稚ち園えんで読んでもらった紙かみ芝しば居いを思い出した。羽衣天女伝説……天女が脱いだ羽衣を、男が奪うばってしまう物語だ。

「そうだ……」

　ゴクリ、と静矢は息をのんだ。

（この着物を取って帰れば、幽霊が出たっていう証しよう拠こになる。勇気があるところを見せてやる、これ以上武弘なんかにバカにされてたまるか……！）

　静矢は、心臓が破は裂れつしそうだった。脂あぶら汗あせがじっとりと、全身の毛穴からしみ出してくるが、勇気を奮い起こして飛びだし、桜の枝にかけられていた白い布を取った。

「あっ！」

　少女が気づいて、声を出した。透とう明めい感のある、澄すみ切きった声だった。

　静矢は布をつかんで、学校のほうに駆かけ戻もどっていく。少女は、長い髪で裸ら体たいを隠かくしながら追いかけてきた。

「待て！」

（お、追いかけてくる！　捕つかまったら殺されるかも！）

　静矢は必死に逃げるが、しょせんは子供の足だ。少女はたちまち彼に追いつくと、肩かたをつかんで地面に押し倒たおした。

「あいたっ！」

　静矢は顔面を強打する。少女は全く同情する様子も見せず、荒あら々あらしく布を奪いかえすと、軽く体にまとって裸体を隠した。

「敵地で機き甲こう武ぶ装そうを解くとは、私としたことが、うっかり油断した……。これが無いと、帰れなくなる」

「ひいっ……ひいぃーっ！」

　静矢は腰が抜ぬけてしまい、足をひきずりながら地面を這はって、何とか逃げようともがく。

「無む駄だだ」

　少女は静矢の背中を足で踏ふみつけた。静矢は怯おびえ、泣きながら叫さけんだ。

「ごめんなさい、許してください！」

「ふん。これが『男』か？　ぶざまに命いのち乞ごいをするのか？」

　少女は泣いている静矢の肩をつかむと、高く持ちあげた。静矢の足が地面から離れ、ぶらぶらと揺ゆれる。これから何をされるのか……月に照らされた彼女の顔は人間ばなれした美しさのため、生者のものとは思えなかった。むしろ能面のようで、表情が読めず予想がつかない。静矢は恐きよう怖ふで顔をくしゃくしゃにし、泣きじゃくるばかりだ。

「助けてください、殺さないでください」

「姿を見られたからには、口を封ふうじるしかないのでな」

「黙だまってます。約束します」

「助かるために、私を倒そうというぐらいの気き概がいは無いのか」

　少女は静矢から片手を放した。放したその手が薄うす白じろく光る。視線が、静矢の心臓を狙ねらっている。静矢は片手で吊り下げられた状態で、なおもじたばたと足あ掻がいた。

「ま、待ってください！　誰にもしゃべりませんから！　平池で泳いでいた、白い服を着たお姉さんに殺されかけただなんて！」

　静矢は、妙に説明的な言い方をした。

「どうせおまえのような弱い『男の子』は、『再さい選せん択たく』でふるい落とされるのだ。今ここでふるい落とされても同じこと……」

「さ、『再選択』って何ですか？」

「いずれ判る」

「いずれ判るって、どういうことですか？」

「いずれ判ると言ったら、いずれ判るのだ。あれこれ聞くな、うるさい子供め」

「うるさいって何ですか？」

「無駄な時間稼かせぎはやめろ！　おまえがここで死ぬことには変わりないのだ！」

　思わずイライラして、少女の凍こおりつくような冷静さが乱れる。ふと……その瞬しゆん間かん、少女は自分のことばに戦せん慄りつした。

「……時間稼ぎ、か！」

　少女は振りかぶるようにして、静矢を地面に投げつける。ズデッと尻しり餅もちをついた静矢の尻ポケットから、キッズ携けい帯たいが転がり出た。通話ボタンが光っている。画面には「１１０」の数字が見えた。

「１１０……？」

「警察だよ、知らないの？」

　青ざめた静矢の顔に、ひきつりながらも、わずかな勝利の笑みが浮うかぶ。

「ポケットの中で、ボタンを押おしたんだ！　俺がいる場所がくわしくわかるように、わざとしゃべってたんだ。気づかなかったの？　バーカ！」

　静矢は震ふるえていたが、強がって舌を出す。遠くに、サイレンの音が聞こえていた。静矢は、携帯電話をしげみに投げこんだ。ピーッ、と甲かん高だかい音がする。

「警報だ！　あっちだぞ！」

「白い服を着た女を捜せ！　通報者の少年もだ！」

　闇やみの彼方から、警官たちの頼たのもしい声が聞こえた。静矢は、もうこれで助かったと思った。少女は、美しい顔に怒りの色をにじませた。

「謀はかったな」

「お、俺を殺す気？　先に、警報を止めたほうがいいんじゃない？　姿を見られたくないんなら、急がないとおまわりさんたちに見られちゃうぜ？」

　静矢はまだ腰こしが抜けていたが、警報の音と反対側に這いずって逃にげようとする。

　少女は静かな流し目を静矢にくれると、身にまとった布を体に密着させるようにこすった。たちまち、布はやわらかくうねりながら形を変え、彼女の体を包みこんでドレスの形となる。さらに折り紙のように布がたたみこまれて、金属質の羽となった。翼つばさを広げた彼女の髪かみに飾かざられた白銀の髪飾りが、月に照らされて光の輪を作る。その姿は、奇き跡せきのように美しかった。

「あっちだ！　誰かいるぞ！」

　パトカーのヘッドライトが少女を照らす。そのとき少女は、わずかに唇くちびるの端はしを上げ、謎なぞめいた笑みをうかべた。

「抜け目が無いな、『男の子』。力が弱いぶん、知ち恵えが回る……それも強さのうちか」

　少女は長いまつげを伏ふせて、静かな流し目を彼にくれると、銀色の篭手ガントレツトに包まれた右手を上げる。

「だが、甘い」

　上げた瞬間に、ビュッ、と風を切る音がした。レンズのような形にゆがんだ空気が、静矢と少女を包み込む。

「むっ？　ど、どこに行った？」

　警官達は戸惑い、キョロキョロしている。静矢は驚いて、彼らに大声で呼びかける。

「何してるの？　俺はここだよ！」

「無駄だ。空気の歪ゆがみによるレンズ効果で、私達の姿は見えない。音波の伝導も阻まれ、声も聞こえない」

少女は淡々と語った。静矢は愕然とする。助かったという安あん堵どから、一気に絶望の底へと叩たたき落おとされた。ぶるぶる震えて涙なみだ目めになっている静矢に、少女はちらっと視線を向け、魔ま性しようを秘めた微笑ほほえみを浮かべる。

「覚悟は良いか」

　月の光に輝かがやく金属の銀と白い衣、妖あやしく静まる水面みなも、美しい乙女の妙たえなる姿……携帯電話の警報の音が、むなしく鳴り続けていた。

　静矢は半泣きになっていた。少女の冷淡な視線が、冷ややかに彼の上へそそがれる。

「私が怖こわいのか。死を恐きよう怖ふしているのか？」

「助けてください！　お願いします、助けてください！」

　静矢は土下座する。少女はひざまずくと、その手を、彼の方にそっと伸のばした。静矢はビクッとすくみ上がる。

「恐怖に包まれてもなお、死を覚悟する事なく、生きようと足あ掻がくのか。『男の子』よ……」

　静矢の顔を白い手が、そっと支えた。ひんやりした手にぞっとして、静矢は団子虫のように身をちぢこめる。

（だめだだめだだめだ。殺される殺される殺される！）

　心臓がドキドキして、破は裂れつしそうだ。だが少女は、静矢を殺さなかった。かわりに、ちぢこまっている彼の顔を持ち上げて身を起こさせると、自分の顔を近づけた。

　静矢は彼女の顔を、間近で見た。満月のように、いっさい不完全なところの無い完かん璧ぺきな容よう貌ぼうは、この世のものとは思えぬ美しさだった。

「その、生への執着心……その、強い『生きる力』。フフッ、面白い遊びを思いついたぞ……、『男の子』よ」

　少女はそっと身をかがめた。長い銀色の髪かみが静矢の頬ほおをなで、少女の冷たく柔やわらかい唇くちびるが、静矢の唇にそっと押おし当てられる。

　静矢はびっくりして、体をこわばらせる。彼女が、静矢から顔を離して唇をぬぐうと、ホタルのような淡あわいプラズマがふわりと光って、雪のようにはらはらとこぼれ落ちた。

「い……今の何？　今の何っ？」

　静矢はパニックを起こして、半泣きになっている。少女は、妖しくも妙なるその声で、静矢の耳にささやいた。

「なに……簡単なゲームだ。おまえに『マーク』を付けたのだ。私と戦えるようになるまで待ってやる」

「た……戦う？　お姉さんと？」

「いずれ『再選択』の時が来る。これで、おまえがどこにいようと私には見つけ出すことができる。その時には、全力で戦い、せいぜい生き延びてみせるがいい……おまえの、その『生きる力』を奮ふるってな。フフフ……」

　そう言い残すと、彼女は白銀の翼つばさを広げ、天高く舞まいあがる。その姿はまるで、月の天使のようだった。翼が起こす風が、地上の夏草と静矢の髪をなぶる。少女は長い銀色の髪をなびかせ、月の光の中に姿を消した。

「き……消えた……！　やっぱり幽ゆう霊れいだ！」

　静矢は這はいずって、その場から逃にげる。

「あっ、あそこだ！　子供がいるぞ！」

　警官達が静矢のもとに駆けつけてきた。




　あれは六年前の夏。

　警察に保護された静矢が「幽霊」の話をしても、誰も信じてはくれなかった。静矢自身も、皆みなに否定され続けるうちに、やがて彼女は肝試しの恐怖心が見せた幻まぼろしだったのだと信しんじ込むようになっていった。

　成長するにつれ、彼女に感じた恐怖すらも薄うすらぎ、似たような事件も起こらないまま、勉強など考えることが多すぎて、あの夜のことはだいぶ忘れてしまった。

　それでもときどき、記き憶おくの中にあざやかに蘇よみがえる。さえざえとした月の光の中飛び立った、白銀の翼が……。







一章　西暦二〇一二年～黙示録







　あの不思議なできごとから、六年が過ぎ去った。

　二〇一二年の初夏……中学一年生になった静せい矢やの家は、昔と同じ小さな一いつ軒けん家や。時代が過ぎて古び、雨も漏もり始めていた。

　けれどその周りには、どんどん巨きよ大だいなマンションが建てられ、静矢の家の上に影かげを落としていた。誰の上にも平等に照らしていたはずの太陽は、金の力で奪うばわれ、今は空を見あげても、太陽はほとんど見えない。

　マンションの各場所には、「ビゲート警備保障」の文字のある防犯カメラ。ＩＴ長者の大だい門もん軍造が、警備会社を何社も企き業ぎよう買収して作りあげた、社員数四十万人を誇ほこる超ちよう巨きよ大だい警備会社である。ＩＴ企業の実力を生かし、防犯カメラを本社のコンピューターに直結、顔相認識や虹こう彩さい認識などのバイオメトリクスと連動させて、不ふ審しん者しやをはじき出していた。

「……心ここ奈なのやつ、すごい所に引っ越こしたなあ」

　静矢はマンションの前に立って、息をのむ。

　玄げん関かんに設置された幾いく台だいものカメラににらみつけられて、自分が犯罪者扱あつかいされているような気がし、居心地が悪い。インターホンに心奈の部屋番号を入力し、呼び出しボタンを押おした。

『あっ、お兄ちゃん！』

　何も言わないうちから、心奈のはずんだ声が聞こえた。

「よく俺ってわかったな」

『カメラがついてるんだよ。ちょっと待ってて、ガーディが案内してくれるから』

「ガーディ？」

　マンションの玄関ホールには、バスケットボールぐらいの大きさの小型ロボットが数台うろうろしていて、そのうちの一台が静矢のほうにやってきた。炊すい飯はん器きにタイヤをはかせたようなオモチャのような姿だったが、マンション内を巡じゆん回かいする警備ロボットである。ガーディは静矢の顔を見て、データを本部に転送し、登録完かん了りようしてから、玄関ドアを無線で開いた。

『いらっしゃいませ、呉くれ羽は静矢様』

　流りゆう暢ちような日本語で話す。静矢が入ると、すぐにドアが閉められる。どことなく、世せ知ち辛がらいような気もした。静矢が子供だったころは、もっとずっとゆったりしていたように思う。

　日本は警官の数が二十万人強と少なく、人口当たりの警官数でいうと世界五十位ほどという惨さん憺たんたる状じよう況きようだった。二十一世紀になってからは、不景気や経済格差による犯罪が頻ひん発ぱつ、外国人犯罪者集団も横行し、犯罪検挙率は年々下がる一方だった。

　そこに登場したのがビゲート警備保障である。ＩＴ技術と豊富な資金力を生かし、人員不足をおぎなう無人防犯システムを急成長させてきた。

『呉羽静矢様、五〇七号室にご案内します』

　ガーディはエレベーターと連動している。静矢がエレベーターホールについたときにはもう、エレベーターが扉とびらを開けて待っていた。

　ガーディとともにエレベーターに乗りこむと、自動的に五階のランプがつく。

「すごい。マンション全体がロボットみたいだ」

『呉羽静矢様。五〇七号室は、こちらです』

　ガーディは、通路を先導して案内してくれる。五〇七号室の前に来ると、すぐに心奈がドアを開けた。

「いらっしゃい、お兄ちゃん！」

　心奈はミニスカートにスパッツという活動的な服装で、いたずらっぽく姿勢を傾かたむけて立っている。トレードマークのツーテールヘアは相変わらずだが、小学五年生になった心奈は急に背が伸のびた。髪かみを縛しばっているうさぎさんのヘアゴムの子供っぽさが、とてもアンバランスだ。
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「すごいタイミングだな。超ちよう能のう力りよくか？」

「違ちがう違う。ガーディのカメラ映像が、家の中で見れるんだよ。お兄ちゃん、ずっとキョロキョロして不ふ審しんだったよ」

　心奈はからかいながら、静矢の手を引っ張った。

「不審って……おまえなあ。せっかく来てやったのに、もうちょっと言い方ってもんが」

「まあいいから、入って入って！　ずっと待ってたんだから」

　部屋に入ると、真新しいマンション特有の、工業製品めいた匂においがする。台所では心奈の母・南みなみ野の奈央子が、ボウルで卵を泡あわ立だてていた。

「いらっしゃい。ごめんなさいね、心奈がわがまま言って」

　奈央子は、小学五年生の娘むすめがいるとは思えないほど若々しく美しい。夫は弁護士で彼女は専業主婦、趣しゆ味みはテニスとフラワーアレンジメント、それにお菓か子し作りだ。

「いえ、いいんです。暇ひまですし」

　引っ越したばかりの心奈は、パソコンの接続方法が判らなくて、静矢を呼び出したのである。心奈はゲームが大好きだが、機械関係はまるで疎うとい。彼女の母親ともども、トイレの電球すら交こう換かんできないのだ。

「でも、中学生になったら塾じゆくもあるでしょう？」

「塾は行ってないです」

「そうなの？　行っておいた方がいいわよ、心奈も中学受験用に進学塾を探してるのだけど……」

「心奈、受験しないもん！　お兄ちゃんと同じ中学校に行くもんね！」

　心奈は静矢の腕うでにしがみつく。奈央子は困って、眉まゆをひそめた。

「またそんな事言って。クラスのお友達も、みんな受験するのよ。いい学校に行っておかないと後で困るのよ？」

「勉強嫌きらいだもん」

「勉強しなかったら、大人になって就職できないでしょ？」

「プロゲーマーになるからいいもん」

「ゲーマーって何？」

「ゲームをする人」

「そ、そんな事でお金を稼かせげるわけないでしょ！」

「そうでもないよ。自分の神業プレイをネットで公開して見物料でかせぐとか、ゲーム大会に出て賞金かせぎになるとか……」

「夢みたいな事ばかり！　負け組になっちゃっていいの？」

「ゲームができればそれでいいんだもん。お兄ちゃん、パソコンお願い」

　心奈は母から逃にげるように、静矢の背中を押おして自分の部屋に連れて行く。奈央子は、深いため息をついた。その視線が、静矢は気になる。

　心奈がずいぶん小さい時は、奈央子は彼女と一いつ緒しよに遊ぶよう静矢に頼たのんでいた。心奈は明るくて社交的なのだけれど、その反面一人遊びに恐おそろしく集中して引きこもるような所があるので、友達というと幼なじみの静矢しかおらず、心配していたからだ。チワワのチャックを飼ったのも、少しでも外交的な性格にしようとしての事である。

　心奈の恐ろしく集中するクセは、今も本質的に変わってはいない。そして今ハマっているものが、ゲームだというわけである。

　そのせいなのかどうか、最近は奈央子に疎まれているような感じがしていた。心奈がゲームにハマって、どんどん勉強しなくなってきたことを、どうやら静矢の悪あく影えい響きようだと思っているらしい。

（居づらいな。パソコンのセットアップだけしたら、とっとと帰るか……）

　心奈の部屋には、チャックがいた。六年前には子犬だったチャックも、今では人間の年ねん齢れいにして四十歳ほどの中年である。昔ほどやんちゃではなくなり、クッションの上で丸まって眠ねむっている。

　届いたばかりの段ボール箱からパソコンを取り出す静矢を見ながら、心奈はわくわくして、

「お兄ちゃん。今夜、晩御ご飯はん食べて行くでしょ？」

　と、尋たずねた。さっきの奈央子の表情を思い出すと、気が進まなかった。

「あ、いや……。いいよ、帰るから」

「だって、晩御飯きちんと食べてないでしょ？　ゆうべ、お兄ちゃんがコンビニ弁当買いに行ってたの、窓から見たよ」

　心奈は心配そうだ。

　彼女が言うとおり……静矢の母・静しず香かが最近、仕事を増やして、昼過ぎには家を出てしまう。そのため静矢は、夕飯はテーブルの上に置いてある五百円玉ひとつでやりくりしなくてはならなかった。

　あまりにも母と顔を合わせないので、今ではもう、静矢は母の顔を思いだせないほどだった。今朝も、学校に行く時に、眠っている姿を見たきりである。学校から帰るころには、もう家にいない。父は静矢が生まれる前に死んだといい、その写真は火事で無くなったと聞いている。だから、父の顔も判らない。

　今朝のことを、静矢はふと思いだしていた。二階の自分の部屋から台所に下りると、隣となりにある母の部屋が見える。ふすまがわずかに開き、母は後ろを向いて寝ねていた。いつも朝まで働いて、へとへとになって、倒たおれ込むように眠る。風ふ呂ろに入るのは目を覚まして、仕事に出る前だ。よほど疲つかれていたのか、外出着のままで、布団もかけずに寝ていた。少し肌はだ寒ざむいので、このままでは風邪かぜをひくかも知れない……何か上に掛かけた方がいいのではないか、と静矢は一度、近づいた。

　でも、母の後頭部に白しら髪がが光った時、静矢は見るのが辛つらくなって、そのまま家を飛び出してきた。手に握にぎった五百円玉、これっぽっちを稼ぐために母は髪かみが白くなるほど苦労して苦労して……と思うと、辛くてしかたがなかった。

「心奈。おまえ、きちんと勉強した方がいいぜ」

「えー？　急に何、心奈勉強嫌いだもん」

「塾や私学に行ける金があるんなら、行かせてもらった方がいいって。おばさんも言ってただろ、負け組になるって。負け組になったら、うちの母さんみたいに……子供を放ったらかしで働いても、いつまでも貧びん乏ぼうなんだぜ。そんな人生、何のために生きてるのか解んないだろ」

　静矢が真しん剣けんな表情で語るので、心奈は心がざわつき、不安そうな顔になった。

「……でも……心奈はいいんだもん。永久就職するから」

「Ａ級かＢ級か知らないけど、やっぱ学歴は大事だぜ」

　鈍い静矢は「Ａ級就職」と思ったようだ。心奈はガックリとうなだれる。

「……お兄ちゃん！　そうじゃなくて、心奈は……！」

「パソコンだってこれからの時代、自分でセットアップできるようになっとかないとだぜ。……よし、つなぎ終わったぞ」

　パソコンと、モニタや周辺機器のケーブルをつなぎ、静矢は電源を入れた。心奈は言いそびれて、ぷっと頬を膨らませる。

　周辺機器のＬＥＤライトがパパパパッと一いつ斉せいに点灯し、たちまち命が吹ふき込まれる。スタートアップ画面に、ＩＴ長者でビゲート警備保障の代表取とり締しまり役やくでもある大門軍造の顔写真が出てきた。

「何だ、こりゃ」

「心奈が入れたの。ビゲートのサイトに置いてたんだ」

　ビゲート（ＢＩＧＡＴＥ）は、大門グループのブランド名だ。もともとはサイト運営やソフト開発などのＩＴビジネスを行う会社だった。特に、ネットゲームで大だい躍やく進しんをした。そこからたった十年で、大門軍造は警備会社をはじめとする、何千という会社を吸収していったのだ。

　四十台半ばの、少しばかり脂あぶらぎった中年男性のどアップは、ピンク色で統一されたファンシーな心奈の部屋には似合わない。

「何でこんな肉厚なスタートアップなんだよ」

「大門軍造ってパソコンでお金持ちになったでしょ？　心奈も、プロゲーマーからゲーム会社の社長になって、大おお儲もうけするんだもん」

　永久就職できなかったら、の話だけど……と、心の中で付け足す。口に出しても、鈍感な静矢には通じないだろうから。

「こんなオッサンのファンなのか？」

「ふふん。焼きもち？」

「ばっ、バカ言うなよ！　誰がおまえみたいなガキ……！」

　ガキと言われて、心奈はムッとし、唇を尖らせる。

「それに、そんな甘あまいもんじゃないと思うぜ」

　そう言った静矢の横顔には、心奈より二年余分に世の中を見て来た者の、達観というより、諦てい観かんがにじみ出していた。

　たとえば農民からのし上がった豊臣秀吉は、彼に続く下げ克こく上じようの夢の芽を摘つむために刀かたな狩がりを行った。大門軍造も同じように、政府に働きかけて自社に有利な規制緩かん和わをさせ続ける一方、他社が参入できないように新たな規制を盛もり込ませた。貧乏は貧乏のまま……逆転など不可能、格差は永遠に埋うまる事は無いのだ。

「おまえ、塾じゆくに行ったほうがいいぜ。俺なんかと遊んでずにさ」

「俺なんか……って、お兄ちゃんすごいじゃん。ゲーセンでガンシューティング、すごく巧うまいもん。小さい頃ころから、鉄てつ砲ぽう巧うまかったよね」

「そんなの、自じ慢まんにならないって。武たけ弘ひろには、ゲームオタクってバカにされてたし」

「いいじゃん。心奈だってゲームオタクだよ？」

「おまえは、もうちょっと勉強しろ」

「心奈のパパはママに映画オタクって言われてるけど、いつも言ってるよ。得意な物や打ち込める物があるから、その道のオタクになるんだ、って。武弘は、そういうのがなーんにも無い暇ひま人じんなんだよ。だから、人にちょっかいかけて構われようとするんだよ。あんな奴、大嫌きらい。いつも偉えらそうに、人をバカにするし、乱暴でしょ？」

「あいつ中学受験したから、卒業以来会ってないけどな」

「心奈はしょっちゅう会ってるんだよ、同じマンションだから。心奈が嫌いや味み言われるのは別にいいけど、お兄ちゃんの事、バカにするのが許せないの！　何の権利があって、あんな偉そうに言えるわけ？」

　心奈は怒おこって、拳こぶしを振ふり上げる。

「まあ……武弘は、体も大きいし力も強いし、小学校の時は番長だったからな」

「力なんて、おじいちゃんになったら弱くなっちゃうじゃない。鉄砲で戦えば、お兄ちゃんの方が絶対に強いよ」

「勉強してないおまえは知らないだろうけど、日本には銃じゆう刀とう法ほうってのがあってだな」

「そんなの無かったら、お兄ちゃんが勝つのに」

「素手の人間と銃で戦うって、かなり卑ひ怯きようだぞ」

「何が卑怯？　暴力で武装するのも鉄砲で武装するのも、同じ事じゃない」

　心奈は腰に手を当て、憤ふん慨がいしている。静矢は話が平行線をたどるので、疲つかれてため息をついた。

「おまえの理り屈くつはムチャクチャだな」

「それに心奈、お兄ちゃんが撃うってるの見るの好きだよ。撃ってる時のお兄ちゃんってカッコいいんだもん。どんなゲームでも、ワンコインクリアしちゃうし」

「貧びん乏ぼうだから、ワンコイン分しか遊べないだけだって」

「じゃあ、心奈がＩＴ長者になったら、お兄ちゃん養ってあげる」

「養うって、俺は野良犬じゃねーぞ。飼うならチャックでいいだろ」

「違ちがう違う。心奈が……」

　言いかけて心奈は一度言葉を止める。少し逡巡して、ためらって、それから思い切って、

「つまり……心奈がお兄ちゃんのお嫁よめさんになってあげるっていう事」

　心奈はまじまじと、静矢の顔をのぞきこんできた。静矢は焦あせって、真っ赤になる。

「ばばばばばバカなこと言うなよ！　子供のくせに、変な事言うなって！」

　すると……心奈はちらっと静矢に流し目をくれ、

「ちょっと、お兄ちゃん。言っときますけど、心奈、子供じゃないよ」

　と、意味深げに言った。その表情がいやに大人っぽくて、静矢はドキッとする。

「ど、どういう意味だよ」

「心奈、告白された事あるもん」

「告白？」

　静矢の心臓が、きゅっと縮んだ。なぜか、どぎまぎした。

「ど、どうせ相手も、小学生だろ？　そんなの、ガキのおままごとじゃん」

「違うよ、……」

　何か言おうとして、心奈はふと口をつぐむ。

「……あ、ううん。いいんだ」

「何だよ？」

「別にいいの。心奈、もう断ったから」

　どうにも歯切れの悪い心奈に、静矢は胸につっかえを感じた。誰が告白したのか気になるけれど、なぜか聞けない。なぜ聞けないのか、自分でもよくわからない。

　その時、心奈の母がトレイを持って、部屋をノックした。静矢は慌あわてて、心奈から距きよ離りを取る。心奈はくるっと扉とびらの方に顔を向けて、ぴょんと立ち上がった。

「やったぁ、おやつ来た！」

　食い気が勝っているところが、まだまだ小学生である。子供だな、と思った瞬しゆん間かん、さっきまでの重苦しい空気が消え、静矢は肩かたの力が抜ぬけたのを感じた。

（何だよ。こんなガキに、振り回されてんじゃねーよ俺）

　心奈はトレイを母から受け取り、嬉き々きとして静矢の前にドンと置いた。眠ねむっていたはずのチャックも、鼻をくんくんと動かして、起きてくる。

「何だ、こいつ。現金だな」

　静矢は笑って、ひざに乗ってきたチャックを抱だきあげる。チャックはよくなついて、静矢の顔を見上げ、

「クウン」

　と、甘えるように鳴いた。

「はいお兄ちゃん、食べて食べて！　さっさと食べないと、心奈が全部食べちゃうよ」

　食べ物を前にした心奈は、完全に子供モード全開である。トレイの上には手作りリンゴジャムのクレープと、ミックスジュースが載のっている。

「いただきます」

　心奈は両手を合わせると、リンゴジャムのクレープをぱくつき、ジュースをちゅうっと飲む。そのすごい食欲にのまれて、静矢は呆あきれて見ていた。まだ、ダイエットという考えとは縁えんが無いらしい。

（……なるほど。チャックが俺のひざに乗ってきたのは、心奈からじゃおすそわけを見込めないからだな。犬って頭いいな……）

　静矢が固まっている隙すきを見て、心奈は彼の皿の上のクレープをフォークでぷすっと突ついた。

「侵しん略りやく！」

「おい、何すんだよ！」

「さっさと食べろって警告はしたよ」

「まず自分のを全部食べろ！」

「いいじゃん。静香おばさんのお菓か子しの方がおいしいでしょ」

　心奈はほっぺたをぷくぷくに膨らませながら、クレープを咀そ嚼しやくする。チャックは静矢にクレープを分けてもらい、うれしそうにハグハグ音を立てながら食べていた。

　そう言えば静矢の母も一度だけ、いつも留守ばかりの彼女にしては珍しく、手作りのおやつを作ってくれた事があった。だが、かなり以前のことで、何を作ってくれたのかは思い出せない。

「……覚えてねーよ」

「カップケーキ焼いてくれたよ、心奈が幼稚園の時。特別なお客さんが来るとかで、ケーキ持って外で遊んでらっしゃいって心奈とお兄ちゃんに言ったでしょ？」

「おまえ、よく覚えてるな」

「だってあの日、おばさんとても綺き麗れいにお化粧してたもん。もともと美人だけど……うちのママよりずっと綺き麗れいだったよ」

「全然会わないから、顔なんか忘れちまったぜ」

「鏡を見たら？　お兄ちゃんに、すごくよく似てるもん」

　そこまで言って、心奈はハッと気づき、真っ赤になる。

「だ、だからって心奈、お兄ちゃんがハンサムとか言ってないからね！」

「別に、おまえみたいなガキに言われたって嬉うれしくねえよ」

「だから、心奈ガキじゃないって！　もういいよ、ゲームしよっと」

「ゲームって、思いっきりガキじゃないですか？」

　ふう、と静矢はため息をついた。心奈はチャックをひざの上に抱いてパソコンの前に座り、ツンとそっぽを向く。

「パソコンのゲームはガキじゃないもん。大人もいっぱいやってるもん」

　と、心奈は手慣れたようすで、インターネットサイトを閲えつ覧らんするためのソフト、ブラウザを立ち上げ、『ビゲーム』にアクセスした。

　ビゲーム（ＢＥＧＡＭＥ）とは、大門軍造のＩＴ企き業ぎようビゲートが作ったゲームサイトだ。数百種類のオンラインゲームがあり、単純なパズルから、歴史や政治をシミュレートするもの、テニスをしたり音楽を演奏したりという体感系ゲーム、アクションゲームなど、多た岐きにわたっている。広告収入で賄まかなわれているらしく、完全無料だが、そのレベルは市し販はんのゲーム並だ。一人で遊べるゲームも充じゆう実じつしているため、全世界で数億人が登録しているという。静矢は呆れて、眉まゆをひそめた。

「おまえ、調べ学習のためにパソコン買ってもらったんだろ？」

「ちゃんとしてるよ？　攻こう略りやく法の調べ学習」

　全く悪びれるようすもなく、心奈はモニターを見ながら答える。

「おまえなぁ。成績落とすなよ？　セットアップした手前、責任感じるだろ！」

「さーてと、きのう攻略サイトで見つけた裏技を試してみますか。そりゃそりゃそりゃ！　墜ちろーっ！」

　心奈は、目にも止まらぬ素早さでキーボードを叩たたく。チャックは大きな音にびっくりして、慌あわてて心奈のひざから降り、自分のクッションの上へ逃にげていった。

　彼女がハマっているのは、最新のオンラインゲーム「機甲巨兵戦記フライトファイター」だ。

　フライトファイターは、３ＤＣＧのロボットバトルゲームである。空中戦・地上戦・水中戦など、その戦い方は多種多様、地形や天候の影えい響きようも受ける。自機である機甲巨兵の操縦はものすごく複雑で、ジャンボジェットを飛ばすより難しいらしい。一万種類ものアクションを、アルファベット三桁けたのコマンド入力と数値入力で制せい御ぎよする。動体視力や反射能力だけでなく、高度な戦略性も要求されるゲームだ。

「おまえ、よくこれ操縦できるな」

　静矢は呆れて、目を丸くした。

「今日はＣＯＭコム（コンピューター）相手だもん。楽勝よ」

「楽勝って……フライトファイターのＣＯＭって、学習機能がついてるんだぜ。敵と戦うたびに対戦データが蓄積されて、強くなるはずだぞ」

「そのデータが大きすぎて、反応が遅おそいんだよ」

　心奈はすさまじい勢いでキーボードを叩き、その目はモニターをすさまじい勢いでぐっとにらみつけている。口元は戦いの悦えつ楽らくにゆるみ、鬼き気き迫せまる笑みを浮うかべていた。

「単純計算ならコンピューターのほうが上だけど、蓄積された大量のデータから、状じよう況きようを把は握あくして的確な指令コマンドを検けん索さくして出すなら、人間の脳のほうがまだまだ早いんだよ。コンピューターで大容量のデータ検索をしたら莫ばく大だいな時間がかかるけど、人間の直感って一いつ瞬しゆんでしょ？　だからあたしも、オンラインで本物の人間と戦うほうがずっと苦戦する……」

　そんな心奈の物言いには、とうてい小学生の女の子とは思えない凄みがあり、静矢はゴクリと息をのんだ。

　心奈はパワーゲージをまったく減らすことなく敵を倒たおし、完かん封ぷう＆最短記録樹立のランキング画面が出た。ランキング画面に心奈はニックネーム「ＫＯＫＯＴＡＮココタン」を入力する。

「しかもランキング入りかよ。すごすぎだな」

「裏技がけっこう効いたみたい」

「このランキング、全世界ランクだろ？」

「お兄ちゃんも、ガンシューティング巧うまいじゃない」

「世界レベルに比べたら、俺なんて十人並みだよ」

「そんな事無いって！　ほら、ちゃんとガンコン、二人分買っといたんだから。ビゲーム対応の最新機種。傾かたむき補正ジャイロつきで放物軌き道どう計算可ってやつ」

　と、心奈はピンクとブルーのおそろいの、ピストルの形をしたガンコントローラーを段ボール箱から取り出した。プラスチック製だが重みをつけてあり、手前の照準窓には、仰ぎよう角かくを計算するための小さな補正装置がついている。弾だん丸がんは発射されたあと重力によって落ちていくので、遠い標的に当てるには上のほうを狙ねらう必要がある。そのため標的が遠いと照準窓が低くなり、その結果銃口は上に向くという仕組みだ。

「これ一丁二万ぐらいするだろ。おまえ、小こ遣づかいどれだけ貰もらってんだよ」

「ねっねっ、やってみようよ！」

　心奈はキャピキャピ言いながら、ビゲームのガンシューティング「ノルマンディー」を立ち上げた。第二次世界大戦の「ノルマンディー上陸作戦」を元ネタにしたゲームで、海岸で攻こう防ぼうを繰くり広ひろげるものだ。
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　今回、静矢たちは連合軍側、すなわち上陸作戦を取る側になって、ドイツ軍と戦いながら進んでいった。ところが、静矢はどんどん敵を撃うち倒して行くのに、心奈の弾は全然敵に当たらないで、何度も死んでしまう。

「どうしてっ？　ちゃんと照準を合わせてるのに！」

　心奈はイライラしてきて、ガンコンを放り投げた。

「やっぱり、お兄ちゃんのを見てるだけでいい！　心奈には無理！」

「このゲーム、リアリティ追つい及きゆうしてるからな」

「リアリティって？」

「普ふ通つうのゲームだと、照準どおりに撃てば当たるだろ。けど実際の射的では、遠くの的を狙うときはちょっと仰角を上げて、放物軌道を描えがかせるんだ」

「英語で言われてもわかんない」

「今、俺ひとこともカタカナ使わなかったぞ？」

　静矢は、ガンコンの背を指で示して、心奈に説明する。

「ここに照準補正装置があるだろ。ビゲームでは自分で銃のカスタマイズができるから、誰かがルガー・ランゲラウフっていう拳けん銃じゆうについてる補正装置をヒントにして、カスタムした銃が大人気で、ガンコンの元デザインに採用されたんだってよ。この補正装置を使って、照準をちょっと上目に合わせろって事さ」

「ふーん……もしかして、銀玉鉄でつ砲ぽうで的を狙うときもそうしてたの？」

「おまえが遠いところから撃て撃てって言うからな。照準補正装置なんかついてないから、百パーセント、カンだけが頼りでさ。なのにおまえ、当たらなきゃ文句言うし、大変だったんだぞ」

「心奈、そんな難しいワザ要求してたんだ」

「すごく迷めい惑わくだったんだからな。反省しろよ」

「あっでも、つまりお兄ちゃんが鍛きたえられたのは心奈のおかげってこと？」

「どれだけプラス思考だ」

「とりあえず、上を狙えばいいんだよね」

　心奈は気を取りなおしてガンコンを構える。撃ってみるが、今度も当たらない。心奈はジト目を静矢に向ける。

「お兄ちゃんの嘘うそつき。当たらないじゃん」

「他にもパラメータがあるんだ。武器切きり替かえのとき、弾丸の口径を小さくするほど、運動エネルギーに対する表面積が大きくて空気抵てい抗こうによる制動が大きいから、より上目を狙う。発射の時の初速でも軌道が変化してくるし。あと、ハンドガンは弾道がすぐに落ちるから上目を狙うけど、ライフルの場合、途と中ちゆうで揚よう力りよくが働いてむしろ弾道が上がる事もあって……」

「ぐう」

「寝ねたフリすんな」

「そんなややこしいの、心奈わかんない！　機甲巨兵なら全自動補正装置載のせとけば、自分で考えなくていいんだもん」

　心奈は不満そうに、手足をじたばたさせる。

「まあ銃は人間が手で持つもので、手ブレとかもあるし、完全に全自動ってわけにはいかないからな。もし本当の戦争になったら、人間が銃を持って走り回るんじゃなく、無人爆ばく撃げき機が活かつ躍やくする時代だし」

「無人爆撃機ってＣＯＭコムでしょ？　心奈の機甲巨兵の敵じゃないよ。機甲巨兵が本当にあって、日本が戦争になったら、心奈がお兄ちゃんのこと守ってあげるのに」

　心奈はわくわくしている。本物の戦争を知らない心奈にとって、それはゲームの延長としか捉とらえられないのかもしれない。

「日本からどこかの国に戦争を仕し掛かける事はないだろ」

「どうして？　日本って強いんでしょ？」

「日本はアメリカと同盟を結んで、守ってもらってるだけで、自分で戦う力は無いんだ。よその国に攻こう撃げきされた時に、ぎりぎり守れるかどうかっていう、専守防衛の力しか……」

　静矢はクラスで、男子同士、ときどきそんな話をする。まさか戦争が本当に起こるだろうとも、自分達が徴ちよう兵へいされるかも知れないとも、考えもせず映画のあらすじを語るように。

　心奈は、物足りなさそうな顔をした。

「じゃあ力をつければいいじゃない。機甲巨兵をほんとに作れば、心奈戦ってあげるのに。この３Ｄデータを３Ｄ掘くつ削さくプリンターにつなげれば本物が作れるでしょ？　東京の『ビゲートピア』には、体験機があるんだって。乗ってみたいなぁ」

　ビゲートピアは、ビゲートが作ったテーマパークである。そこでは『ビゲーム』の世界が、現実となって広がっているという。

「体験機って、ただの遊園地の乗り物じゃんか」

「戦えないの？」

「あのなぁ、日本がよその国を攻撃できるだけの力を持つには、今の七倍ぐらい防衛費がかかんだぞ。三十兆円ぐらい要るから、国家予算の半分ぐらい防衛費になるんだ」

「一億人で割ったら、年間一人三十万円ぐらいでしょ？　そんなに高くはなくない？」

「仮に日本が防衛費を増やしたくても、アメリカは日本が自分一人で戦えるほどの軍事力をつけさせたくないんだよ。日本が軍事力をつけようと思ったら、アメリカとの同盟を切らなくちゃいけないんだ。アメリカにもアメリカの思おも惑わくがあるから、いつも百パーセント日本の味方をして戦ってくれるとは限らないけど……もしアメリカが助けてくれなかったら、今の日本は、人口五分の一ぐらいしかない小さい国相手でも、戦争する力は無いらしいよ」

「日本ってそんなに弱かったんだ……。どこかの国に攻撃されても戦えるよう、機甲巨兵がほんとにあればいいのに……」

　心奈は残念そうなため息をつきながら、モニターの中のロボットを見つめる。

「でも実は、地球上では大量破は壊かい兵器よりも、銃とかのレトロな兵器で殺される人間の方が圧あつ倒とう的てきに多いそうだけどな。使ってる人間の絶対数が桁けた違ちがいだから」

「心奈はやっぱ、戦うなら機甲巨兵だよ。しょーもないコマンドで遊べるし……たとえば」

　と、心奈はカタカタとキーを入力する。画面の中のショッキングピンク色の機甲巨兵が、腕組みをして中指を立てる。

「ほら！　ファック・ユー！」

「おまえ、下品な事するなよな」

「ただの挑ちよう発はつポーズじゃん」

「女の子が、そういう事するな」

「今の動きの順序シーケンス、ショートカットキーで記き憶おくさせとこっと」

　フライトファイターは、自機のカスタマイズの幅はばが広い事も人気の一因だ。そのせいでますます複雑にもなるのだが。操作の自由度の他にも、機体の各パーツについて細かに艤ぎ装そうでき、塗と装そうも自己流、搭とう載さいするミサイルの種類や数、燃料の種類や量まで設定できる。

　それぞれのパーツについて、重量・耐たい久きゆう度・空気抵てい抗こうなどの数値が設定されており、シミュレーション計算されて、リアルに反映される。空中戦が主であるため、空気抵抗を下げてスピードを取るか、空気抵抗を上げて制動を重視するか……全国のフライトファイター愛好家は、機甲巨兵のカスタマイズを行ってはバトルを繰くり返し、究極のカスタマイズを目指している。

「瞬時に動作を判断して操縦なんて、俺にはとても無理だぜ。ほとんど直感の世界だよな」

「直感力を上げるために、右脳トレーニングでもしてみる？」

「いい。俺文系だから」

「じゃ、直感とかスピードとか要らないＲＰＧでもしてみる？」

　心奈はフライトファイターの画面を閉じ、別のゲームにアクセスした。先ほどまでのロボットバトルとはがらりと雰ふん囲い気きが変わり、中世風の巨きよ大だいな砦とりでが荒こう野やにそびえている。砦の彼方かなたには海が広がり、海からの風を受けて砦の旗がはためいていた。

　何も無い荒野と、巨大な砦とが、妙みような違い和わ感かんをかもし出していた。静矢は身を乗り出して、画面を覗のぞきこむ。

「このゲーム、初めて見るな」

「『シムワールド』だよ。これは『風の砦』……心奈も住んでるの」

「このウサ耳エルフがおまえか？」

「色んな人が、同じ世界の中で暮らしてるんだ。でもプレイヤーがネットから落ちてる時、無防備になってるキャラクターから色々盗ぬすんでいく強ごう盗とうがいてさ。そうやって盗まれたアイテムとかが、現実の世界のお金で売られたり買われたりしてるらしいよ。現実世界でひったくりとかするよりもいいお金になるらしくって、強盗の方も徒党を組んできて、軍隊みたいになってきたの」

「どっちがゲームでどっちが現実か判らないな」

「それで強盗から自分たちを守るために、住民が何万人も集まって砦を作ったわけ。風の砦は、中でも最強の砦だよ。すごくよく造られてるんだ。『ビゲートピア』の中でも、再現されてるらしいよ」

　確かに、その砦はとても機能的に造られている。何億人もが生きるこの仮想現実の世界で、何度も試されて造り上げられただけあって、完かん璧ぺきに設計されていた。

　海からの風で風力発電を行い、数百メートルを超こえる高層ビル群が立ち並んでいる。周囲には工場が配置され、周囲の町と交易を行っているのは魔ま法ほうで動く無人馬車のキャラバンだ。砲ほう塔とうが立ち並び、近づいてくる者は即そく座ざに感知して迎げい撃げきする。

「フライトファイターだけじゃなくて、これもやりこんでるのか？　ほんとにちょっと勉強しないと、ヤバいぞ？」

「親は最初、小学生なのにパソコン使いこなせてスゴイって誉ほめてたよ」

「おまえがやってるのは、パソコンじゃなくてゲームなの！」

「攻こう略りやくサイトめぐりもやってるもん」

「だいたい毎日何時間もパソコンに向かってるなんて、目にも体にも悪いぞ。小学生はもっと、外でのびのび遊べよ！」

　幼なじみだとつい、幼い頃ころの心奈が念頭にあって、年寄りっぽい説教をしてしまう。すると心奈は、いたずらっぽい流し目を静矢にくれて、試すように尋たずねた。

「じゃあ……お兄ちゃんが外に連れてってくれる？」

「な、何で俺がっ？」

「だって最近、誘ゆう拐かいとか多くて外を歩くの危ないじゃん。ボディガードがいなきゃ、家でパソコンするしかないでしょ」

「だからって、何で俺が」

「お兄ちゃんが外で遊べって言ったんだよ。責任取って、どっか連れてってよ」

「遅おそいから、明日にしろよ」

「じゃあ明日でいいから、東京のビゲートピアに連れてって」

「何でそうなるんだよ！　って言うか、そんな金どこにあるんだ」

「ケチ」

「おばさんも勉強しろって言ってたろ」

「ビゲートピアは係員のかわりに極力ロボットを使って、人件費を削減してるんだって。最先端技術の社会見学、と言う事で……」

「こじつけすぎだ。それに、こんな時間から出してくれるわけないぜ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ママはもうすぐ買い物に出ちゃうし、チャックの散歩だって言えばいいよ」

「いや、俺もう帰るし」

「やだ！　お兄ちゃん、最近ぜんぜん遊んでくれないもん。今度なんて言って、いつになるかわかんない！　だから今日、今、連れてって！」

　心奈は静矢の腕うでをつかんで、絶対に離はなすまいという意い気き込ごみである。体は大きくなっているのに、中身は本当に子供のままだ。肝きも試だめしに連れて行ってもらえなくて泣いていたときと、ほとんど変わっていない。あまり厳しく言うと、あのころのように泣きだしそうな気がして怖こわくて、静矢は根負けしてしまった。




　外に出ると、もう夕暮れだった。

　どこへ行こうか、静矢は迷う。取りあえず賑にぎやかな方へ行こうと思って、仏生山駅の方に向かう。

「お兄ちゃんと一いつ緒しよにどこか行くなんて、久しぶり。お兄ちゃんが中学生になってから、全然会えなくて、つまんなかったよ」

　心奈は後ろで組んだ手にチャックの引き綱づなを持ち、ぴょんぴょんと楽しそうに跳はねている。ツーテールの長い髪かみがふわふわ揺ゆれ、薄うすいストールがひらひらと風に翻ひるがえる。チャックも散歩が嬉うれしいようで、昔ほど元気ではないが、楽しそうに歩いている。

　心奈のファッションは、小学生に大人気のブランドの物だ。静矢はブランドなどは全く判らないが、心奈の着ているブランドだけは判る。なぜなら彼女の服は「おしゃれには興味があるがゲームには全然興味が無い」というティーン層を取り込むため、おしゃれをテーマにしたゲームの中でゲームのデザインを、現実のブランドとして展開している「ビゲート・ブランド」だからだ。

（でも、ポリゴン娘むすめが着てるより、心奈が着てるほうがずっと似合うな……）

　学生達は部活を終える時間らしく、駅の方からぞろぞろと歩いて来る。駅に向かっている静矢達とは真逆の方向になり、すれ違ちがいになる。すれ違った端はしから、学生達が振ふり返るのに静矢は気づいた。心奈を見ているようだ。

「あの娘こ、可愛いな」

　小さな囁ささやき声も聞こえてくる。

（ああ。やっぱり他のやつが見ても、そう思うんだ）

　納得するような、でも少しやきもきするような、居心地の悪さを静矢は感じた。彼らの視線のいくばくかは、静矢にも向けられている。

「なんであんなパッとしない奴やつと？」

　という、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうが混じった声が聞こえた。心奈はただの幼なじみで、妹も同然なわけである。そんなつもりは静矢には毛頭なかったのだが、そんな言い方をされると意識してしまって、ちょっととまどう。

　けれど、心奈はそんな雑音は全く意に介かいしていないようだ。

「お兄ちゃん、早く早く！」

　浮うかれた心奈はじっとしていられないらしく、静矢の手首をつかんでぐいぐい引っ張る。とたんに、静矢に学生達の視線が集中した。太陽光線を虫眼鏡で集めると火がつくように、静矢も羨望の視線の集中砲ほう火かを浴びて、顔から火を吹ふきそうなほど全身が熱くなってしまった。




　仏生山駅は駅前にロータリーを備え、ファミレスのようなおしゃれな外観である。夕方には十五分おきに、高松琴こと平ひら電鉄の、赤とクリーム色の電車がやってくる。

「さて……」

　静矢は考えこむ。特に目当ても無くここまで来てしまったが、これからどうしよう……と、自動券売機の横にもたれた。心奈は路線図を指差して、静矢に話しかける。

「ねえねえ、せっかくだから高松まで出ようよ。十五分ぐらいで着くでしょ」

「今から高松？　もう晩飯の時間だぜ」

　それに、静矢の手持ちの五百円では、高松への往復の電車賃にもならない。最新式のパソコンやブランド物の服を買ってもらえる心奈とは違うのだ。

「コンビニか古本屋で立ち読みとかは？」

「チャック連れて行けないでしょ。それよりゲーセン行こうよ、お兄ちゃんのワンコインクリア見たいし」

「この上まだゲームするのかよ」

　静矢は呆あきれる。駅に電車が入ってきて、ぞろぞろと学生が降りてきた。進学校の学生達が、目の前を通っていく。金色のバッジがついたセンスの良いブレザーは、一流デザイナーの手によるものだ。

　劣れつ等とう感かんなどといった嫌いやらしいものは、自分には無いとばかり思っていたのだが、成長して世の中の現状が解ってくるにつれ、どうしても卑ひ屈くつになってしまう。自分は決して、あちら側の人間にはなれない。決して、這はい上がれないのだ。どんなにあがいても……世界が引っくり返らないかぎり。

「きゃあ！　何するのよ！」

　心奈の悲鳴が聞こえた。キャンキャン、とチャックの激しい吠ほえ声も聞こえる。

　静矢は我に返って、心奈の姿を探した。進学校の生徒達を見ているうちに、少し離はなれてしまったようだ。

　見ると、武弘と子分達が、心奈の腕うでを掴つかんでいた。全員、進学校の制服を着ていた。

「何だよ、あの手紙！　断るってどういう事だ！」

　武弘は顔を真っ赤にして怒ど鳴なっていた。激げつ昂こうしやすいのは、小学一年生の頃ころと全く同じだ。でも体はそのときよりもずっと大きく、力ももっと強くなっている。掴まれた腕が折れそうで、心奈は痛みに顔をしかめた。

「放してよ！　嫌きらいだから嫌いって書いたんじゃない！」

「何でだよ！　付き合えばいいだろ！」

「さんざん意地悪してきて何よ！　嫌いで当然でしょ！」

「そんなの水に流せばいいだろ」

「何その勝手な言い分？　放してったら放して！」

　周りにいた学生達はちらちらと目を向けているが、犬も食わないという痴ち話わ喧げん嘩かに見えたし、体の大きな武弘も怖こわかったので、誰も止めようとしない。チャックは心奈を守ろうとして、ひたすら吠えているが、体が小さいためまったく意に介されていない。

　しばらく何が起こっているのか理解できなくて、呆ぼう然ぜんとしていた静矢だが、さっき心奈が「告白された」と言っていた事を思い出し、ようやく察した。告白したのは、武弘だったのだ。

　なぜ武弘が？　と胸に疑問が渦うず巻まいたが、よくよく思い出してみれば、納得できる部分もある。心奈は小さい頃から可愛かった。武弘は何かと自分の周りをウロウロしていた。あれは嫉しつ妬とだったのだ。

　どんな本心があったにせよ、心奈が不ふ愉ゆ快かいな思いをさせられた事実に変わりは無い。止めに入らなくてはならない。小学一年生の頃よりますます体格差が開き、人相も悪くなった武弘を相手に、逡しゆん巡じゆんする気持ちは当然あったが、心奈を見捨てるわけには行かない。

「武弘！　何してるんだ、嫌がってるんだから放してやれよ！」

　静矢は心奈の元に駆かけつける。心奈は顔を真っ赤にして、静矢を見つめた。

「お兄ちゃん、助けて！」

　武弘は、静矢に比べて大人と子供ほどの身長差があった。彼は悪びれた様子も無く、ニヤニヤと笑う。

「何だ、いたのかよ。小さくて見えなかったぜ」

「失礼ね！　お兄ちゃんは、あんたなんかよりずっと強いんだから！」

　静矢がバカにされた事に腹を立て、心奈は怒ど鳴なる。武弘は、嘲あざけるように片かた眉まゆを上げた。

「この貧弱なガリガリが俺より強いって？　強いの意味、解ってるか？」

「お兄ちゃんは鉄てつ砲ぽうがうまいもん。日本がもし鉄砲を使っていい国だったら、武弘今いま頃ごろハチの巣にされてるよ！」

「日本がそんなアメリカみたいな銃じゆう社会になるとか、ぶっちゃけありえねーし。って言うか、静矢が俺より強くなる事なんて、永遠にありえねーし。中学受験もできなかったような負け組なんかより、俺について来いってばよ！」

　武弘はゲラゲラ笑って、心奈の腕を強く引っ張った。

「痛い痛い！」

　叫さけぶ心奈を見かねて、静矢はもう一度、きつく怒鳴った。

「放してやれよ、警察呼ぶぞ！」

「呼べよ。ただし十四歳未満は何やっても罪にならないんだぜ。後で倍返しにするが、それでもいいのか？」

　武弘は、わざと静矢をあおり、気持ちをざわつかせる。武弘の脅おどしなど、怖いとは思わなかった。だが心奈に何かされたら……と思うと、静矢は対応を迷ってしまう。

「ヘッ、警察も呼べないヘタレ野や郎ろうが！　来な、心奈。こんな奴やつ、ほっとけ！」

　武弘は、心奈をぐいっと引っぱる。心奈は武弘をにらんだ。

「嫌いやがってる女の子と無理矢理付き合ったって、むなしいだけじゃない？」

「女は照れ屋だから、好きでも嫌だって言うんだよ。その辺を汲くんでやってるわけさ」

「ほんとに嫌だから嫌って言ってるのよ！　あんたバカっ？　武弘なんか、大嫌いなんだったら！」

　心奈は武弘の手を振ふりほどこうとして、必死に暴れる。その言葉が、武弘の怒いかりに本格的に火をつけたようだった。武弘は、心奈の頬ほおを平手で叩たたく。

「誰が嫌いだ、この野郎！」

「きゃっ！」

　心奈は倒たおれる。

「キャンキャンキャン！」

　主人が攻こう撃げきされ、怒おこったチャックが武弘の足首に噛かみついた。ふだんおとなしく、クッションの上で寝ねているばかりのチャックにしては、意外な行動だった。

「いてて！　何だこいつ！」

　武弘は足を払はらった。チャックは吹っ飛とばされ、顔から地面にたたきつけられる。

「キュウン……」

　チャックは苦しげに鳴いて、それきり動かなくなった。

「てめぇ、最低だな！」

　もう、しのごの言ってはいられない。さすがの静矢も怒り心頭に発し、武弘につかみかかった。だが、ガツーンと拳こぶしが飛んできて、目の前に火花が散った。駅の天てん井じようがぐるりと回り、後頭部にゴツンと鈍にぶい痛みが走った。自分が仰あお向むけに引っくり返ったのだと気づくのに、少し時間がかかった。

「ひどいよ！　警察呼んでやる！」

　心奈は立ち上がったが、武弘の子分達に腕うでを掴つかまれて動けなくなってしまう。

「わかんねーガキだな。武弘と付き合ったらいいだけじゃん」

「嫌よ、あんな奴！」

　殴なぐられても、心奈は気き丈じようだ。武弘はカッとして、倒れている静矢を八つ当たりで蹴けり飛ばす。静矢は激痛を感じて、呻うめいた。

「うっ！」

「どこがいいんだ、こんなバカ！」

　武弘は、うずくまっている静矢の胸ぐらをつかんで立たせた。静矢は軽い脳のう震しん盪とうを起こしていて、動けない。

「顔の形が変わっても、まだ静矢の方がいいって言うか？」

　そう言って、全く無む抵てい抗こうな静矢の頬を、彼は思い切り殴りつけた。静矢は吹っ飛ばされ、床ゆかに転がる。

　周りにいた学生達は、ちらっと目を向けただけで、やはり無視して歩き続ける。駅員は……ＩＴの導入によって自動改札機や監かん視しカメラなどの機械化が進んでいたため、誰もいなかった。券売機につけられた監視カメラが、異常な動きを検出するモーションサーチ機能によって喧嘩を察知し、警報を鳴らしていたが、抑よく止し力にはならない。その警報を聞きつけて、契けい約やくしているビゲート警備保障の警備員が駆かけつけるまで、五分ほどの時間がかかる。

　武弘もその事をじゅうぶんわきまえているようだった。その五分の間に徹てつ底てい的てきに殴ろうとしているようで、倒れている静矢を更さらに引き起こす。心奈はどうする事もできず、震えて泣き出した。

「やめて、お兄ちゃんを殴らないで！」

「うるせえ。こうなったのも、おまえのせいだからな！」

　武弘の、度を越こえた八つ当たりは続く。静矢を殴っては起こし、起こしてはまた殴った。静矢の顔は鼻血にまみれ、真っ赤に染まる。それでも武弘は、狂きよう気きのように殴り続けた。

　静矢には、抵てい抗こうしようとする気力だけはあった。しかし圧あつ倒とう的てきな力の差を前に、どうにも反はん撃げきできなかったのだ。




　ボシュッ。

　スイカが割れたような音がして、静矢の胸倉をつかむ腕から力が抜ぬけた。静矢は地面に落とされ、尻しり餅もちをつく。

　何事か……と、かすんだ目を開くと、武弘が腕だけ残して、真っ黒焦こげの焼けぼっくいとなっていた。下がりきっていた静矢の意識レベルが、一気に最高値まで引き上げられる。

「うわあっ！」

　静矢は悲鳴を上げて、後ずさった。武弘の手がまだわずかに静矢の胸ぐらを掴んでいたために、焼けぼっくいが引っ張られて、ドサッとうつぶせに倒れた。炭は、その衝しよう撃げきで粉々に砕くだけ、人の形を失ってしまう。

　心奈をつかんでいた武弘の子分達が、悲鳴を上げた。

「うわああああ！　武弘が！」

　ボシュッ、ボシュッ。鈍い音が響ひびき、光の球が空から落ちてくる。すさまじい高熱を発するプラズマだった。アスファルトに当たると、一いつ瞬しゆんにして溶とけて沸ふつ騰とうし、黒い泡あわがブツブツと沸わき立つ。建物に当たると、燃え上がった。コンクリートは膨ぼう張ちようして砕け、自重に負けてガラガラと崩くずれ去る。車は爆ばく発はつした。

「な……何だ、あれは」

　静矢は思わず、空を見上げた。薄うす暮ぐれの青い空に、無数の星がパパパッと閃めいていた。花火のように華やかで、目を焼くほど強い光……青白い輝きは、それが超高温である事を示している。

　空が落ちて来たのかと思った。プラズマ球がドカドカと降って来る。見た事も無い光景に、静矢の思考は一瞬停止し、足はすくんだ。

「うわーっ！」

　駅に溢あふれていた学生達は、突とつ然ぜんの事に訳が判らず、右往左往してぶつかっては倒たおれた。

「い、いったい何なんだっ？」

「テロだ！　警察、自衛隊！」

「助けて、誰か助けて！」

　心奈はその流れに巻まき込まれ、飲のみ込まれてしまう。

「お兄ちゃん！」

　引きつった心奈の声が近い所で聞こえるのだが、どこにいるのか判らない。

「心奈、心奈！」

　静矢は叫さけぶ。だが、駅から逃にげ出す人の流れに運ばれて、気がついたら駅から吐はき出されていた。次の瞬しゆん間かん、仏生山駅の駅舎そのものが、ドオンと腹に響く音を立て、真っ赤な火柱を高く上げて吹ふっ飛んだ。

「心奈ーっ！」

　どんなに呼んでも、もう返事は無かった。そんな静矢の目の前を、プラズマ球がかすって行く。このままでは狙ねらい撃うちになるばかりだ。

　いったい何が起こっているのか、解らなかった。ついさっき、面白半分で戦争の話をしていた事が、頭の中をぐるぐる巡めぐる。あんなに威い勢せい良よく話していたのは、そんな事態が本当に起こるだろうとは万にひとつも思っていなかったからだ。

　今攻こう撃げきされたら日本は勝てない……冗じよう談だん半分で自分が言ったことばが、頭の中に去来した。ズキズキと頭が痛み、バクバクと心臓が鳴る。日本が戦えないならいったい日本はどうなるのだろう。テロであれ戦争であれ、攻撃されているという事は、守ってくれるはずの同盟国・アメリカは何をしているのだろうか。日本は、どうなってしまうのか？

　すさまじい緊きん張ちようと恐きよう怖ふに、静矢は戦せん慄りつした。取りあえず、ここから逃げようとして……悪夢のような現実から逃げだしたくて、静矢は走りだした。







二章　グラウンド・ゼロ







　静せい矢やは炎ほのおから逃のがれ、降り注ぐプラズマから逃れて、走り続けていた。

　駅だけではなく、仏生山の町全体が燃え上がっていた。田畑も燃え上がり、火の野となっていた。消防車がサイレンを鳴らしながら走っていたが、プラズマの直撃を受けて、木こっ端ぱ微み塵じんに爆発した。

「誰か！　助けてください！」

　崩れた家の前で、母親が必死に、素手で瓦が礫れきを掘ほっている。爪つめがはがれ、指からは血が噴ふき出している。瓦礫の下から、子供の泣き声が聞こえた。気づいた静矢は、母親に駆かけ寄よる。

「すみません、俺に何か手伝える事は……」

　絶望に染まっていた母親が振ふり返り、目を輝かがやかせた。救われた希望と安あん堵ど……だが次の瞬間、瓦礫の山にプラズマが直撃した。瓦礫は吹っ飛とび、母親は弾だん丸がんのような瓦礫を大量に背に浴びて、その場に倒れた。

　無残な姿に、静矢は心が引き裂さけるかと思った。瓦礫は燃え上がり、もう子供の声は聞こえない。

「わああああ！」

　恐怖にかられて、静矢はその場から逃げ出した。

　プラズマの嵐あらしは、流星が降っているようだった。まるで聖書に書かれた、悪徳と腐ふ敗はいの町ソドムとゴモラの全ての生命体を焼やき尽つくした、硫い黄おうの火のようだ。あるいは、四国の各地にその伝説を残す空海が、強欲な庄しよう屋やに鉄てつ鉢ぱつを打ち砕かれたという伝説……打ち砕かれた鉢のかけらは八つの流星となって山に降り、庄屋の八人の子は次々に死んだという。

　これは何かの裁きなのか。炎にあぶられた空は赤く染まっていた。血のように赤黒い空。この世のものでは無いかのように、気分が悪くなるほど毒々しい。

　はるか南に見える二つの山の、見慣れたその嶺みねの形が変わって行く。まるでハマグリで作った雛ひな人にん形ぎようのように愛らしく寄り添そう、低くなだらかな山。プラズマ球が降り注いで山をどんどん削けずって行き、懐なつかしい風景が破は壊かいされて行く。

　悪夢から逃げるように、静矢は走った。きっと夢かも知れない。誰かに、夢だと言って欲しかった。母が働いているコンビニが、この近くにあるはずだ……。




　だが……帰り着いた静矢を、最大の悪夢が待ち受けていた。

　コンビニが一階に入っていたマンションは崩くずれ、瓦礫の山と化していた。真っ赤に燃える空を背景に、その瓦礫の墓標はどす黒い闇やみに塗ぬりつぶされていた。

「母さん！」

　叫さけんだが、返事は無かった。何十階という高層マンションを構成する、何百トンという瓦礫に埋うもれてしまったのだから、遺体は恐おそらく原型すらとどめていないだろう。

　これが母の最期か……と、静矢は愕がく然ぜんとした。何の楽しみも無く、ひたすら生きるためだけに疲つかれ果はてて働いて、そうまでして繋つないだ命が、こんなにあっさりと虫けらのように潰つぶされる。いったい母の人生とは何だったのだ……と、絶望的な気持ちに苛さいなまれた。

　日常は奪うばわれた。悪夢は決して覚めない。何もかも非日常の、これが今は現実なのだ。

「うわああああああ！」

　静矢は獣けもののように吠ほえた。足元にぽっかりと大きな穴が開いたような気がして、心細くて、頭がどうかなってしまいそうだった。

　その時、瓦礫の上に何かがひらりと降り立った。鳥か……と、思った。

　違ちがう。銀色の大きな翼つばさを広げ、赤く燃える炎の中にゆらめいているその影かげに、静矢は覚えがある。

　蜘蛛くもの巣よりも細くしなやかな長い銀の髪かみ、水底に沈しずんだガラスのように透すきとおる青い瞳ひとみに、昔も見つめられた事がある。

「幽ゆう霊れい……！」

　静矢は息をのんだ。それは肝きも試だめしの夜に見た、あの少女だった。あの時と同じ、銀色の機甲鎧に身を包み、炎の風に衣ころものすそをはためかせて、スッとたたずんでいる。彼女は静矢の顔をじっと覗のぞき込んだ。幼い頃ころに見たのと全然変わらない、冷ややかなほどに整いすぎた顔立ちだ。

（幻じゃ……なかった！）

　静矢は恐ろしくて体がこわばり、動けない。少女は、謎なぞめく微笑ほほえみで静矢を見つめ、そっと自らの唇くちびるを指でなぞる。ホタルのような光の粉が、こぼれ散った。

「おまえだな」

　確信をこめて、少女は静矢の目をじっと見つめる。彼女につけられた「マーク」のことを、静矢は思いだした。なぜか……こんな状じよう況きようなのに、顔が熱くなった。

「さすがだな、まだ生きていたのか。ゲームができそうだな」

「こ、これはテロなのか？」

　静矢は震ふるえながら、叫んだ。瓦が礫れきの上で、彼女は小首をかしげる。

「テロとは……何だ？」

「幽霊じゃなくて、テロリストだったのかよっ？」

「どちらの名も違う。私の名はビ＝ルシャナだ」

　少女は篭手ガントレツトをはめた手を、下から上へビュッと振ふりあげた。その姿は舞まいのようにも見える。しかし、美しい舞から繰り出されるのは、恐るべき攻撃。

　三日月の刃やいばのようなかまいたちが、空気のゆがみとなって見える。かまいたちは静矢の足元から数十メートル先まで、まるでケーキにナイフを入れるように、瓦礫をざっくりと引き裂さいた。

　ごくり、と静矢は息をのむ。もちろん、成長した今では、幽霊などいるはずがないとは思う。だが、そうでないなら、どうして彼女がまったく歳を取っていないのかわからない。

「おまえは何者なんだ」

　上ずった声でたずねた。少女……ルシャナは、蛇へびのような目で静矢を、なめ回すようにじっと見つめる。

「戦闘可能年齢に達したようだな」

「質問に答えろよ！」

「時は満ちた。これから、全力でおまえを攻撃する。容赦無く殺す！」

　彼女は唇を薄うすく開き、フゥォォォォ……ン！　と、共鳴するような不思議な声を響ひびかせた。レンズのように空気がゆがんだのが見えた。

（今度はかまいたちじゃないっ？）

　静矢はとっさに伏ふせる。次の瞬しゆん間かん、彼女を中心に瓦礫が砕くだけ散ちった。衝しよう撃げき波だ。衝撃波は彼の頭の上を飛び過ぎ、背後のビルを木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いた。ガスに引火して、ドオッと爆ばく発はつが起こり、金属の扉とびらが紙のように天高く舞まいあがる。

　爆風が、ルシャナの長い髪をあおった。ルシャナは白い顔を炎ほのおで赤く染めながら、艶あでやかな笑みを浮うかべている。

「ぼやぼやするな。本当に死ぬぞ？」

　静矢はゴクッと息をのんだ。まともに食らっていたら、体が砕け散り跡あと形かたも無くなっていただろう。静矢は慌あわてふためいて立ち上がり、ルシャナから逃にげようとする。

「フゥォォォォン！」

　再び、ルシャナが叫んだ。衝撃波が静矢のすぐ横を通りすぎていったのがわかった。一瞬後に、横から押おしつけてくる強い風圧を感じて、倒たおれそうになる。衝撃波はどこまでも飛んで、ガソリンスタンドを吹ふっ飛とばした。

　ゴオッ、と赤黒い炎が上がった。地下のガソリンタンクに引火して、辺り一帯が火の海になる。人々の悲鳴が聞こえた。そしてルシャナの邪じや悪あくな笑い声が。

「『再選択』されよ！　時は来たのだ！」

　ルシャナは炎の中から飛び立ち、静矢を追ってくる。街路樹が砕け散り、ブロック塀べいが崩くずれ、自動車が燃え上がる。逃げ場はどこにも無い。まるで、悪夢の中にいるようだった。




　そのとき、パン、と風船が割れたような、乾かわいた音がした。

　ルシャナは口をつぐんで、振り返る。水平二連の猟りよう銃じゆうを持った男が、震えながらルシャナに狙ねらいを定めていた。

「この悪あく魔ま！　おまえら、いったい何者だ！」

　ルシャナに向かい、男は猟銃を撃うつ。横に並んだ二本の銃身の、手前側がライフル、もう一方がショットガンになっているものだ。ルシャナは男の顔を見ると、にやり、と目を細めて笑みを作った。

「『男』、私に立ち向かうつもりか？　私と戦うのか？」

「俺の家を返せ！　家族を返せぇ！」

「いい声だ。怒いかりはアドレナリンを分ぶん泌ぴつさせ、人体の持つ潜せん在ざい能力を高める」

「死ね、悪魔！」
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　男はショットガンの引き金を引く。シカ撃ち用の、パチンコ玉ほどの大きさの霰あられ弾だまが六粒つぶ飛び出して、ルシャナを襲おそう。

　ルシャナは、長いスカートを闘とう牛ぎゆう士しのマントのように翻ひるがえした。ショットガンから放たれた散さん弾だんがスカートに当たると、布の上をすべってＵターンし、男のほうに戻もどっていく。

「ぎゃっ！」

　男はハチの巣になり、その場に倒れた。ルシャナは男の死体の上に片足を置くと、スカートを手ではらう。薄布はわずかも破れず、絹のような光こう沢たくを保っている。ただの布ではなく、鋼鉄よりも硬かたい超ちよう高張力繊せん維いで織られているのだ。

「しかし、怒りだけでは討てぬ……怒りだけで生き延びる事はできぬようだな」

　ルシャナは振りかえる。既すでに静矢は炎と瓦礫の中に逃げて、姿が見えなくなっていた。

「……あの『男の子』は逃げたか。相変わらず、抜け目が無い」

　銀色の長い髪かみを指にからめ、ルシャナはそっと口づけて、楽しげに笑う。燃える町がゴオゴオと激しい音を立てていた。

「不死鳥フエニツクス……煉れん獄ごくの炎に焼かれて甦よみがえる永遠の鳥。炎の後に残る物こそ、永遠なるもの……」

「ルシャナ！」

　ルシャナの元に、もう一人、少女が降り立った。長い黒髪はつややかで、前髪をおかっぱに切りそろえ、赤と黒を基調にした機甲衣を身にまとっている。吊つり上がった紅の目で、機甲少女はルシャナをにらみつけ、厳しく糾きゆう弾だんする。

「こんなところで何をしている、攻こう撃げき中の地上に降りるなど！　仲間の誤ご爆ばくに遭あいでもしたら、作戦の遂すい行こうに支障が出るぞ」

「おまえには関わりのない事だ、アッ＝シュラ。」

「フン、どうもおまえの行動は怪しい」

「私のどこが怪しいと言うのだ、シュラ」

　厳しい表情をしているルシャナに、シュラは心を見透かすような視線を向けて来る。

「おまえは四次元ジャイロの微調整試験の時、姿を目撃されたにも関わらす、目撃者を消さなかったのではないか？」

「空気レンズで姿を隠していたのだ。目撃はされていない」

「どうだかな」

「シュラ。『同期』ではあっても、階級では私が上だという事を忘れたか？」

　ルシャナはシュラに背を向け、低い声でつぶやく。その声に含ふくまれた凄すごみにシュラは一いつ瞬しゆん気け圧おされ、ゴクリと息をのむ。だが、圧おされた自分に腹が立って、わずかにドキドキしながら、食い下がってきた。

「なぜこの私が、おまえより格下扱あつかいなのだ？」

「その服従心の欠落こそ、おまえが永遠に私の部下でしかいられない理由だ」

「服従心が欠落しているのはどちらだ？　四次元ジャイロの誤差により、おまえは誰かに目撃され得る場所に出現した可能性がある。もし仮に目撃されていて、その目撃者を始末しなかったとすれば、『女性委員会』の命令に反する事ではないか？」

「私は任務を忠実に遂すい行こうしている」

「やましい所が無い割には顔が険けわしいぞ、ルシャナ」

　シュラの声が、調子に乗ってどんどん高くなる。ルシャナの伏ふせられた目が、そっとシュラに向けられた。

「もうひとつ、『女性委員会』がおまえを私よりも格下としている理由がある」

「な、何だと？」

「教えてやろうか」

　シュラがひとまばたきした瞬間、ルシャナが篭手ガントレツトに包まれた拳こぶしをシュラの顔の前に突つきだす。拳はシュラの顔の直前で止められたが、一瞬後、超高速の拳が生みだした衝しよう撃げき波がシュラを襲った。ブオゥッ、と空気の壁かべが真っ向から叩たたきつける。

「ぐあ！」

　シュラはこらえようと足をふんばったが、ズルルッと押され、ついに耐たえ切れずに吹ふっ飛とんでしまう。数十メートルも飛ばされ、燃えるビルの壁にぶつかると、コンクリートの壁が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。

「ぐぐっ……」

　シュラは立ち上がろうとするが、体がしびれて動けない。全身を強く打っていて、血を吐はいた。

（き、機甲衣の上からこれだけのダメージを与あたえるとは……それも手を触ふれることなく！　もしあの拳が当たっていたら、私の頭は砕け散っていた……！）

　ルシャナの圧あつ倒とう的てきな強さを前に、シュラはがくがくと震ふるえ、ひざを折る。彼女の心を完かん膚ぷなきまでに叩き伏せたルシャナは、冷淡に笑むと、篭手ガントレツトに花びらのような唇くちびるを寄せた。

「わかったか、シュラ。純じゆん粋すいに『実力の差』というわけだ」

「ううう……！」

　震えすぎて、シュラの声は言葉にならない。ルシャナが彼女の頭をガシッとつかんで顔をのぞきこむと、シュラはビクッと飛びあがる。ルシャナは、無表情のままゆっくりと目を細める。

「案ずるな、シュラ。まだ殺さぬ」

　シュラは、ガチガチ震えて歯の根も合わない。ルシャナはシュラの頭をつかむ手をそっとすべらせ、彼女の髪かみをすくようにして指を抜ぬいた。

「『ゲート』を封ふう印いんすれば全ての補給は断たれる、『こちら側』に来た兵士を無駄に減らすことはできぬ。だがこちらが背はい水すいの陣じんである以上、任務の失敗を導くようなわずかな禍か根こんも見み逃のがすわけには行かぬ。おまえを生かす利よりリスクの方が高くなった場合は、大義のために迷わず処分する。心せよ」

　ルシャナの手が、シュラから離はなれる。シュラは震えながら、だが震えた事が悔くやしくもあり、背を向けたルシャナの後姿に向かって心の中で悪態をつく。

（ちょっと強いと思って、偉えらそうに……！　バカ、ブス、ついでに性格もブス！）

　他の機甲少女らがルシャナのもとに舞まい降り、翼つばさをたたんでうやうやしくひざまずいた。

「ルシャナ様、『ゲート』は完全に封印されました。首都・東京への移動命令を」

「わかった。行くぞ、シュラ」

　ルシャナは、静矢が去った方角をもう一度だけ見てから、翼を広げて飛びあがった。

（いずれ『再選択』で消えゆく命、と思い、軽い気持ちで遊んだが……消さねばならなそうだな。あの少年は生き延び、シュラは私を疑っている……）

　燃え上がる地上で逃にげ惑まどう人々は、そして静矢は、飛び行く彼女らの姿を見た。赤黒く燃え上がり夜空を焦こがす炎ほのおの柱の中に、翼持つ十二人の少女が舞い上がり、集結しながら高空へと昇のぼる。

　人々はその美しさと恐おそろしさに、息をのんだ。ルーベンスが描えがいた聖母被ひ昇しよう天てんの絵を思わせる。同時に、魔ま女じよが舞い集うワルプルギスの夜のごとくにも見える。炎に照らされ闇やみに溶とけながら、彼女らは消えていった。

　日が落ちても、燃え上がる町の炎を反射した雲が地上を照らして、いつまでも夕方のように明るかった。

　彼女らが見えなくなってから、静矢は先ほど倒れた猟銃の男のもとに戻もどってきた。そして、男の手から銃じゆうを、上着のポケットからは弾だん薬やくを取った。

　初めて手にした実銃は、ずっしりと重かった。発はつ砲ぽうしたせいか、引き金の周りには硝しよう煙えんの匂においがしみつき、血の通った生き物のように生温かかった。

　その夜、静矢は全てを失い、代わりに一丁の銃を手に入れた。決して変わる事は無いと思われていた全てが、変わろうとしていた。




　夕暮れに染まる高松市が炎に包まれていたころ……東京では、まだ何も起こっていなかった。すでに日が沈しずんで空は暗く、街の灯りは宝石箱をぶちまけたように、明るく気まぐれな輝かがやきを放っていた。

　劇場で演じられているのは、ワーグナーのオペラ「ニーベルングの指ゆび環わ」第二部「ワルキューレ」……白い衣ころもをまとった戦いくさ乙女おとめ達が、甲かん高だかい声で歌う。ワーグナーの音楽は発表当時、若者や女性の物だとされて低い評価を受けていた。その音楽があまりにも、不安定でヒステリックだったからである。

　とりわけ有名な戦乙女達のコーラスは、夜の林の中を吹ふく嵐あらしの風のようで、聞いている者の心をざわつかせる。

「大門君。スイスから取り寄せたチョコレートトリュフはいかがかね？」

　日本国首相、司つかさ憲のり行ゆきはタキシードに身を包み、ボックス席でシャンパンを飲みながら、そう尋ねた。秘書が、金色の箱に入った高級チョコレートを差し出す。

　彼の横には、堂々とした体格の男……大だい門もん軍造が、やはりタキシードを着て座っていた。彼の後ろには、ワンレングスの髪に眼鏡めがね、ブランド物のスーツに身を包んだ知的な女性秘書が控ひかえていた。

「いえ、結構」

「そう言えば君は意外に安っぽい菓子が好きだったな……確かカップケーキとか？」

「アメリカでは軟弱な食べ物の代名詞ですな。成金ゆえ、申し訳ありません」

「いや。他意は無いのだよ」

　そう言いながらも、司首相の目はどことなく大門をバカにしているようにも見える。

「ワルキューレは白鳥に化身する。北欧に伝わる白鳥乙女の伝説は、バレエで有名な『白鳥の湖』の原型でもある。日本で言えば、天女というところだな。ドイツ語で死者ワルを運ぶ者キユーレ、という縁えん起ぎでもない名前だが……元々はフィルギヤという、戦士を守る祖先の女じよ霊れいだったそうだね」

　と、司首相は、大門に語った。政界のサラブレッドと呼ばれた首相は、生まれも育ちも良く、深い教養を誇っている。成金の大門は付いて行けない様子で、苦笑いして話を流していた。

「私もずいぶん、女性には助けられてきた。女性有権者達にね」

「『元始女性は太陽であった』……ですな」

「平ひら塚つからいてうの言葉だな。君は恐きよう妻さい家かなのかね？」

「私は独身ですよ。首相のようにモテれば良いのですがね」

　大門は、愛想笑いを浮うかべた。お世辞を言われて、首相も笑いを返す。

「だが実際、政治と歴史は男が作っている。これは間違いの無い事実だよ」

「女は、子を生み育てるだけで精せい一いつ杯ぱいで、社会参加は不可能ですからな」

「それが最近、女性の権利だとかで社会参加を望み、独身を通したり、結けつ婚こんしても子供を持たない女性が増えている。偉そうな事は、子供を生む道具としての最低限の役割を果たしてから言うものだ。君の秘書嬢じようはどうか？　結婚する予定はあるのかね？」

　話を振ふられた大門の秘書は、わずかな動どう揺ようも見せず、冷静に答える。

「首相のご想像にお任せいたします」

「いいかね、君。ワルキューレのように、男を立て、男社会を支えるのが女という生き物の役目だ。女が増長しているから男が仕事をする気力を無くし、税収が上がらないという結果を生んでいるのだよ。もっとも腰こし掛かけ気分で仕事をされて寿ことぶき退社というのも、男社会にとっては迷めい惑わく極まりないのだがね」

（女だけでなく、育ちの悪い成金が権力の中枢にウロウロしているのも、さぞ迷惑であろうな……）

　シャンパンのせいか、意気が揚あがりすぎている様子の首相に、大門は苦笑した。

「ならば、現在出生率が下がり国力が落ちているのは、男社会に対する女の復ふく讐しゆうかも知れませんな」

「憂ゆう慮りよすべき事態だ。君の……そら、何とかいうゲームでシミュレーションできないか」

「『ビゲーム』ですか？」

「あのシミュレーションというやつはいいな。実際に改革を行ってみて失敗すると、大だい打だ撃げきを被こうむる。二十一世紀初頭に実じつ施しされた『ゆとり教育』がいい例だ」

「『ビゲーム』では何億人もの頭脳がシミュレーションを行います。それらのデータをコンピューターで統合させ、究極の最適プロジェクトを作り上げます」

「そして全く新しい発想の電化製品だとか、最適な空気抵てい抗こうの自動車だとか、商品開発に繋つなげてはメガヒットを飛ばす……そのシミュレーションで、出生率を上げる方法も考えてくれたまえ。こちらは社会福ふく祉しや法整備を充じゆう実じつさせてやろうというのに、あちこちから文句が出て、全くまとまらないのだ」

「その折には、社会事業に関しては我が社の方に便べん宜ぎをはかってくださるのでしょうな？　我が社はＩＴから建設まで様々な企き業ぎようを取り込んだ、公共事業の百貨店ですから」

「相変わらず遠えん慮りよが無いな、大門君」

　首相は、大門の押おし出しの強さに気分を害して眉まゆをひそめる。

「他の派は閥ばつの利権との兼かね合あいもあるので、あまり寡か占せん化になるのは良くないのだがね。特に、親族の企業に君の敵対的買収を食らった議員の反発もある。新興企業がどこまで食い込んで良いものか、その辺りの引き際は解ってくれたまえ」

「私のようなＩＴ成金は、何千億円の資産があろうとも、しょせん旧財ざい閥ばつとは身分が違ちがう……という事ですか」

「『ビゲートピア』の用地買収にも、十分便宜をはかったつもりだぞ。どれだけ儲もうければ気が済むのかね」

　司首相は笑った。大門も笑ったが、目は笑っていなかった。




　突然、ビリビリ……と、劇場の天てん井じようが揺ゆれた。何事か、と大門が顔を上げた次の瞬しゆん間かん、屋根が割れて崩ほう落らくし、天井から吊つり下げられていた巨きよ大だいなシャンデリアも客席に落下する。

「キャアアアーッ！」

　客席から、鋭するどい悲鳴が上がった。灯りは全て消え、劇場の一階部分は完全に壊かい滅めつし、二階席の観客達と舞ぶ台たいの上の歌手達が、慌あわてて逃にげ惑まどう。司首相のもとでは、素早くセキュリティ・ポリス（ＳＰ）達が懐かい中ちゆう電灯をつけた。司首相は青ざめ、オロオロしている。

「テ、テロか……それとも耐たい震しん偽ぎ装そう工事か？」

「首相、こちらへ早く！」

　司首相はＳＰ達に囲まれ、慌てふためきながらボックス席から逃げ出す。大門の秘書も、降り注ぐ瓦が礫れきを手で防ぎながら叫さけんだ。

「社長もお逃げください！　早く！」

　だが、大門は微動だにせず、その場に立ち尽つくしていた。

　崩落した屋根から、満月の光が入っていた。それは人いきれに煙けぶった劇場の中、光の筋となって差さし込んで来る。バロック調の劇場の広い空間は月の光で青く染まり、まるで海の底のようだった。預言者が天てん啓けいを得るかのような、荘そう厳ごんな風景が彼の目の前に広がっている。

　青い光の中、月が白く輝かがやいている。その月の手前に、翼つばさを持つ機甲少女ルシャナが浮うかんでいた。天使か……と、大門は思った。

　果たして彼女は大門にとって破は壊かいの天使……そして、預言の天使となった。劇場の中の、まだ生き残っている人々に対して、ルシャナはかまいたちを投げつけてきたのだ。

「ぎゃっ！」

　建物もろとも人々は切きり裂さかれ、血を吹ふきあげた。

「大門社長、こちらです！」

　劇場を警備していたビゲート警備保障の警備係長、大おお柄がらな宍しし戸どがやって来て、鋭い声で叫んだ。大門は、まだ半分夢を見ているような心地で、劇場から逃げ出した。




　劇場の外は、見た事もない世界と化していた。

　東京は燃え上がっていた。東京タワーは真っ二つに折れ、空には機甲武装した十一人の少女達が翼を広げて飛び回り、プラズマの雨を降らせていた。通りに面したビルは軒のき並なみ崩くずれ、瓦礫の下した敷じきになった人々が呻うめいている。逃げ出そうとする人々の車で道路は渋じゆう滞たいし、そこを攻こう撃げきされて車の燃料が燃え上がり、道路は火の川となった。あちこちで、ボカンボカンと車が爆ばく発はつする。

　燃え上がる炎ほのおに、大門の心は高こう揚ようした。炎の空を飛び回る少女らの姿は、まさに先ほどのオペラの舞台から抜け出した、ワルキューレのようだった。

「これは彼女らの仕業なのか？　彼女らは、全員少女なのか……なぜ男が一人もいないのだ？」

　渋滞しているので、車で逃げようとしても逃げられない。救急車や消防車のサイレンの音が聞こえるが、道路が死んでいるため、どうにもならない。

「社長、すぐにヘリコプターを回します！」

　宍戸は無線で命令しながら、大門に言う。警備員達は大門の周囲にスクラムを組みながら、近くの広場へ移動し始めた。

「ギャーッ！」

　恐きよう怖ふに引きつった人々の悲鳴に目を向ければ、燃え上がる道路から逃のがれようとした車が歩道に乗り上げて、逃げ惑う歩行者を次々に跳はね飛とばして行くのだった。大門の目に、炎と血の真紅が焼きつく。

　聖書に書かれたバベルの塔とうは、神の怒いかりに触ふれて崩れ去る。地上を睥へい睨げいしてきた格差社会の象しよう徴ちようであるタワーマンションもまた、炎に包まれて崩れ去った。

　瓦礫は完全に炎に包まれた。破壊され尽くした世界は恐おそろしかった。炎と油ゆ煙えんと、砕くだけた石せつ膏こうとすえた血の臭においがした。だが大門は、その炎の中に、焼かれて初めて生まれ変わる不死鳥の姿を見ていた。

　燃え上がる空を飛ぶ天使達は、終わりの始まりを告げる。大地に火を降らせ、都市を打ち砕く。ガソリンスタンドが炎えん上じようして、空に高く火柱が立つ。全てが燃え上がるその光景は、世界の終わりにも見えたが、同時に、火山が火を噴ふく地球創世記の姿にも見えた。

「空を翔けるものは何だ？　ヨハネの黙もく示し録ろくの……破は滅めつの天使か？」

　いつの間にか、大門は笑っていた。両手を広げ、腹の底から高らかに笑っていた。

「そうだ、壊こわせ！　全て壊すがいい！　古き物、古き慣習ならわし、成長しつくし閉へい塞そくした極きょく相そう林りんのごときこの世界の全てを破壊し、焼き尽くすのだ！　古きの上に新しきを接つぎ木したかのごとき、不自由で不細工な世界など不要！　野火の後にこそ新たな生態系が生まれ出ずるのだ！」

　彼の背後に立っていた秘書も、眼鏡めがねの位置をそっと正しながら、わずかに微笑ほほえんでいる。

　宍戸は、そんな大門を怪け訝げんそうに見ていた。彼が狂くるったのではないかと思ったのだ。




　そして、三年が過ぎた。

　西せい暦れき二〇一五年……。







三章　西暦二〇一五年～創世記







　二〇一五年……。

　都市部は、執しつ拗ように繰り返し続けられる敵性少女の攻撃によって、三年にわたって破は壊かいされつくし、累るい々るいたる瓦礫野となっていた。地図が失われて久しく、また多くの人が戦火を逃れたり流通の停止により生活不能となって他所よそへ移住する中、旧日本の地理を示すものは今やほとんど残されていない。だが一応、この辺りはかつて東京都心だったと伝えられている。

　当初、人々は近所の公園などの避ひ難なん場所に集まり、コンビニやスーパーの在庫を切り崩し、炊たき出しをして助け合いながら、救きゆう援えんが来るのを待っていた。

　しかしどんなに待っても、警察も自衛隊も来なかった。外国からの支し援えんも、どんなに待っても、来る事はなかった。

　やがて避難場所では物資が尽つき、奪うばい合いや盗ぬすみが横行し、いさかいが絶え間なく起こった。人が集中している場所は、敵性少女の攻撃目標ともなりやすかったため、やがて人々は散りぢりに立ち去った。こうして、文明社会の基本でもあった共同体コミユニテイは崩ほう壊かいし、法と統率を失った人々は無法の荒こう野やへと放たれたのだ。

　そこでは、敵は敵性少女だけではなかった。強盗や殺人鬼、集団化した野盗などが、跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていた。

　そこで生いき抜ぬくには他人よりも強い力……武器が、必要となった。




　若い母親が、車を駆かって荒野を走っていた。軽自動車だが、ガラスは全て割れ、取っ払ぱらわれている。小学生ぐらいの娘むすめを二人、後部座席に乗せていた。

　母親は長い髪かみを三つ編みにまとめ、タンクトップの下にズボンと革ブーツをはき、左の腰こしに山刀マチエツトを差している。左利きのようだ。

「ガウッ！　ガウガウッ！」

　恐ろしい声を上げて、百頭を軽く越こえる犬の群れが車を追っていた。

　犬の最高速度は時速六十キロ以上、百メートルを五～六秒で走ってしまう。しかも彼らの筋肉は疲つかれを知らず、いつまでも走り続ける事ができる。一いつ旦たん狙ねらわれたら、逃にげ延のびる事はほぼ不可能な、最強の狩人かりゆうど達だった。

「ママ！　ママ、怖こわい！」

　娘達は泣なき叫さけんでいた。母親は、必死で車のアクセルを踏ふむ。だが軽自動車の上、整備も行き届かずボロボロのため、エンジンが悲鳴を上げて、なかなかスピードが出ない。

　この時代、野良犬は人間世界を脅おびやかす大きな存在だった。機甲少女らによる攻こう撃げきの前、全国で飼育されていた犬いぬ猫ねこは二千五百万頭を超こえていた。その数、日本人口の五分の一以上……十五歳以下の子供の数よりも多かったのだ。それほど大量の犬が餌えさと保護者を失い、生きるために本来の本能にそって群れを作り、狩かりを始め、繁はん殖しよくしたとき、その勢力は、並の国家よりもすさまじい物があった……史上最大の上陸作戦とうたわれる、第二次世界大戦のノルマンディー上陸作戦ですら、侵しん攻こう軍の兵員は三百万人でしかない。

　しかも、彼らは多数を誇ほこるだけでなく、人間をしのぐ体力と繁殖力と牙きばがあり、さらに人間よりも体の大きい大型犬にいたっては、狼おおかみよりも恐おそろしい存在となった。威い力りよくの弱い銃じゆうでは歯も立たない怪かい物ぶつだ。

「ガアッ！」

　ひときわ足の速い一匹……痩せて引き締まったウィペットが、細い体をエビのようにくねらせて走りながら速度を上げ、車の上に飛び移ってきた。鋭するどい牙が生えた口を大きく広げながら、熱いよだれを振ふりまく。後部座席にいた二人の娘が、悲鳴を上げた。

「きゃああああ！」

　だが、ウィペットは彼女らには目もくれない。彼が獲え物ものを足止めした所で仲間の犬達が襲おそい掛かかる作戦らしく、ハンドルを握にぎる母親目がけて飛びかかる。

「ママぁ！」

　少女らの悲鳴。その時、助手席に置いてあったズダ袋ぶくろの上から、小さな犬が飛びだす。

「ガルルッ！」

　吠ほえたのは、チワワのチャックだ。年齢は九歳になり、人間でいえば五十歳を超える老境に入っている。だがチワワという愛らしいイメージとは程遠く、細い体は筋肉質で、目つきは鋭く、闘とう争そう心に満ちている。まるで小さな狼のようだ。片目には眼帯をし、小型犬らしからぬ迫はく力りよくは老練な戦士の印象がある。

　チャックは鋭い爪つめで、ウィペットの鼻面を引き裂さいた。

「ギャウン！」

　ウィペットは悲鳴を上げて、車から落ちる。しかし野犬達は、なおも追ってくる。

　ズダ袋……と見えた少年が、動いた。十六歳になった、呉くれ羽は静せい矢やだった。

「奴やつらも必死だな、チャック。下がってろ」

　彼はボロボロにすり切れた服の上に、寝しん具ぐと雨具を兼かねたマントを深く羽織り、廃はい墟きよの強い照り返しを避さけるため長いマフラーを首と顔に巻きつけて、目だけを出していた。手には、三年前に手に入れた水平二連の猟りよう銃じゆうを持っている。二連の銃身の片方はライフル、片方は散さん弾だん銃じゆう。使つかい込まれた猟銃は黒光りしていて、静矢の手のひらにも硝しよう煙えんが黒く染みついていた。
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　静矢は、マフラーを顔から外して猟銃を構えた。足の速い犬が更さらに三匹、怒いかりと興奮に泡あわを吹ふきながら追いかけてくるのに向かい、ドンッと散弾銃を撃うつ。走っていた犬は、勢いづいてごろごろっと転がった。

「ガウッ！　ガルルルッ！」

　なおも追いかけてくる犬達は非難するように吠え立てるが、彼らは車に追いつけない。やがて完全に振り切った。ハンドルを握る母親は、流れる冷ひや汗あせをぬぐう。

「ふーっ……用心棒を雇やとっておいて、正解だったわ」

　母親は、何度もため息をつく。精神的に、かなりダメージを食らったようだ。娘達は、チャックを抱だきあげてなでた。

「ありがとう。チャック、強いね」

「ああ。……チャックは強い」

　静矢はそう言って、少女らになでられくすぐったそうにしているチャックに、優しい目を向けた。

　三年前の炎ほのおの日の後……人々は焼やけ跡あとの中で、呆ぼう然ぜんとしていた。

　ただの災害なら、すぐに救きゆう援えんが来ただろう。それを信じて、人々は助け合った。しかし日本全国が攻撃を受けたため、待てども待てども救援など来るはずもない。これほどの大だい破は壊かいを前にしては、必死に足あ掻がいたところで、結局力は及ばなかったのである。

　突とつ如じよ全てを失った絶望に、静矢もまた打ちひしがれていた。だが、チャックがいたのだ。武たけ弘ひろに蹴けられて片目を傷つけていたが、焼け野原の中、心ここ奈なを探してうろついていた。焼けた瓦が礫れきを小さな前足で掘ほり返し、彼の主人を探していた。チャックの、その強さに静矢は胸をうたれた。どんな絶望の底にも、探せば必ず希望はある……と知ったのだ。

　いっしょに心奈を探そう、と静矢はチャックに約束した。彼女はきっと死んでしまったに違ちがいない、と心のどこかではわかっている。それは多分、チャックも同じに違いない。けれど、諦あきらめたらもうそこから動けない……と、思った。

　それ以来、静矢はチャックと行動を共にしている。

「ウェポンシティに行けば、武器が手に入る。野犬を恐れなくても、良くなるさ」

　と、静矢は少女らに言った。母親は額を押おさえ、ため息をつく。

「そうあって欲しいわ。あいつら、人間なんかよりもずっと社会的だもの。あの、敵性少女の攻こう撃げきの日の後……」

　敵性少女。正体不明・国こく籍せき不明・目的不明のルシャナ達機甲少女の事を、人々はそう呼ぶようになっていた。

「人間はちょっと救援物資が届かないぐらいですぐにいさかいを起こして、社会のルールも基き盤ばんも何もかも、あっさりと崩ほう壊かいしてしまったのに……犬は完かん璧ぺきに統率された巨きよ大だいな群れを作ってしまうんだから、嫌いやになるわ。日本人は、このまま滅ほろぶのかしら」

「敵性少女は、他の国は攻撃してないんだろ？　日本を滅ぼしてどうする気だろう」

「死んだ夫は、あの機甲衣は地球の科学力じゃ作れないから、宇宙人じゃないかと言ってたけどね。美しいこの地球を植民地にするためじゃないかって」

「美しい地球なら、なんで破は壊かいするんだ？」

「それ以前に私が宇宙人なら、植民地は生命のいない惑星を選ぶけどね。未知のウイルスが溢あふれ返ってる地球より安全だもの」

「確かに、そうだよな」

　静矢はため息をつく。

（全然年齢としをとってないって事は……少なくとも、俺達たちと同じ人間ではないのか？）

　まぶたの裏に今も残る、月の夜の、幼い日の思い出を手た繰ぐると、あの美しい少女は、人間にしか見えなかったのだが……。

「ウェポンシティ、まだぁ？」

　娘むすめ達が尋たずねる。静矢は揺ゆれる座席の上で立ち上がり、手を目の上にかかげて、キョロキョロと周りを見回した。

　灰色の瓦礫の荒こう野やの、遥はるか彼方かなたに、小山のようなものがある。小山を覆おおうように足場が組まれていて、小型トラックが行き来していた。

「タワーマンションが側にあるはずなんだが……もしかして、あれの事かな」

「全然タワーじゃなぁい！」

　娘達が唇くちびるを尖とがらす。

「特別太い鉄骨が使われてるから、あちこちの町が切り出していくんだろうな。ああいう文明世界の遺構が、今じゃ日本に残された唯ゆい一いつの資源なんだ」

「ああ、見えたわ！　あれがそうじゃない？」

　母親が、タワーマンションから少し離はなれた場所を指さす。

　そこには塀へいで囲まれた、一ひと塊かたまりのビル群があった。四～五階建ての小さな建物が、ごみごみとひしめき合っている。静矢はライフルにつけたスコープを覗のぞいた。拡大されて、町の門に掲かかげられた大きな銃じゆうの看板がはっきりと見える。

「そうだ。やっと着いたな」

　ウェポンシティの門をくぐり、母親は車を止める。恐おそらく夜になったらこの門を閉めて、敵性少女などの襲しゆう撃げきから町を守るのだろう。ウェポンシティの外がい壁へきには、野盗が打ち込んだのであろう弾だん痕こんの他、壁かべを登ろうとして犬の引っかいた跡あとが生々しく残っていた。

　ウェポンシティは人口五百人ほどの町で、コンクリートの建物を再利用して住み着いている。建物は二階三階ほどの高さで崩くずれていたが、そこにトタン板で屋根を作っている。

　大通り沿いにはずらっと、なかば露ろ店てんのような商店が並んで、商店街を作っていた。刃は物ものや銃のほか、銃弾や榴弾なども売られている。まさに武器の町ウエポンシテイの名にふさわしい。

　静矢は感心して、町を見回した。

「ここがウェポンシティか、噂うわさ以上だな。よく、これだけ武器を集めたもんだ」

「元々は警察署があった場所らしいわ。押おう収しゆうされた武器類が保管されていたところを発はつ掘くつして、売りさばいているそうよ。ここまで来れば、武装野盗も野犬軍団も怖こわくないわ」

　静矢が車から降りる。二人の娘も、跳はねるように飛び降りた。

「護衛ありがとう。支し払はらいは缶かん詰づめでいい？」

「徒歩だと重いから、ビスケットのほうがいい」

　敵性少女の攻撃で、多くの人間が死に、人的資源が減っている状態では、国の復興は難しい。

　特に多くの日本人が第三次産業に特化し、農作物にせよ工業製品にせよ、物を作り出せない社会になって久しい現在、人々は既すでにある工場在庫などを資源として食いつぶし、奪うばい合う事しかできないのだ。更さらに外国からの物資の供給も長い間途と絶だえていた。輸入しようとする人間がいても、敵性少女らの攻撃に遭あって船が沈しずめられるのだ。猛もう烈れつな物資不足のためインフレが起こり、金かねは意味を無くしていた。

「じゃあ、おまけに……チャックに、軟らかい水みず煮に缶を入れておくわ。元気そうだけど、もう年齢としなんでしょう？」

　彼女は車に積んでいたリュックサックからビスケットを五袋取り出し、缶詰を五つつけて、静矢に渡わたした。左利きなので、左手で渡す。

　静矢は車に乗せていた背負しよい子こ式のリュックサックにそれらを入れて、担ぎ上げた。

「ありがとう。水と銃弾たまは、この町で買って行くか……」

「キャン！」

　チャックが、静矢の足元にぴったりとくっつく。

「「ママ、ユカにも鉄てつ砲ぽう買ってぇ」

「ルカにもぉ」

　娘達が、母親の膝ひざにまとわりついてねだる。母親は、静矢を名残なごり惜おしそうに見つめた。

「本当にありがとう。何度も助けて貰もらったわね……」

「用心棒として雇やとわれてるんだから、当然の事さ」

「娘達にまで銃の撃うち方を教えてくれて、感謝してるわ。これで、何とか新潟の実家まで行けそうよ」

「無事ならいいな。新潟なら、米には不自由しないだろうし」

「助けを待っていても、どうしようもないからね。自分一人ならたいていの事は我が慢まんできるけど、子供を守らなくてはいけないもの」

　母親は、自分の周りをクルクルと惑わく星せいのように走り回っている娘達に、不安と慈じ愛あいの視線を注ぐ。静矢はその時、自分の母親の事を少し考えた……顔は、うっすらとしか思い出せなかったが。

「母さんって、大変なんだな」

　わざと、他人事のようにそう言った。その言葉に、母親は我が意を射たり、と憤ふん慨がいする。

「ええ本当、大変だったらありゃしないわ。よその国の災害の時、日本はすぐに義ぎ援えん金きんを出していたのに、いったい外国は何しているの？　こういう状じよう況きようの時、今までならすぐにアメリカが上陸してきて、代わりに戦ってくれたじゃないの？　なのに、自分の身は自分で守らなくちゃいけないなんて……」

「身を寄せられる田舎いなかがあるだけいいよ。俺には帰る場所がない」

　護衛の仕事をしながら流れ流れて、ついに東京までやってきた。彼が移動して来た東海道沿いの旧都市部は人口の割に物資が少なく、野盗などが多いので、仕事には困らなかった。だが、時々ふと、母親や故郷の事を思い出す。生まれ育った町が、懐なつかしくなる。

（そう言えば……東京には『ビゲートピア』があったんだったな。心奈の奴あんなに行きたがってたのに……金さえあれば、連れて来てやれたのになぁ）

　けれども全てはすでに破は壊かいし尽つくされ、もう戻もどらない。恐らくビゲートシティも、既に存在していないだろう。それを思うと、静矢は辛つらかった。

「銃じゆうを買ったら、一いつ泊ぱくぐらい泊とまって行こうかしら。たまには子供を守る心配もせず、ぐっすり熟じゆく睡すいしたいわね」

「俺も、しばらくここで、新しい依い頼らい人にんを探すか……」

　すると、二人の娘むすめが、静矢の手を引っ張った。

「お兄ちゃん、ユカの鉄砲選んでぇ」

「ルカのも、ルカのも！」

「ああ、それはいい考えね。予定が無いなら、お願いできるかしら？」

　母親が両手を合わせて、頼たのみこむ。静矢はうなずいた。

「そうだな。いいのを選んでやるよ」

「わぁい、やった！」

　二人の娘はすっかり静矢に懐なついていて、小こ躍おどりした。そんな彼女達たちを見て、静矢は心奈を思い出す。チャックも心奈の面おも影かげを探すように、彼女らにはよく懐いて、子犬のように甘あまえたしぐさを見せている。

（心奈……可愛い子だったよな。素直で甘えんぼで、いつも俺の後をついて来て……）

　心奈が大人びて見え始めた頃ころから、ぶっきらぼうな態度を取る事が多くなった。ビゲートシティに連れて行くのは無理だとしても、もっと優しくしてやれば良かった……と思う。その罪つみ滅ほろぼしが少しでもできれば、気が楽になると思った。




　商店街に入る前には門があり「武器銀座」と書いてある。道沿いの露店に銃や刃物を並べて売っていた男の前で、静矢は足を止めた。

　店主の手は、機械油に染まって真っ黒だ。静矢は露店の台を見下ろしながら、彼に声をかけた。

「銃が欲しいんだけど」

　座っていた店主は、顔を上げた。左の頬ほおに、砂を吹ふきつけたような灰色の、大きなアザがある。店主は、静矢の後ろにいた母親と娘二人を見て、鼻を鳴らした。

「何だ、ママのお使いかい。女子供が銃を持つもんじゃないぜ」

「その女子供が使える銃を探してるんだ」

「のん気に犬なんか連れやがって。ここじゃ毎日、野犬から身を守るのに必死なんだ。この場で撃ち殺ころしてやろうか？」

「ちゃんと首輪はしてるぞ。野犬じゃない」

「俺の店には、犬連れてお散歩気分の女子供に売る銃なんざねえんだ。帰りな！」

「あんたなら左利き用の銃を扱あつかってるだろうと思って、来たんだがな」

　静矢に言われて、店主はギョッとする。

「ど、どうして俺が左利きだと判るんだっ？」

　店主は気味が悪くなったらしく、青くなって顔をゆがめた。母親と娘達も、ちんぷんかんな顔をして静矢を見つめる。静矢は、フッと笑った。

「左頬のアザはライフルを撃ったときのバックファイアで、火薬が飛び散って埋うめこまれたものだろ。右利きなら銃は右にかまえるから、アザは右頬にできるはずさ」

　淡たん々たんと答えた静矢に、店主は興味を持ったのか、しみじみとあごをなでる。

「かなり実戦を積んできてるようだな、ガキ。人を撃った事は？」

「俺が撃ちたいのは、敵性少女だけさ。仇なんだ」

「せっかくいい猟りよう銃じゆうを持っているのに、惜おしいなあ」

　本気とも冗じよう談だんとも取れない様子で、店主はニヤッと笑う。

「そんな事より、こっちのママさんにライフルかショットガンが欲しいんだ」

「ハンドガンの方が、小さくて持ち運びやすいだろう」

「拳けん銃じゆうよりも長銃の方が、引き金トリガーが軽いだろ」

「女子供用の銃を選ばなくちゃならんとはなあ。こんな商売をしてて何だが、イカれた時代になったもんだぜ」

　店主は肩かたをすくめて、壁かべに立てかけていた銃を何丁か取ってくる。

「護身用なら、ライフルよりショットガンの方がいいだろう。こいつはどうだ？」

「ちょっと銃身が長すぎる」

「確かに、女の力でブン回すには重いかな。いい品なんだが」

「銃身を切ったらどうだろう」

「頭がいいな、ガキ。命中率は落ちるが、実用的だ。ママさん、どんな感じだい？」

　店主はショットガンを一丁、母親に渡わたした。母親が構えたり操作したりして具合を確かめている間、静矢は娘達のための銃を選ぶ。彼女らは、太陽が当たってピカピカ光る銃を、目を輝かがやかせて見ている。

「ルカ、これ！　キラキラしてて綺き麗れい！」

　妹の方が、金色のピストルを手に取った。

「ルガーはダメだぞ。すぐに弾たまが詰つまるから」

「そうよ、ややこしい銃はやめてよ。ママ、故障しても直せないわよ」

　ショットガンをためつすがめつしながら、母親が口を挟はさんだ。

「それに、子供には危険だから、火薬を扱わせたくないのよね。暴発の危険があるし……発射した後の銃身が熱くなって火傷やけどをするでしょう？　女の子だから、顔にヤケドでもしたら大変だもの」

　ショットガンの引き金を何度も引きながら、彼女は店主に言った。

「銃身を、こっちのハンドライフルぐらいの長さに切ってみてくれるかしら。どうしても、ぶっ放すのは接近戦でって事になると思うの。それから、引き金トリガーのスプリングはもうちょっと固い方がいいわ」

「了りよう解かい了解。ちょっと待ってな」

　店主は、ショットガンの銃身を万力で固定すると、金かね鋸のこでゴリゴリと削けずり始める。

　静矢は、娘むすめ達の銃選びにちょっと迷って、考えこんでいた。

「火薬を使わないとすると、エアライフルか……。ガスボンベ無しで撃うてる、圧縮空気式の方がいいだろうけど」

　しかしエアライフルは、小さな女の子が携けい行こうするには大きいし重過ぎる。腕うでが短いので肩かた当あてもかなり削らなくてはならない。

（エアピストルがあればいいんだが……あれは日本では、審査と規準が厳しくて、ほとんど流通していない銃だからなあ……）

　横を見るとハンドライフルがあったが、娘達に持たせてみると、

「重い～！」

　と、予想通り不評だ。静矢は困って、ため息をつく。

「やっぱり子供には、スタンガンや護身スプレーのほうがいいのかな」

　悩なやんでいると、店主が鋸のこぎりを引きながら、からかうように笑った。

「水みず鉄でつ砲ぽうはどうだい。そろえてあるぜ」

「プールに遊びに行くわけじゃないんだが」

「いやいや。案外人間、顔に水をぶっかけられたら動けなくなるもんさ。スタンガンなんかより効くぜ。弾だん薬やくを買い足す必要も無いし、野犬や野良猿ざるも追おい払はらえる。敵性少女は……ま、少々の武器と腕じゃ無くても同じか。会った瞬間が、最期だろうぜ」

　と、店主は足元の段ボール箱から、大きな水ボンベがついたプラスチックの水鉄砲を娘達に渡した。蛍けい光こうピンクの色合いに、彼女らは喜ぶ。

「わあ、かわいーい！」

「ママ、これ買ってぇ！」

「そうそう。こんな商売してて言うのも何だが、子供には水鉄砲ぐらいが一番いいんだよ。たった三年で、世の中、何もかも変わっちまって……」

　店主はため息をつきながら、母親にショットガンを渡した。

「切ってみたぜ。どうだい？」

　母親は短くなったショットガンを、構えたり下ろしたり引き金をカチカチと引いたりしながら、満足そうにうなずいた。

「気に入ったわ。それじゃ、支し払はらいだけど……」

「米ドルなら受け取るぜ」

「あら、お金が使えるの？　でも、ドルは持ってないから……」

　母親が四角い革製のウエストポーチから出したのは、口紅だった。

「お直し入れて、これで足りるかしら？」

「ほう！　わかってるじゃないか、ママさん」

「私、セールスレディをしてたの。こんな物不足の時代じゃ、金きんより貴重でしょ」

「ああ！　女ってやつはこいつが無いとだめなんだよ、宝石よりもな。コレにやったらモテるだろうな」

　と、店主は小指を立てて、ニヤニヤと笑った。

「あら。奥おく様さまにあげなさいよ」

「いや。カミさんは死んだんだ、仕入れの途と中ちゆうで野盗に襲おそわれてね」

「お気の毒に。悪い事を聞いたわね」

「前の日に、うちの店から銃を買っていった奴やつらだったのさ」

　店主は、ため息をつく。

「一人息子は店の銃で遊んでいて、暴発して死んだ。それでも、生きてくためには、銃を売らないわけに行かないしな」

「それで、この子達に水鉄砲を……？」

　静矢は店主に同情の視線を向けた。ふと、彼が水鉄砲を取り出した段ボール箱の底に、色いろ鮮あざやかなプラスチックのピストルが大量に入っているのを見る。

「それは……？」

　静矢は指さす。店主はギクッとして、段ボールのフタを折りたたむ。

「あ、いや。これも水鉄砲さ、水鉄砲」

「下の所にレバーがついてたようだけど。もしかしてエアピストルじゃないのか？」

　店主の額に、汗あせが噴ふき出した。

「日本ではなかなか手に入らないはずの銃だろ。いくら警察署の押おう収しゆう品を売りさばいていると言っても、こんなにたくさん手に入るとは思えないんだが」

　つぶやいた静矢の肩かたを慌ててつかみ、店主は店の中に引きずり込んだ。唇くちびるに人差し指を当てて、シーッと声を出し、ひそひそ声でささやく。

「他の店には内ない緒しよだぞ！」

「言わないさ、ただあの子達にちょうどいいかもと思って。オモチャじゃ困るから、聞いてみただけさ」

「そういう事なら大だい丈じよう夫ぶだ。正しよう真しん正しよう銘めい、本物だぜ」

「日本には、ほとんど無いはずの銃じゆうなのに？」

「大丈夫。仕入先はバッチリ、信しん頼らいの置ける所さ。何たって、合衆国軍だからな！」

「在日米軍？　基地からの放出品って事か？」

　静矢は、呆れたように肩をすくめる。

「やっぱりウソだ。見くびられたもんだな。だって、在日米軍の基地は全部、敵性少女にブッ壊こわされたはずだからな」

「違ちがう違う。この仕入先、他の店にマネされたくないからあまり言いたくないんだが、仕方無い……実は、アメリカ上陸軍さ」

「上陸軍？　アメリカ軍が日本に上陸してるのかっ？」

　静矢は驚おどろいて、目をまん丸にした。敵性少女による攻撃以来、外国との交易も支し援えんも無く、日本は孤こ立りつしているのだとばかり、この三年間、ずっとそう思っていた。

「とっくに上陸してるともさ。敵性少女に見つからないよう、夜中に潜せん水すい艦かんで上陸してるらしい。アメリカ軍だけじゃなく、中国軍もな」

「中国軍も？　なら、どうして助けてくれないんだ？　日本人は今まで世界を支援してきたし、アメリカは日本と安保条約を結んでるはずだろ」

「知るかよ。ただ俺は、横流し品を商あきなってるだけの事さ」

　道理で、金かねなど意味をなさない今の日本で、米ドルが使えるわけだ……と、静矢は納得した。だのに、なぜどこの国も日本を助けてくれないのだろう？　せっかく日本に軍隊を出しているというのに、敵性少女と戦ってくれないのだろう？

　飢えや寒さに苦しんで死んでいった人も、静矢はたくさん見てきた。

　静矢は故郷から逃にげだした後、まず海に出た。漁港があって食料が豊かだと思ったからだ。

　しかし、ガソリンの流通が止まっているために、漁船が動かせない。農村でも農機具を動かせない上に、肥料や農薬も入ってこないのでは、何も生み出せない。燃料エネルギーが無ければ、文明生活は成り立たない。戦ってくれないまでも、せめてどこかの国が食料や燃料を援助してくれたなら、敵性少女らによる絶え間ない攻撃の日々の中であっても、助かる命もあったはずだ。静矢は、憤いきどおりを抑おさえることができなかった。




　そのとき、町のあちこちにある柱の上に設置されたスピーカーから、「ピーッ」という注意を喚かん起きする音が流れた。続いて、女性の声が聞こえてくる。

『第五油ゆ井せいに敵てき襲しゆう！　民兵は集合してください！』

「また敵襲か。これじゃ商売にならんぜ」

　店主は立ち上がると、売り物のライフルを両りよう肩かたに引っかけ、リボルバーを腰こしのベルトに次々とさしていく。静矢は男にたずねた。

「敵って……敵性少女の襲しゆう撃げきが？」

「いや、今日は多分あの小こ娘むすめどもじゃない。隣となり町まちがしょっちゅう油井のガソリンを狙ねらっててな」

「日本に油田が？」

「昔のガソリンスタンド跡あとを、そう呼んでるのさ。地下のタンクに貯えられた油がまだ残ってる所があるんだ」

　店主は何丁ものピストルに、弾倉マガジンを入れていく。

「そうそう。エアピストルだったな、二丁持ってけ。弾たまはこれだ」

　と、店主はお菓か子しの箱ほどの大きさの紙箱を棚たなから取り、静矢に向かって投げる。

「値段は？」

「お嬢じようさん達に、俺からの餞はなむけだ。油井から生きて帰って来れるかどうか、わからんからな」

　店主は自分のショットガンのための弾を用意し始める。弾は、パチンコ玉ほどの大きさの霰あられ弾だまが入ったもの。殺傷能力の低い、鳥とり撃うち用の砂すな粒つぶのような散さん弾だんではない。

「殺し合いになるのか」

　と、静矢は尋たずねた。男は、当然のようにうなずく。

「あいつら、脅おどしじゃ効きゃしねえ。殺して数を減らすしかねえ」

「敵も武器を？」

「このウェポンシティから買って行った武器をな」

　店主は、皮肉な笑みを浮うかべた。静矢は、何と言っていいのか判らず、複雑な気持ちで黙だまり込んでいる。

　西の方から、バラバラバラッ、と雹ひようが降るような音が聞こえてきた。

「おっ、始まったな」

　店主は体中に銃をまとって、ドタバタと走っていく。引火でもしたら、全身の火薬が爆ばく発はつして大変な事になりそうだ、と静矢は冷や冷やする。

「息子もおまえと同じぐらいの歳だった。ガキ、おまえは死ぬなよ！」

　店主は、町の西の門から出ていく。静矢は、そちらに目をこらした。花火のような光が、地上でパチパチと光っている。銃が噴ふいた火が光っているのだ。町に残った女達は、不安がる様子も無く武器を売り続けている。その武器が誰かの命を……時には自分達の家族の命を、奪うばうとしても。これが、この町の日常なのだ、と静矢は思った。

「早く逃げた方がいい。車へ！」

　静矢は、エアピストル二丁を娘むすめ達に渡わたしながら、母親に言った。母親は慌あわてて、買ったばかりのショットガンや娘達の水みず鉄でつ砲ぽうなどを車に積つみ込む。

「あなたはどうするの？」

「君子危うきに近寄らず。当然逃げるさ」

　チャックも物騒な空気を感じ取り、静矢の靴くつをくわえて引っぱり、しきりに逃げようと、うながしている。

　花火のように光っていた場所から突とつ如じよ、ドオーンという爆発音とともに、赤黒い炎ほのおが噴き上がった。ギョッとして、静矢は目をこらす。女達もさすがに手を止め、町の外に出て口々に叫さけんだ。

「な、何があったの？　引火したのかしら！」

「違ちがうわ！　空から何か……！」

　女達は指差す。灰色の空に、花火のような光が輝かがやいていた。恐おそらく地上から対空砲ほう火かしているのだろう。その空に、赤い流星が走った。静矢は息をのむ。

「あれは……追尾ホーミングミサイル！」

　ジェット推進で飛ぶミサイルが、誘ゆう導どうされながら、ウェポンシティの周囲に次々と着ちやく弾だんする。第一油ゆ井せいから第八油井まで、全てのガソリンスタンドが炎を噴き上げた。

「出発しろ！」

　静矢は母親に向かって、厳しく言い放った。

「あなた達はどうするの？」

「俺はここで食い止めて、あんたらが逃げる時間を稼かせぐ。スペシャルサービス……チャックに貰った缶詰の分さ」

「そんな……！　乗って、一緒に逃げましょう！」

「いいよ。俺が乗ったら、その分、車の足が遅おそくなっちまうしな」

　静矢は猟りよう銃じゆうに弾を装そう填てんする。母親は、信じられないように首を横に振ふった。

「そこまでして貰もらうわけには行かないわ、私達のために……」

「俺だって、あいつを倒たおさなくちゃやられるんだ。どうも狙われてるみたいだし……恨うらみもあるし」

「あいつ……って？　誰の事なの？」

「キャン！」

　チャックが、同意するように頼たのもしく鳴いた。静矢と運命を共にするつもりのようだ。

「チャックも残るってさ。こいつ、御主人様の仇を取りたいんだ」

「仇って……ま、まさか敵性少女？」

　母親は青ざめて、燃え上がる油井の方に視線をやる。静矢は冷静に、こくりとうなずいた。母親は、ゴクリと息をのんだ。

「わ、わかったわ。……死んではだめよ、静矢君、チャック」

　母親はアクセルを踏ふみ込み、ハンドルを切ってその場から猛もうスピードで離はなれていった。二人の娘は車上から、心配そうに静矢達を見ていた。

　逃げる彼女らの上に、影かげがかかる。静矢の予想通り、白銀の翼つばさを広げた敵性少女……ルシャナである。高空を飛びながら、フゥォォォォ……ン、と不思議な声を上げる。その声は等比級数的に大きくなり、発された高密度の音波によって、ウェポンシティの建物がバッと砕くだけ散ちった。

「きゃあああ！」

　瓦が礫れきの下した敷じきになった人々が悲鳴を上げる。その衝しよう撃げきで大量に抱かかえていた銃が暴発し、あちらでもこちらでもボンボンと爆発音がして、火の手が上がった。逃げて行く母親らの車の上にも瓦礫が降り注ぎ、娘達は直撃を防ぐため頭を抱える。静矢は耳を押おさえたが、すさまじい音波振しん動どうのため、体の中がかき回されているかのように感じる。

　三年前……たった一人の家族だった母と家と故郷の全てを失ったあの時と同じだ、と静矢は思い出す。

（この声は恐らくハウリング……装置で自分の声をループし、増ぞう幅ふくしているんだ！）

　ルシャナ自身の体が真っ先にバラバラになりそうなものだが、そうならないのは恐らく、増幅機とエコーキャンセラーを同調させ、自分の周りだけ消音波のバリヤを張はり巡めぐらせているのだろう。

　ウェポンシティが燃え上がる。このままでは全ぜん滅めつしてしまう。三年前、静矢はルシャナを前になす術が無かった。けれど三年の間に、静矢は廃はい墟きよの荒こう野やを生いき抜ぬいてきた。全く太刀打ちできず、逃げるしかなかった三年前の、幼い少年ではない。甘あまえ顔の愛あい玩がん犬だったチャックも、今や野生の狼おおかみのように精せい悍かんで獰どう猛もうな獣けものと化している。

「やめろ！」

　静矢は猟銃を空に向かってかまえ、引き金を引く。ライフルの銃じゆう口こうから弾だん丸がんが飛び出し、ルシャナの眉み間けんを狙ねらう。ルシャナは鳥が舞まうように、ひらりと身を反らして避さけた。

「よもや……まだ生き延びていたとは」

　ハウリングが止まり、地上にいた人々は耳を押さえていた手を放す。逃げていた母娘の車は瓦礫の直撃を受けてあちこちへこみ、その迫はく力りよくある外がい貌ぼうに磨みがきがかかっていたものの、あえぐエンジンに鞭むち打ちながらウェポンシティを逃げ出し、遠く荒野へ去っていった。

「くそっ！」

　静矢はライフルのボルトを引いて空薬やつ莢きようを捨て、新しい弾丸を装填する。それを見てウェポンシティの女達も、手に手に銃を取ってルシャナを狙った。

「売り物を壊こわされてたまるかい！　ここまで復興したんだ、二度もあたし達の町を奪うばわせやしないよ！」

　サブマシンガンを両手に持って撃うちまくる者、アサルトライフルで狙いを定める者、店の前に土ど嚢のうを積み上げてヘビーマシンガンを持ち出す母子。地上から一いつ斉せいに放たれた対空砲火は、空から見ると、まるで小さな金色の花が無数に咲さいた花畑のように見えた。

「ウッ……！」

　ルシャナは両りよう腕うでで顔をかばう。装そう甲こうの薄うすいその部分は、彼女の弱点のようだ。彼女の動きが止まった。

（シュラのいない今が好機。少年を消し、事実を葬り去らねば……）

　静矢は、近くの店の奥おくに小型の迫はく撃げき砲ほうが立てかけてあるのを見つけて、運び出してきた。口径は六十ミリをゆうに超こえている。店主の老ろう婆ばは、ピストルにワイヤーのフレームをつけて簡易狙そ撃げき銃じゆうにしつらえ、ルシャナを狙っていた。静矢が迫撃砲を持ち出したのに気づき、慌あわてて叫さけぶ。

「ちょいと坊ぼうや、何を持ち出してるんだい！」

「借りるよ、ばあさん」

「そいつは、反動相そう殺さい用のボンベ部品が無くなってるジャンク品だよ。その口径の無反動砲だと、坊やの体格じゃあ反動に負けて、肩かたが砕けちまうよ」

　肩が砕ける……と聞いて、静矢は一いつ瞬しゆんためらう。しかし、このまま手をこまねいていてもやられるだけだ。

「無反動じゃなくても、こうすれば撃てるさ」

　静矢は砲口から弾丸を装填した。同時に、銃を抱えるようにして地面に座りこみ、引き金を引く。ドウッ、と砲口から炎ほのおが噴ふきだした。反動を地面が吸収し、ブワッと土ぼこりが舞い上がる。弾たまはみごとに、ルシャナの腹に命中した。

「はうっ！」

　ルシャナは弾に突つき上げられて、数十メートル飛ばされる。しかし、弾の運動量に押されて吹っ飛とんだだけで、装甲には何らダメージを与あたえられていない。ルシャナは腹にめりこんだ弾丸をいまいましそうに引きはがすと、静矢に向けて投げかえしてきた。

「返すぞ、喰くらえ！」

「うわ！」

　静矢は座っている姿勢から、慌てて横にすっ飛ぶ。つい今まで静矢がいた地面を弾丸が直撃し、土砂が噴き上がる。後には、直径十メートルほどのクレーターができていた。

「きゃああ！」

　四方八方に飛び散る土砂は、散さん弾だんのように人々を襲おそった。威い力りよくは低いといえど、服を着ていない部分に当たると、砂が肌はだにめりこんでしまう。

　ルシャナは無言のまま、ハヤブサのように、静矢のもとへ急速に低く舞い降りてきた。

「まだ生き延びていたとはな。三年前に死ぬと思っていたのだが、それほど『生きる力』が強かったとはな……少々見くびっていたようだ」

　近くで見る彼女は、三年前と全く変わっていない。いや、初めて会った九年前から、何一つ変わってはいなかった。能面のように無表情な白い顔は、逆に怒いかりや悲ひ哀あいや様々な感情が万まん華げ鏡きようのようにくるくると変わっていくように見える。

「……おまえらは何なんだ」

　静矢は、ずっと胸に渦うず巻まいていた憤いきどおりを、彼女に向かって吐はき出した。

「どこから来たんだ、どうして日本を破は壊かいした、どうしてこんなになった日本をまだ攻こう撃げきする？　目的は何なんだ、何をしたいんだっ？」

　興奮して叫ぶ静矢に対して、ルシャナはあくまでも静かだ。銀色の長い髪かみはサラサラと涼すずやかな音を立ててなびき、しなやかな体の動きはまるで舞まい姫ひめのように人を魅み了りようする。

　だが、その動きから繰くり出されるのは、白銀の篭手ガントレツトから伸のびる、長さ五十センチにもなる金属の爪つめ。

「だが、今日こそは殺す！」

　シャキンと伸びたその爪で、彼女は静矢に襲おそいかかる。

「わっ！」

　静矢は間かん一いつ髪ぱつのところで、横に避けた。空から振ぶった爪は、静矢の後ろにあったコンクリートの建物を切り裂く。コンクリートがまるで豆とう腐ふのように簡単に斜ななめに切れ、切れた所がズルズルッとすべって、ドオッと地面に倒たおれ砕くだけた。しかし彼女の爪はわずかな刃はこぼれもなく、何事もなかったかのようにツヤツヤと光りながら、更さらなる攻撃を繰り出す。

「忠告する。避けるな」

「何バカな事、言ってやがる……！」

　静矢は猟りよう銃じゆうを取り、苦しまぎれに、彼女の攻撃を銃身で受けた。だが、銃はあっさり真っ二つにされてしまう。そればかりか、静矢の体にも爪が達していて、マントとシャツが破れ、肩からわき腹まで赤い血の筋が斜めに入った。

「痛つっ……！」

　静矢は胸を押おさえて、引き裂かれた痛みに思わずうずくまる。指の間から、ボタボタと血が流れる。表皮を通とおり越こして、真皮の層まで切られたようだ。

「忠告したろう。避ければ苦しみが長引くぞ」

　ルシャナは淡たん々たんと、静矢に爪を振るい続ける。うずくまった静矢の背中が引き裂け、血が飛び散る。逃にげようとしても、わずかな隙すきも与えずに攻撃され続けるのであと少しのところで逃げ切れず、細かいダメージが積み重なって行く。

「ぐあああ！」

　執しつ拗ような攻撃のたび、静矢は獣けもののような悲鳴を上げ続けた。飛び散った血が、彼女の白い頬ほおにかかった。雪の上に咲さいた薔薇ばらのようなその紅が、凍こおりつくほどに美しかった。

「血が減って来たようだな、少年よ。動きが鈍くなっているぞ」

「ガウッ！」

　静矢の危機を救うべく、チャックがルシャナに飛びかかる。だが、彼女の爪の一撃で、あえなく弾はじき飛ばされた。

「ギャウン！」

「チャック！」

　チャックは三年前、武弘に振り払はらわれた時と同じく、地面に叩たたきつけられるか……と見えた。だが鍛きたえ抜ぬかれたチャックは、機き敏びんに身を返し、四本の足で地面に着地する。

「グルルル……ッ！」

　チャックはすさまじい怒りの牙をむきながらも、ルシャナとの間合いをつめられず、遠巻きにグルグルとうろつき回る。

　町の女達も、静矢に流ながれ弾だまが当たる危険を恐おそれて、ルシャナに銃の狙ねらいを定めてはいても、引き金を引く事ができない。

（俺は……ここで死ぬのか？）

　静矢はどうする事もできず、ただ痛みをこらえ、死を待ってうずくまっていた。




　そのとき……キイイイン、と甲かん高だかいエンジン音がして、ルシャナは顔を上げた。明るいショッキングピンク色の人型機械が、すさまじい速度で飛んでくる。

「機き甲こう巨きよ兵へい！」

　ルシャナは顔をこわばらせる。人型機械……機甲巨兵は、大きな翼つばさがついていて、まるでステルス戦せん闘とう機きに手足がついたような奇き妙みようなデザインだ。その独特な外観に、静矢は見覚えがあった。心奈が大好きだったオンラインゲーム『フライトファイター』のロボット……心奈がカスタマイズし、操っていたのと全く同じデザインのロボットが、そこにいた。

　機甲巨兵は、ちょうど大型バスが立ち上がったぐらいの高さ……十二メートルほど。コクピットは胸の部分にあり、高密度ポリマーの風防で覆おおわれている。スモークフィルムのようになっているのか、中はよく見えないが……ボディに「ＢＥＧＡＴＯＰＩＡビゲートピア」「ＫＯＫＯＴＡＮココタン」の文字がペイントされているのを見て、静矢は息をのんだ。

「心……奈っ？」

　機甲巨兵は地面すれすれまで降下してきて、コクピットの横にある一いつ双そうの銃身から弾たまを一発だけ撃うった。およそジェット機の離り陸りく速度と同じぐらいのスピード……時速二百キロ以上で飛んでいるというのに、弾だん道どうは確実にルシャナの頭を粉ふん砕さいする軌き道どうに乗っている。

「チッ！」

　ルシャナは静矢から離はなれ、天高く飛びあがった。弾は彼女のつま先をわずかにかすり、後ろにあったコンクリートの建物に当たる。回転しながらぐにゃりとゆがんだ弾は、大きなドリルのようにコンクリートの壁かべに大穴を開け、瓦が礫れきを四方に飛び散らせた。

　その破壊力のすさまじさに、静矢は息をのむ。見あげると、ルシャナのつま先の部分の装そう甲こうがわずかに砕くだけていた。どんな武器でも傷つけることができないと思っていた戦いくさ姫ひめの装甲が破られた事に、静矢は驚おどろきを禁じえない。

　機甲巨兵は地面すれすれからジェット噴ふん射しやし、大きな揚よう力りよくを得てルシャナを追い上げた。背中を開き、ハリネズミのような砲ほう塔とうが姿を現す。

　一いつ斉せい射しや撃げきを行うと、弾だん幕まくが広がりルシャナを襲おそった。ルシャナは弾幕を避さけながら、プールでターンするようにくるりと一回転し、大きく口を開いて、フゥォォォォン！　とハウリングを放つ。だが、それが衝しよう撃げき波を生むほど大きな音になる前に、フッと無音になった。

「クッ……！　音が消えたところを見ると、機甲巨兵にエコーキャンセラーを搭載しているな！」
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　ルシャナは悔くやしそうに顔をしかめた。ハウリングが効かないと諦あきらめたルシャナは、ガンベルトのように腰こしに巻いていた小さなミサイルを、機甲巨兵に向けて発射した。

「機甲巨兵の性能では避けきれまい！　墜ちろ！」

　ミサイルは発射された後で点火し、白い煙けむりを上げながら自走して、機甲巨兵に向かった。だが機甲巨兵は全く焦あせるようすもなく、腕うでを組むようにしながら、ルシャナに向かって右の中指を立てた。そのポーズを見た瞬しゆん間かん、静矢は確信する。

「やっぱり……心奈だ！」

「キュウン！」

　空を見上げたチャックが嬉うれしそうに鳴いた。

　機甲巨兵は肩かたの部分に当たる砲ほう口こうから、小さな筒つつを打ち出す。筒が爆ばく発はつすると、ジョワッと激しい音を立ててマグネシウムが燃え、目もくらむような真っ白い光の球体となった。周囲には小さな金属片が無数に舞まい、光を反射してキラキラと、花火のように美しい。

　静矢はその様子を何度も、心奈のパソコンのモニタで見た事がある。追尾ホーミングミサイルの赤外線とレーダーをかわすため、おとりを撃ち出したのだ。

　しかしミサイルはおとりの存在に全く関知せず、その中を突つき抜けて飛んでいく。静矢はうめいた。

「ミサイルが爆発しない……接近信管がつけられてたのか！」

　接近信管は、ミサイルがおとりによって無む駄だに自爆する事を防ぐために作られた信管だ。止まっている相手に対しては反応せず、自分をかわそうとする相手のそばで発火してミサイルを爆発させ、巻まき添ぞえにするための武器である。

「心奈、逃にげろ！」

　静矢は焦って叫さけぶ。が……機甲巨兵は逃げるどころか、マグネシウムの光の中に突っこんでいたのだ。

「えっ？」

　静矢は目を点にする。接近信管は、おとりによるミサイルの誤ご爆ばくをふせぐもので、ミサイルの側から遠ざかろうとすると爆発するのだ。この性質を逆手に取り、心奈は自分のほうから接近して、一気にルシャナのふところに飛びこんだのである。

　キラキラちらつく光の中から機甲巨兵が飛びだしてきたとき、ルシャナはうめいた。

「まさか」

　タタタタタ！　軽快な機銃掃そう射しやの音がはじける。ルシャナは全身に被ひ弾だんした。

「ぐぅ！」

　白銀の翼つばさが羽根のように散り、無数の金属片となってひらひら舞いながら地面に落ちていく。機銃掃射をまともに食らった胸もとの鎧よろいが砕け、ゴトゴトッと地面に降ってきた。機甲武装の下はごく薄うすい衣だ。衣も鎧も元は一枚の布状の分子が、折り紙のように畳たたまれたものなので、一体となっている。鎧が落ちると胸元の布も幾いく分ぶん一いつ緒しよに持っていかれて、部分的に破れ、彼女の胸の白く柔やわらかな膨ふくらみが垣かい間ま見みえた。

　非常事態でありながら、それを見た瞬間、静矢は固まってしまった。

「はっ……！」

　視線に気づいたルシャナは、思わず両手で胸を隠かくす。

「な……何を見ている！」

　唇くちびるを噛かみ、顔を真っ赤にして、悔しそうに鋭い声で怒ど鳴なると、ルシャナは天高く舞い上がり、逃げ出した。

（あの機甲巨兵……奴が相手では分が悪い。悪運の強い奴め！）

　ドスンドスン、と遠くで地じ響ひびきがした。目標を見失ったミサイルが、燃料が切れ、不発のまま地面に落ちたようだ。

　機甲巨兵はルシャナを深追いする事無く、地面に降り立って、静矢の前でかがんだ。コクピットが、二階ぐらいの高さのところに見える。静矢は呆ぼう然ぜんとして、機甲巨兵を見あげた。

「にしても、どうして本物の機甲巨兵が……」

「チャック？　チャックなのっ？」

　聞きなれた、けれど少しだけ大人っぽくなった声……コクピットが開き、自機と同じショッキングピンクのパイロットスーツを着た心奈が、ヘルメットを脱ぬぎ捨すてて飛びだしてきた。文字通り、大きく手を広げて、鳥のように宙を舞ったのだ。ツーテールの長い髪かみが、翼のようにはためく。

「キャンキャン！」

　チャックは喜んで、ぐるぐる走り回った。長らく野生の獣けもののようだったチャックが、久しぶりに愛あい玩がん犬の表情を見せていた。

「うわっ、何すんだバカ！　危ない！」

　静矢は心奈を受け止めようと、おろおろしながら腕を広げた。心奈は羽毛のようにふわりと、静矢の腕の中に落ちた。一いつ瞬しゆん、目が合う。きれいになった……と、静矢は感じた。

　だがそう思った次の瞬間、静矢は心奈を受け止めきれず、後ろに倒たおれて下した敷じきになってしまう。チャックが彼女の胸の上に飛び乗ってきて、その顔をぺろぺろ舐なめた。

「きゃはは！　チャック、くすぐったい。よく生きてたね、よく生きてくれてたね」

　心奈は興奮しているチャックを両手で抱だいて、はね起きる。静矢も、思いきり背中を打ってズキズキした痛みをこらえつつ、よろよろと立ちあがった。

「いててて……大だい丈じよう夫ぶか？」

「あなたがチャックを拾ってくれたんですね。ありがとうございます、何てお礼を言っていいか」

「お礼なんて……俺もチャックにはずいぶん助けてもらったし」

　急に大人びた心奈に慣れず、静矢は水臭い気持ちで、しどろもどろになる。心奈はその声を聞いてびっくりし、チャックを腕うでにはさんで抱いたまま、両手を口に当てた。

「その声……！　嘘うそっ、もしかしてお兄ちゃんっ？」

「本気でわからなかったのかよ」

「だって、お兄ちゃんすごく……」

　そこまで言って、心奈は急に言葉を止め、顔をボッと赤くした。静矢は、首をかしげる。

「すごく……何だ？　薄うす汚よごれてる？」

「ううんううん。違ちがうよ」

　心奈はチャックを足元に置くと、静矢の顔を大きな目でじっと見つめる。

「お兄ちゃん……すごく、えとその……」

　白くて小さな手が、スッと静矢に伸のばされる。静矢は、戸と惑まどって身動きできない。心奈は長いまつげに縁ふち取どられたまぶたをそっと閉じると、静矢の首をぎゅっと抱きしめた。

「ううん、ちっとも変わってない。本物だ、お兄ちゃん……生きてたんだ」

　三年が過ぎ、心奈はまた少し背が伸びていた。それでも小こ柄がらなので、静矢にしがみつくように、せいいっぱいつま先だって背せ伸のびをしている。ぴったりしたパイロットスーツからあらわになっているボディラインは、十四歳とは思えないほど起き伏ふくに富んでいる。心奈は、ぎゅうぎゅうと静矢に抱きついて、離はなそうとしなかった。熱い涙なみだがぽろぽろ流れた。

「お兄ちゃん、会いたかったよ、お兄ちゃん」

　三年が過ぎても、中身は昔のまま、子供の心奈だ。けれど静矢の体に押おしつけられている彼女の胸は、ふんわりと包みこむように軟やわらかい。あまりに軟らかすぎて、触ふれたら崩くずれてしまうのではないかと思うほどだ。

　チャックは再会した主人の足元に従い、忠実に座って尻尾しつぽをパタパタ振ふっていた。静矢は相手が幼なじみの心奈だというのに、なぜか緊きん張ちようしている自分が自分でわからないまま、顔を赤くし、身をこわばらせていた。







四章　ビゲートピア







　砂上の楼ろう閣かく。

　展望台のような部屋の窓からその都市を見た静せい矢やの脳裏に、そのことばが火花のように散った。

　はかない虚きよ飾しよくのたとえではない。目の前に広がる都市は、奇き跡せきのように瓦が礫れきの荒こう野やの上にそびえていた。

　高さ三百メートルをゆうに超こえる巨きよ大だいビル群が林立する。ひしめき合っている。建物の間の移動の便べん宜ぎをはかるため、空中通路であちこちがつながれている。ビルの胴どう体たいをくり抜ぬいて懸けん垂すい式モノレールの軌き道どうが、二重三重に走っている。ビルの屋上は管かん制せい塔とうになっているもの、砲ほう塔とうを置いてハリネズミのようになっているもの、ミサイルを発射するためのサイロを備えているものなど、様々だ。敵性少女などの外的から身を守るための要よう塞さい都市なのだろう。

　ビル群の周囲には工場地帯が広がっていた。工場の向こうには海が見える。夕陽が赤黒くくすぶりながら海に沈しずんで行く。漆しつ黒こくの荒野に燃える小さなともしびは、その世界の中で必死に救いを求める人々の叫さけびのようにも聞こえる。絶望の中で、彼らはまだ救いを待っているのだろうか。

　完全に文明を失った日本。それに比べて、その都市のまばゆさは、毒々しいほどだった。ぎらぎらした照明を身にまとい、増ぞう殖しよくしつづける巨大都市。海の手前には船渠ドツクが立ち並んでいる。丸い大きなガスタンクの数がやたらに多く、ガスタンクを甲かん板ぱんに乗せたガスタンカーも出入りしている。

　都市からは、トラックがキャラバンのように連なって荒野のあちらこちらへ走り出ていた。まるでアリの行列だ。だが、どこにも人の姿は無い。

「この景色、どこかで見たような……」

　静矢はガラスに額をくっつけて、しばらく考え込む。ハッとして、目を見開いた。

「風の砦とりで……だ！」

　その事実に気づいた瞬しゆん間かん、静矢はしばらく息が止まってしまった。ゲームの中の機甲巨兵。ゲームの中の都市。なぜそれらが実在しているのだろう？

　敵性少女の攻こう撃げきと、廃はい墟きよになった日本。あり得ない事、非日常の暮らしには慣れたと思っていたが、ゲームの中で見慣れた風景が実際に目の前にあるのは、それとは桁けた違ちがいに非現実的で、静矢は頭がくらくらした。

『お邪じや魔まいたします、呉くれ羽は静矢様』

　スムーズな機械音声とともに、静矢の部屋に、人間の女性ほどの大きさのロボットが入ってきた。チェスの歩駒ポーンのようなシンプルな形をしていて、底のベアリングですべるように移動する。ガーディに雰ふん囲い気きが似ているが、だいぶスマートな印象である。声も、ガーディのそれが機械音声っぽいのに対し、本物の人間が話しているかのように自然だ。

『住民基本台帳のデータにより、あなた様がご本人様と確認できました。病原体検査、オールグリーン。ビゲートピアへの移住を許可します』

「ビゲートピアっ？」

　静矢は思わず叫んだ。

「ここがビゲートピアだって？　テーマパークの？」

『はい。ビゲームの世界を元に設計されたここはビゲートピアです』

　全ての謎なぞが静矢の中で瓦が解かいした。機甲巨兵が実在するのも、風の砦が再現されているのも、ここがビゲートピアだから……。人の姿を見ないのも、人件費削減で極力ロボットに任せているから、という事だろう。

「ずいぶん広いな。日曜日に、家族で遊びに来るって雰囲気じゃないけどな」

『呉羽静矢様。出生一九九九年七月、年齢十六歳。データベース上の電算特技総合成績ＣＴ６シーテイシツクスにより、ビゲート学院軍、学徒兵級Ｃ７シーセブンへの編入となります。こちらは学徒兵の制服となります』

　ロボットが腹部を開いて、綺き麗れいに折りたたんだ新品の制服を出した。突とつ然ぜん、一方的にあれやこれや言われて、静矢は目を白黒させた。

「学院軍って何だよ。学徒兵って？」

『胸部の傷は縫ほう合ごう済みで、明日には完全に接合します。明日から登校が可能です』

わざと無視しているのか、それとも人工知能の質が低いのか、ロボットは静矢の質問をスルーする。

「なに勝手に決めてんだよ！　登校って……ここはテーマパークだろ？　学校ごっこのアトラクションって事かよ？」

『ビゲートピアは「ギーク」を求めています』

「オタクギーク？　失礼だな、確かにゲームやパソコンは好きだけど俺はオタクじゃ……」

　憤慨した静矢の言葉を遮さえぎり、

『化か膿のう止めの抗こう生せい物ぶつ質しつを日に三度、一週間飲み続けてください。ビゲート学院はこの南一五分ぶん棟とうの建物、学徒兵級Ｃ７のクラスは五十八階になります。明日の朝〇マル七ナナ〇マル〇マル時にお迎むかえにまいります』

「全然会話するつもり無いな」

　ロボットは完全に無視して部屋を出て行く。後について部屋を出ようとすると、ドアが自動的に閉められてしまった。押おしても引いても、びくともしない。

『〇マル七ナナ〇マル〇マル時にお迎えにまいります』

　ドアの向こうでロボットが言った。どうやら、その時間まではここを開けない、という事なのだろう。

　彼をここに連れてきたのは、心ここ奈なだった。傷ついた静矢を治ち療りようするため、機甲巨兵の狭せまいコクピットに静矢を載のせてこの都市に連れてきたのだ。

　機甲巨兵のコクピットの中は、想像に反してシンプルだった。風防ガラスは液えき晶しよう層が挟はさみこまれていて、内側にさまざまな計器の数値が映し出されている。操縦盤ばんにあるのは埋うめこまれたキーボード。その周囲にはショートカット用のボタンがびっしりと配置され、手前にはトラックボールとジョイスティックが埋め込まれている。

　狭いコクピットの中で、静矢は心奈を膝ひざに乗せて座った。三年の間にすっかり成長した心奈に密着し、静矢はドキドキしてしまった。

　機甲巨兵は体を折りたたんで飛行形態になり、車輪を出して荒こう野やを走った。飛行しないのは燃料の節約のためだ、と心奈は言った。そして、この都市にやってきたのだ。

　ウェポンシティからそれほど離はなれていないので、恐おそらく東京都内……場所的にも、ビゲートピアである事に間違いは無い。しかし、首都は特に激しく破は壊かいされたはずなのに、このような巨きよ大だい建造物が存在しているはずがない。それ以前に、どう見てもここの規模や構造は、遊園地のそれではない。行った事こそ無いが、雑誌の広告やチラシで見たビゲートピアの姿は、今の様子と全く違う。ファンタジックなハリボテが立ち並ぶ、たあいない遊園地にすぎなかった。

（敵性少女の攻撃の後で作り足したって事か。誰が？　……何のために？）

　材料は、タワーマンションの残ざん骸がいなどから豊富に手に入れる事ができるので、無理ではなかろう。だが、敵性少女の攻撃で国民の多くが死し滅めつした今の日本に、これほどの都市を作り上げるだけの人的資源は無いはずだ。実際、この都市にきてから静矢は人の姿を見ていない。

（設計図は全て、ビゲームの中にある。建設機械にプログラムを入れておけば、自動的に作り上げて行くってわけか）

　ビゲートピアにやって来てすぐ心奈やチャックと引き離され、病院のような所に連れて来られたが、傷の縫合も注射も全自動の医い療りよう装置が行った。センサーを駆く使しした治療は、痛みも無く完かん璧ぺきで素早かった。その後静矢は自走ストレッチャーに送られ、同じ建物の上層階になるこの部屋に連れて来られたのだ。

（まるで乗物ライド式のお化け屋敷だな。勝手に運ばれて、機会人形がプログラム通りに動いて行く……）

　まさにゲームが実体化した都市は、まるで虚きよ構こうだ。だが、ここにある物は全て本物なのだ。まるで妙みような夢を見ているようだ。テーマパークという所はえてして、ファンタジーと現実とが入り混じった、足元の固まらないような印象を与えるものだが。

　しばらくしたころ、ドアが開いた。入ってきたのは心奈だった。ドアは自動的に閉まり、再びロックされる。

　心奈は機甲巨兵に乗っていた時のパイロットスーツではなく、静矢が与あたえられたのと似たデザインの、女子用の制服を着ていた。軍服風のかっちりしたデザインのジャケットも彼女が着るとフェミニンな雰囲気で、ニーソックスが思春期特有の肉づきの良い脚あしによく似合う。

「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　見かけは大人っぽくなったのに、両手を背中で組み、小首をかしげるその姿は、相変わらず幼い。スカートの丈たけが少し短すぎるように思えるが、袖そでも少し短く手首が見えているところを見ると、急に身長が伸のびてツンツルテンになってしまったのだろう。

　心奈の足元には、チワワのチャックがくっついていた。主人にようやく再会できたとはいえ、三年のあいだ苦楽をともにした静矢の事も気にしてくれているようで、心配そうに首をかしげている。

「心奈。どうやって入って来られたんだ？」

「あたしはどこでも行けるのよ。それにチャックを飼ってもいい事になったの。ビゲート学院に十二人しかいない『ＡＡＡトリプルエー電算特別技術学徒兵』だもん」

「日本語で言ってくれ。何が何だか……」

　静矢は頭痛を感じて、額を押さえる。

「心奈が一番、機甲巨兵の操縦がうまいんだよ。心奈の力なら、どこの国の助けがなくても日本を守れるんだよ」

　と、心奈は胸につけているバッジを静矢に見せた。金色の星が三つ並んでいる。静矢はサイドテーブルの上にある自分の制服に目を向けた。一番上に置かれたバッジは、銀の星が二つだ。心奈はそれを見て、嬉うれしそうに言った。

「お兄ちゃんはＣクラス学徒兵だね」

「勝手に決められてんだけど……俺は兵隊なんかになる気はないぞ。って言うか、なんでテーマパークで兵隊に？」

「どこのテーマパークにもあるでしょ。ミッションクリア系のアトラクション。それと同じだよ。ただ本当に戦うだけ」

「それ、アトラクションって言わないだろ！　いったい誰が、そんな事させてんだよ」

「知らない。ビゲートピアで一番偉い人なら、園長さんみたいな人じゃないの？」

「知らないのかよ？」

「アトラクションで遊ぶ時、そんな事、気にしないでしょ」

「そんな事、ってなあ……！」

「とりあえずお兄ちゃん、Ｄクラスよりましだよ、最低レベルの補給兵として工場で働くよりはね。ビゲート学院に入れて貰もらえない人達よりはもっとまし。ここにいると安全だし食べ物もあるもん。一いつ緒しよにいてくれるでしょ、お兄ちゃん？　心奈ずっと一人ぼっちだったの」

「おまえはどうやって、ここまで来たんだ？」

「二年前に、ロボットが探しに来てくれたの」

「探しに？」

「うん。心奈、フライトファイターの上位ランカーだから、スカウトされたんだ」

　静矢は愕然とした。まさか、ただの無料オンラインゲームだとばかり思っていたビゲームが、そんなデータを集め、活用していたとは……！

「お兄ちゃん、もう心奈の側からいなくならないで。心奈ずっと寂さびしかったんだから……一緒にいてくれるって、約束して」

　濡ぬれた瞳ひとみから、こらえきれなくなって涙なみだが落ちる。

　自分以上に、幼い彼女は辛つらい思いをしたに違ちがいない。スカウトのロボットが来るまで、無情な荒野で幼い心奈がどんな辛い目に遭あってきたのだろう……と考えると、胸が痛くなった。

　ルシャナたちが攻こう撃げきしてきたあの日、仏生山駅ではぐれたきりの心奈。あの時はぐれなければ、一人で心細い思いをさせる事もなかったのに……と思うと、心奈が可哀かわい想そうで申し訳なくなって、静矢は思わず彼女をぎゅっと抱だきしめていた。

「……ごめんな、苦労かけたな」

　静矢の胸は三年間の荒野での生活で鍛きたえられて、昔とは比べ物にならないほど、細いけれども固く引き締しまっていた。まるで心奈を守る鎧よろいのように固く、けれども温かく、包つつみ込んでくる。心奈は、静矢の腕うでの中に自分が溶とけていくような心地良さを感じていた。

「お兄ちゃん。会いたかったよ」

　三年ぶりに、戻もどってきた場所。ずっとこのまま、こうしていたい……という心奈の願いは、無機質なブザー音によってあっけなく裂さかれてしまった。

『モーションレベル・イエロー。警告です、すぐに離れてください』

「あ……いっけない！」

　心奈は慌あわてて、静矢の胸を突つき飛とばすようにして離れる。すぐにブザー音は鎮まった。静矢は不審そうに、首を傾げる。

「何の警報だ？」

「人が必要以上にくっつくと、いつも警報が鳴るの。防犯カメラのモーションサーチ機能で……お兄ちゃんも規則違い反はんには気をつけてね、でないと処罰されちゃうから」

「処罰って、何されるんだ？」

「心奈はね、ほんとは、敵性少女を捕とらえるのが任務だから、追つい撃げきを最優先しなくちゃいけなかったんだ。けど、お兄ちゃんとチャックを助けるために敵性少女を深追いしなかったから、処しよ罰ばつされたの」

「ひどい事でもされるのか」

「あ、でもあたしＡＡＡだから、反省文書いただけ。それよりお兄ちゃん、おなかすいてない？　心奈、ごはん作ってあげる」

　心奈はポケットから小さな箱を取りだした。ホットケーキミックス……と書いてある。

「ほんとはごはんは、全食給食なんだけど……お兄ちゃん、怪我けがして今日は安静だから、給食食べられないもんね。工場から分けてもらってきたんだ」

「工場って、あそこに並んでるやつか？」

「そう。ここでは、工場で作った野菜や人造肉を、栄養価をきちんと計算して給食にしてるんだよ。赤色ＬＥＤの光と水耕栽さい培ばいで、棚たなみたいな場所で育ててるんだって」

　心奈は部屋についている水道から水を出し、水を飲むためのカップの中でホットケーキミックスを、スプーンで混ぜて溶かし始める。

「このカップケーキ、静しず香かおばさんが作ってくれたんだよね。特別なお客さんが来るから、大好物だから作ってあげなきゃって言ってたの覚えてるよ……お兄ちゃんと一緒に、仏生山公園の噴水の所で食べたよね」

「だからおまえ、よく覚えているな。俺、全然記憶にないぜ」

「こういう事って、女の子の方が記憶力いいんだよ」

　ホットケーキミックスを水で溶いたら、すぐにプツプツと泡あわが沸わいてくる。心奈はそれを、壁かべに取りつけられた電子レンジの中に入れた。すぐに、プウーッとふくらんできて、甘あまい香かおりが部屋の中にただよう。

「クウン、クウン」

　チャックが鼻をヒクヒクさせ、物欲しげに心奈の足元をうろついた。静矢もその匂においをかいで、微妙に記き憶おくが蘇よみがえって来たような気がする。台所で、清潔な真っ白いエプロン姿でぱたぱたと忙しく立ち働きながら、カップケーキを作っていた母の事……しかし、せっかく思い出した記憶も、母は後姿でしかない。

（そうか。俺、いつも母さんの背中しか見てなかったんだ……）

　静矢はため息をつく。母はいつも忙しかった。その背中しか、見る事はできなかった。顔や表情を思い出せなくて、胸が辛くなる。永遠に、母の顔は思い出せないのかと思って、胸がつぶれそうだった。

　電子レンジが、チーンと音を立てた。ふわふわに膨ふくらんだカップケーキを、心奈はジャケットの袖そでに手を入れて鍋なべつかみ状態にし、レンジから引っ張り出す。

「あちちちち。はい、できたよ、お兄ちゃん」

　心奈はサイドテーブルの上にカップケーキを置き、手でちぎって、静矢の目の前に持ってきた。

「食べさせてあげる。アーンってして」

「い、いいよ。自分で食えるから」

　静矢は戸と惑まどって、逃にげるように背をそらす。いくら幼なじみといっても、心奈はもう昔のような子供ではない。中身は子供のままだったが、少なくとも外見は、すっかり美しい少女に変へん貌ぼうを遂とげている。そんな気持ちを心奈は察し、面白そうにニヤッと笑った。

「お兄ちゃん、照れてるぅ」

「だ、誰がおまえなんかに照れるか！」

「キャハハ、照れてる照れてる！」

　心奈は子供っぽく声を立てて笑いながら、静矢に抱きついた。

「わ！」

　静矢はバランスを崩くずして、ベッドの上に倒たおされてしまう。転げ落ちたカップケーキに、チャックがハグハグとかぶりついた。

　心奈は静矢の胸の上にうつぶせになっていた。柔やわらかな胸の膨らみが、そしてその弾だん力りよくが静矢の胸板に押し当てられている。心奈の体は、マシュマロのように柔らかい。静矢はこの状じよう況きようにどう対処すれば良いのかわからず、固まってしまった。二人がくっついた事をセンサーが察知して、警報が鳴る。

「あっ、いけない！　お兄ちゃん、怪我してるのに！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　心奈はベッドの上に手をついて上半身を静矢から離はなし、心配そうに顔を見下ろしてきた。サラサラしたツーテールヘアが垂れ、静矢の鼻をくすぐってこそばゆい。

「だ、大丈夫だから、どけよ！」

　静矢は真っ赤になって、心奈から離れる。

「謝ったのに、そんなに怒おこる事ないじゃん」

　心奈はすねて、下した唇くちびるを突つき出す。せっかく綺き麗れいな顔をしているのに、幼よう稚ちな表情だ。幼い頃そのままである。

（こいつ、中身は全然成長していないんだな。ほんとマジで……ちっとも）

「ふんだ！　心奈だって、お兄ちゃんなんか、大っ嫌いだもん！　べー！」

　心奈は完全にすねて、部屋を出て行ってしまった。

（あいつ、体は大きくなっても、やっぱガキだよな……あんなガキが、敵性少女と戦ってるのか？　大人は何してんだ？）

　静矢は、廊ろう下かの窓から外を見る。日が落ち、夜になっていた。それでもビゲートピアにはあかあかと灯りが点いている。

　風力発電だけでは、これだけのエネルギーを賄まかなえない。ガソリンスタンドの備び蓄ちくを買いあさるにしても限りがある。外国から輸入できる状態ではないし、日本には資源が無い。

　ではいったいどこから、これだけのエネルギーを持って来ているのだろうか。静矢の胸に、疑問が渦うず巻まいていた。
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　結局、この妙みような都市の事が気になって、翌朝まで少しうつらうつらしたぐらいで、ほとんど寝やすめなかった。それでも六時になると、ベッドから目覚まし時計の音が聞こえる。

「うーん……あと五分……」

　静矢は枕まくらに抱だきつきながら、身をもぞもぞさせる。するとベッドの背が自動的にせり上がって、強制的に起こされた。

『おはようございます、呉羽静矢様。お迎むかえにまいりました、身支度を整え、制服にお着き替がえください』

　扉とびらが開いて、乗り物ライド型のロボットが入ってきた。テレビでビゲートピアの特集を組んでいた時に、見た事がある。園内案内用の自走車である。

（やっぱり、テーマパークのアトラクションの中にいるような気分だな……）

　現実離れした違和感は強くなる一方だったが、取りあえず様子を見ようと思い、静矢は顔を洗って歯を磨みがき、制服に着き替がえた。着てみると、学校の制服のようでもあるが、やはりかなり軍服風で、特に膨らんだズボンのデザインが特とく徴ちよう的てきだ。

（このデザインも、ビゲームの中で見た事があるなあ。コスプレでもしてるような気分になるけど、ここではこれが現実って事か……）

　乗り物ライドに乗り、静矢は南一五分ぶん棟とうのエレベーターで五十八階まで下りる。百階建ての建物なので、エレベーターも何十基もある。

　五十八階で降りると、ざわざわした物音が耳に飛とび込んできて、静矢は胸がキューンとした。三年の間、遠ざかっていた学校の物音……それまで毎日触ふれ合っていたので当たり前だと思っていた日常、だが永遠に失われてしまった日常が、そこに広がっていた。

　朝のホームルームの前の時間……長い廊下の片側に教室のドアが並び、もう片方には窓が並んでいる。静矢と同じぐらいの年ねん齢れいの少年少女たちが、さんざめきながら廊下を行き来している。

　学校に見える。だがどこかに、学園ものオンラインゲームをプレイしているような嘘臭さも感じる。

（どこまで行っても、ここはバーチャルプレイなのか？　俺はただ、ビゲートピアの中のアトラクションで遊んでるだけなのか？　だとしたら、誰がこの場所を提供して遊ばせてくれている？）

『教科書などは教室に用意してあります。この建物の中からは、命令が下るまで出る事はできません』

　乗り物ライドは静矢を、教室の前で下ろした。学徒兵級Ｃ７クラス……そこには机と椅い子すが五十個ほど並んでいた。静矢が入ってくると、あちこちで立ってダベっていたクラスの少年少女が好こう奇きの目を向ける。

「君、新入生。こっちよ」

　ボブカットが大人っぽく真ま面じ目めそうな、委員タイプの少女が、静矢を席に案内する。

　ロボットは、席まで静矢を案内すると、そのまま出て行ってしまう。机の引き出しを開けると、小さくて分厚い電子手帳がひとつ入っているきりだ。尋ねる前に、少女が話し出した。

「ブックレットは充じゆう電でんしてないから動かないわ。コンピューターは、そういう気き働ばたらきといったような、細かい状じよう況きよう判断が苦手なの。私のバッテリーパック、貸してあげる。朝の給食の後、一時間目は電子兵法概がい論ろんよ」

　少女はそう言うと、わざわざ電子手帳にバッテリーパックを入れてくれたりして、ずいぶんフレンドリーだ。静矢は尋たずねてみる。

「あの……君」

「御み法のり律り花か。委員長代理よ、よろしくね」

「俺は呉羽静矢……ここって、何なんだ？」

「ビゲートピアよ。ごらんの通り」

　あまりにも軽い答えに、静矢は肩かたすかしを食らう。

「俺が知ってるビゲートピアは遊園地みたいなのだったぞ？　ここは、まるで要塞じゃないか。しかも敵性少女と戦っている……」

「何かおかしいかしら？　そういうアトラクション……という事でいいのではないの？」

「学徒兵とか呼ばれて、自分に命令しているのが誰かも判らないまま、気にしないでいられるかよ！」

「シューティングゲームをする時、なぜ自分が敵と戦うのか考える人がいるかしら？」

　律り花かはクールに答える。

　その時、教室の前にある大きなモニターがパッと点いた。律花はすっぱりと話を切り上げて、素早く自分の席に戻もどる。

　三年前の時代ならば、学級崩ほう壊かいが叫さけばれて久しく、席に着かなかったり私語をしたり、携けい帯たい電話やゲームで遊んだり音楽を聴きいたりという生徒は珍めずらしくなかった。それに比べると、このビゲート学院の生徒達はずいぶんとお行ぎよう儀ぎが良い。

（……あれ？　空席がある）

　静矢は、きっちりと並んだ机の中に二つ隣となり合って、主のいない席を見つける。隣となりにいる男子に聞いてみた。

「なあ。あそこって、誰か休んでるのか？」

「シッ！　私語は禁止だ、新入り」

　男子は、極きよく端たんなほど神経質な反応を見せる。まじめにも程がある、というより少し異常なレベルである。

　教室の前には教きよう卓たくも無く教師もおらず、ただサテライト予備校のように、モニターがあるだけだ。叱しかる教師がいなくても、全員まじめに着席している。

『学徒兵の諸君、朝の給食の時間です。イチゴジャムはパンに塗ぬり、コーヒーポーションを牛乳に入れなさい』

　モニターに、給食の写真が映る。プラスチックのトレイの上に、パンとジャムとブリックパックの牛乳に小さなポーション、という質素なものだ。高校一年生にいちいち食べ方を説明してくれるなんて、親切を通りこしてバカにされているような気がする。

　同時に、モニターの横の柱部分の小さな窓が開いた。柱の中には縦型コンベアが仕し込こまれているらしく、給食が載のったトレイが一つずつ降りてくる。生徒達は並んでそれを受け取り、自分の机で誰とも話さず黙もく々もくと食べ始める。

　静矢もトレイを受け取り、自分の席に着いた。学食のざわめきや、教室で机を合わせて食べる楽しみがいっさい排はい除じよされた、ただエネルギーを得るためだけの食事は、あまりにも味気ない。その上、ジャムをパンに塗る前に少しなめてみた静矢は、思わず眉まゆをひそめた。

「何だっ、この味は？」

　思わずジャムの袋ふくろをトレイの上に投げ捨てる。ジャムは、見た目はおいしそうなイチゴジャムで、袋にも「イチゴジャム」と書いてあるのに、ひどく苦い。ポーションも見た目と蓋ふたの表示はコーヒーだったのに、嗅かぐとハッカのような匂においがした。とても牛乳に入れる気にはなれない。

「何してるんだ、新入り。イチゴジャムをパンに塗って、コーヒーポーションを牛乳に入れるんだよ」

　隣の席の男子が、親切に教えてくれる。静矢は首を横に振ふり、眉をひそめた。

「変な味がするんだ。いたんでるのかな」

「こんなもんじゃないの？」

　と、男子が静矢のジャムとポーションをなめて言う。その答えに、静矢は驚おどろいた。

「こんなもんなはず、あるかよ。どっちも味が違ちがうだろ？」

「だってイチゴジャムって書いてあるし、コーヒー味って書いてるじゃない」

　前の席にいた女子も、振り返ってそう言った。彼らは味覚がおかしいのかもしれないと思い、静矢は議論をやめて、パンを口に運ぶ。すると、後ろの席の男子がきつい口調で静矢を責めた。

「君！　パンにはジャムを塗らなきゃだめじゃないか」

「わざわざまずくして食べる必要も無いだろ。俺はこのままでいいよ」

　そう言って食べ続けようとした静矢のパンを、隣にいた女子が奪うばい取る。

「ジャムを塗らなくちゃいけないの！　そう言われたでしょう？」

　女子は静矢のパンにジャムを塗りたくった。他の男子はポーションを入れる。何かの嫌いやがらせかと感じたが、そうではない。全員、きちんとジャムを塗りポーションを入れて、すごくまずい給食を、黙々と食べている。

　仕方なくパンを一口食べてみたが、やはりまずくて、静矢は口から吐はき出した。

「無理だって。どうやって食ったって俺の勝手だろ？」

「ここでは勝手は許されないの。これはルールなの！」

「だって、どう考えても、イチゴジャムでもコーヒーポーションでもないだろっ？」

　静矢のその言葉を聞いて、教室の中がざわついた。それと同時に、警報が鳴り響ひびく。

　こけしのような体に太い腕が付いた、警備ロボット・ガーディの上位機種らしきセキュリティロボットが四体、廊ろう下かから駆かけこんできて、静矢の腕うでをつかむと、教室から引きずり出した。静矢は驚いて、なすがままになっている。

　自分の席に座ったまま事の次第を見守っていた律り花かは、少しの間は少し静矢を見送っていたが、何事も無かったかのように、パンにジャムを塗り、牛乳にポーションを入れて、食事を始めた。







五章　屋上の三人







　静せい矢やが連れて来られたのは……このビゲートピアに来てから初めて、屋根の無い場所だった。広い屋上で、遮さえぎる物は何も無い。土が敷しきつめられ、雑草がぼうぼうと生えている。数十人の少年少女が、雑草を抜ぬいていた。

　セキュリティロボット達に放り出されて、呆ぼう然ぜんとしている静矢のもとに、一人の少女が草引きの手を休めて近寄ってきた。暑いからか、制服の上着を脱ぬいで腰こしに巻いている。上半身は、体にぴったりしたタンクトップ姿だ。ずっとこの屋上にいるのだろうか、他の少年達に比べてはるかに日焼けしていて、ずいぶんと浅黒い。伸のびた髪かみをさっぱりと後頭部でまとめた髪かみ型がたも、きりりとしている。大きな吊つりあがった目をして、かなり気が強そうだ。

「あたしと同じＣ７クラスの奴やつが来るって聞いてたけど、見た事ない新入りだね」

　彼女のアルトの声は少しハスキーで、男っぽい印象を与あたえた。

「俺と同じクラス……？」

　静矢は、Ｃ７クラスの二つの空席の事を思いだした。少女は静矢に、手をさしのべる。

「琴こと川がわ笙しよう子こよ」

「呉くれ羽は静矢だ」

「あんた、何をやったの？」

「パンにジャムを塗ぬらなかった」

　それを聞いて、笙子は吊りあがった目を細め、ニヤッと笑った。

「ああ……なるほどねえ。そりゃバッチリ『服従再教育』の対象になるはずだ」

「服従再教育？」

「命令に服従できない人間は、ここで服従能力がつくまで、ひたすら草引きをするのさ」

「たかがパンだぞっ？」

「たかがパンとか言ってる時点でアウトだね。ちなみにあたしは、隣となりの席の奴をぶん殴なぐって叩たたきこまれたわけだけど」

　笙子はからかうように笑った。静矢には、さっぱり理解できない。それに、彼らがやっている草引きについても、まるで理解できない。雑草でも抜いているのかと思ったが、よく見てみると、野菜も何も育てている様子はないのだ。

「何のために草引きを？」

「あんた、ほんとバカだね」

　笙子は呆あきれたように言う。出会って三十秒で、初対面の少女にバカ呼ばわりされるとは思ってもみなくて、静矢はムッとした。

「バカはどっちだ！　何も育ててないなら草引きをする必要なんてないだろ、誰がこんなバカな命令してるんだ？」

「ま、そんな事を詮せん索さくしてるようじゃ、ここからは出られそうにないね」

「どういう意味だ？」

「ありのままを、全面的に何も考えずに受け入れろって事。ここではね」

「無条件に服従しろってわけか。ここは独裁国家か？」

「テーマパークだよ。取扱説明書通りに遊べばゲームを楽しめる。疑問を抱いてちゃゲームは進まないのさ」

　笙子が喋しやべっていると、遠くの方にかがんでいた少年が、静矢達に向かって怒ど鳴なった。

「おい、琴川、新入り！　作業をしたまえ。今日中にこの畝うねに、種を植えてしまわなくてはいけないのだぞ！」

　かりかりしながら近づいてきた少年は、眼鏡めがねをかけていて、ずいぶん神経質そうだ。土いじり作業中だというのに、制服をきっちりと型どおりに着き込こんでいるため、暑くて額に玉のような脂あぶら汗あせが浮うかんでいた。笙子は親指で彼を示し、ニヤニヤ笑う。

「ちょうどいい、紹しよう介かいするよ。轟ごう田だ輪りん人と、Ｃ７クラスの委員長」

「ああ。それで御み法のり律り花かが委員長代理って言ってたのか……」

　クラスにあった二つの空席は、この二人の物だったようだ。

「でも、委員長を務めるほどの人間が、どうして再教育に？」

　静矢の何気ない質問が、輪人の逆げき鱗りんにふれたらしい。ピキーンとこめかみに血管が浮かび、輪人の顔から血の気が引く。

「し……新入り。呉羽君と言ったか。ここでは、あれこれと詮索せぬ事だ……！」

「そうそう。委員長って、基本的にはまじめで失敗嫌ぎらいで権けん威い主義者で点取り虫で強きに媚こびる、マニュアル人間なんだけど……」

「琴川。いつか君とは決着をつけよう」

「委員長、ハンドル握にぎると人格変わるんだよ。ドライブシミュレーター実習で、おのれの運転技術を過信するあまり、ナビゲート完全無視するっていう大失態こいたんだよね」

　笙子は輪人の肩かたになれなれしく肘ひじをつく。輪人はその手を振ふり払はらい、ポケットから真っ白いハンカチを取り出して、ゴシゴシと肩をぬぐった。

「控ひかえたまえ、琴川っ！　初対面の人間に、悪い印象を植え込もうとするな！」

「ちなみに、あたしがぶん殴った相手がコイツ」

「とにかく、さっさと作業に戻もどりたまえ！　同じクラスの君達がサボると、委員長の僕までもが、監かん視し不行届きの連帯責任で再教育を延長されてしまうのだぞ！　今までルールを逸いつ脱だつしたことなど無い、この僕が……」

「まじめだけが売りなんだよ、委員長は。まじめだけどＣクラスっていうか、Ｃクラスの実力しかないから、せめてまじめにして点数稼かせぐっていうか。いわゆる、勉強してもトップは取れないけど、その分先生にこびて内申稼ごうとする姑こ息そくな秀しゆう才さいタイプってやつ？」

「琴川……本人を前にして、よくもまあ、それだけずけずけと物を言えるものだな」

　輪人は唇くちびるをピクピクひきつらせながら、必死に冷静さを保とうと努力しつつ、眼鏡を指で押おし上げる。笙子は、あっけらかんとして笑った。

「だって、本人のいない所で聞こえないようにコソコソ言うのって、陰かげ口ぐちになるじゃん？　陰口って良くなくない？　後で陰口叩たたかれてたって人づてに聞くの、ショックでしょ」

「面と向かって言われるのは、別ベクトルでグサグサ来るのだよっ！」

　ドライなまでにサバサバした笙子と、ネバネバ粘ねん着ちやく質な輪人の二人は、かなり相性が悪いらしい。自分がこの場をまとめないと収拾がつきそうにない……と、静矢は感じた。どうして初対面なのに苦労をかけられなくてはならないのかと憤いきどおりを感じつつ、静矢は二人をなだめに入る。
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「まあまあ、喧けん嘩かしてても余計に作業が遅おくれるだけだぞ。委員長……だっけ、手伝うから種くれる？」

「おお……君は何と物わかりの良い好人物なのだ、呉羽君。こっちの、脳がとっちらかった女とは大おお違ちがいだよ。どうやら、君とは親友になれそうな予感がする」

　輪人は静矢の手を両手で握りながら、種たね袋ぶくろを渡わたしてくる。あんまり密着されると、静矢は違い和わ感かんに戸惑う。笙子が顔をしかめ、舌を出した。

「ウゲッ、男同士がベタベタしてキモ！　リバースしそう」

「反転リバース？」

「吐はきそうって意味」

「相変わらず、失礼かつ下品な女だ。無視無視」

　輪人はスコップを手に、種を植え始める。静矢も手伝おうと思い、種袋を見る。いろいろな種類の種が混じっているようだ。

「これ……何の種だ？　いろいろ混じってるってことは野菜じゃないよな、花の種か？」

「雑草の種だよ、呉羽君」

　と、輪人は当然のように答える。静矢は呆あきれて、目をぱちくりした。

「雑草の種を蒔いてるってっ？　何のために！」

「草引きをするために決まっているだろう、君はバカか？」

　静矢の呆ぼう然ぜんとした顔を見て、笙子はクスリと笑う。

「そ、そんな非建設的な事をして何になるんだ？　何のために？」

　静矢はさっぱり理解できず、せっせと種植えにいそしんでいる輪人に尋たずねた。輪人は苦苦しい表情で、静矢をにらんだ。

「命令だからだ。何のため……だとか、そんな余計な事を考える必要は無い。『理由』は、上が決めてくれる」

「上って何だ？」

「ビゲートピアを管理している誰かの事さ」

「誰かって、誰だ？」

「知らんね。別に知る必要があるとも思えないしな」

「誰かも判らない奴に服従するのか？」

「呉羽君。服従とは、ただひたすら信じて全力で命令に従う事なのだよ。疑問を差し挟はさんじゃだめだ」

「委員長、おまえ頭いいんだろ？　こんな意味の無いことしても無む駄だだって思わない？」

「限りなく面白みのない正論を次々と吐いてくれてどうもありがとうよ、呉羽静矢君！」

　輪人はやや切れ気味に静矢の胸ぐらをつかみあげた。メガネの下の神経質そうな目が血走り、口はゆがみ、歯はキリキリと音が立つほど強く食いしばられている。何をそんなに怒おこらなくてはならないのか静矢には解らなかったが、地じ雷らいを踏ふんだ事だけは判った。

「いいか、『何かおかしいな？』とか『それって変じゃない？』とか『って言うかさっぱり訳が解んねー』とか、そんな事をたとえ毎日感じていたとしても、考えたところでどうしようもないのだよ！　僕は、理由なんてどうでもいい。とにかくトラブルを避さけて、好運にも手に入れる事ができた、この安全で平和で食うにも困らない理想郷での生活を、守りたいだけなのだ。面めん倒どう事や厄やつ介かい事に引っかかることなく当たり障りなく！」

「さすが無敵の俗ぞく物ぶつだね。そんなキーキー言ってたら、猿さるみたいな顔がますますサルみたいだ」

　笙子がからかうと、輪人はますます怒いかりに震ふるえる。静矢は顔をしかめ、笙子を注意した。

「おまえ、人の嫌いやがる悪口が、よくもそこまでポンポン口から出てくるな。性格悪いぞ」

　それでも、草引きをしている他の学徒兵達に比べてずいぶん元気な彼らといると、このビゲートピアに来てからずっと続いていた違和感が消えていく。他の学徒兵達は疲つかれ果はてていて、この騒さわぎに目を向ける元気もない。目が死に、心が折れてしまっていた。

　一日の作業が終わっても、彼らは建物に入る事が許されず、屋上に張った一人用テントの中で眠ねむる。与あたえられる食事は自動的に運ばれてきたパンと栄養ドリンクだけ。必要な栄養素は全て入っているそうだが、無理矢理栄養素をつめこんでいるのか、非常にまずい。

　静矢は、小さなテントの中にこもって貧しい食事を摂とっていた。ひどくわびしく感じる。燃料も無い。風ふ呂ろも入れない。冬などどうするのだろう。確かにこんなひどい生活を強いられれば、人間は服従するだろう。なのに笙子は、いかに性格が悪いといえど、仮にもか弱い女の子だというのに、妙みように元気だ。なぜだろう、と静矢は首をかしげる。

　ザアア……と、激しい音が聞こえた。静矢は驚おどろいて、テントから顔を出す。敵性少女の攻こう撃げきか……と思ったのだが、そうではない。にわか雨だった。大おお粒つぶの雨がテントに当たって、激しい音が響ひびく。耳が割れそうだった。一晩中続いたら、とても眠れないだろう。

（まいったな……）

　ビゲートピアに来る前は、雨の日は廃はい墟きよに身を寄せた。屋根が壊こわれかけたような建物でも、テントよりははるかにましだった。せめて雨を遮さえぎる木でもあれば良いのだが、何も無い屋上で完全に吹ふきさらしの状態である。

　激しい雨音の中、低い声が聞こえてきた。歌だ。その音程は完かん璧ぺきで、弦げんが震えるような、澄すみ切った美声だ。テレビに出ている歌手など比べ物にならないほどの、圧あつ倒とう的てきな歌唱力に、静矢は呆然としてしまった。歌は、しっとりとしたバラードだった。





「太陽は東に　星座は西に




さようならとあなたが笑う別れの夜明け

抱だきしめてもとどめられない　すり抜ぬけてく時の砂時計

惑星ほしの命は永ながくとも　人は儚はかなく消える夢

千年の命があったなら　千年愛し合えるのに

ただひととき側にいさせて　暁の光に焼かれて星が消えるまで」






　綺き麗れいな歌だ……だが、聞いた事がない。歌の主を探してテントから顔を出すと、隣となりのテントの外に誰かいるのが見えた。夜になって薄うす暗ぐらく、灯りの無い屋上は真っ暗だ。ビゲートピアの灯りが雲に反射して藤ふじ色いろに光り、その明るさのおかげで何とか様子が窺うかがえる。紫むらさき色いろの闇やみの中に、白い物が見えた。目を凝こらした時、それが笙子だと気づいた。

「わ！」

　静矢はびっくりして、思わず声を上げてしまう。笙子は雨水で体を洗っていた。下着姿でテントの外に出、石せつ鹸けんで髪かみを洗い、気持ち良さそうに歌っていたのだ。笙子は静矢の気配に気づいて、目を向け、明るく笑った。

「ああ、静矢。どうだい、一いつ緒しよに体洗わないか？」

「い、いいよ！」

　静矢は真っ赤になり、テントの中に引きこもる。笙子は石鹸を洗い流しながら言った。

「今洗っておかないと、次にいつ雨が降るか判らないよ」

「って言うか……恥はずかしくないのか？　寒そうだし……」

　静矢はドキドキする胸を押おさえた。サバサバした笙子は、甘あまえん坊ぼうで可愛い心ここ奈なを見慣れた静矢にとって、女の子という認識から外れてはいたのだが……。

「今の歌。聞いた事ないんだけど……」

　心のどこかで、笙子の事をもう少し知りたいと思ったに違ちがいない。自分の意思と関係なく、口がそう笙子にたずねた。引きこもった静矢の耳に、テントごしに、笙子のハスキーな声が聞こえる。

「あたしが作った」

「自作？　すごいな、プロの曲みたいだったぞ」

「音ゲーで鳴らしたからね。絶対音感には自信あるんだ。ビゲームのテーマソングの作曲大賞でも、最終選考まで残った。オタクギーク揃いのビゲートピアでは、Ｃクラスにしかなれなかったけどね」

　静矢のテントのもう一方の隣は、輪人だ。静矢の声を聞いてテントから顔を出し、笙子に向かって怒ど鳴なっている。

「また雨水で体を洗っているのか、はしたないぞ琴川！　恥はじを知りたまえ、恥を！」

「ふん。見たいなら見たいって言えば？」

　軽い笙子の返しに、輪人はぐっとうめき声を立てる。笙子は冗じよう談だんで言ったのだが、くそまじめな輪人はまともに取ったようだ。

「だ……誰が君のようなあばずれに、異性としての興味など抱くものかっ！」

　いきなりトップギアまで加速したキレっぷりと、その前に一呼吸あいた静せい寂じやくが、輪人の本心を何よりも雄ゆう弁べんに物語っていた。

「それから下手な歌はやめたまえ、睡すい眠みん妨ぼう害がいだ！」

「下手な歌、だぁ？」

　笙子の声が険しくなる。余よ裕ゆうしゃくしゃくで、飄ひよう々ひようとしたイメージのある笙子にしては意外な反応だ、と静矢は思った。

「テメエ、何言ってもいいけどあたしの歌の悪口だけは言うな！　その口引き裂さくぞ！」

「うわああ、やめろっ！」

　ドタバタドタッ、と激しい音がする。笙子が輪人をテントごとひっくり返したのだ。静矢は慌あわててテントから飛びだす。笙子は輪人に馬乗りになって殴なぐっている。警報が鳴り響ひびいていたが、関わり合いになりたくないのか、他のテントからは誰も出てこない。

「や、やめたまえ、接近しすぎで警報が……再教育がまた長くなるぞ！」

「知った事かよ！　喧けん嘩か両成敗で、再教育はお互たがい様だ！」

「おい、やめろよっ！」

　静矢は二人の間に割って入った。警報の音が大きくなる。輪人は笙子から離はなれて逃にげながら、静矢に警告する。

「て、手を出すのはやめたまえ。君まで接近警報無視で、再教育期間を延のばされるぞ」

「人の喧嘩を見て、見ぬ振ふりできるかよ。おまえもキレすぎだぞ、琴川」

　静矢に冷静にたしなめられて、笙子は顔を赤くし、ムッとする。

「だって、あたしの歌を悪く言うからだ！」

「自分で自信があれば、他人に何を言われたって平気だろ。過か剰じよう反応するのは、自信が無いからだ。自分自身で心の底からいいと思ってない歌なら、他人の心だって動かせないんじゃないか？」

「し、知ったような事……！」

「それ、いい歌だぜ。曲も詞も声も」

　静矢は雨に打たれながら、淡たん々たんと言う。笙子は呆ぼう然ぜんとして、ずぶ濡ぬれのまま立ちつくす。

「……ほんとに？」

「ほんとだよ。だからもう少し自信を持って、自分の歌を信じてやれよ。あと、暴力はやめとけ」

　それを聞いて、笙子は照れくさそうに、ちょっとばつが悪そうな顔で鼻の頭を掻かく。

「そ、そう？　イエスマンの言う事は信用できないけど、パンにジャム塗ぬらない奴やつがいいって言うなら、自信持てるかもな」

　笙子はちょっときつめの顔立ちだが、笑うと意外に可愛らしい。

「では、続けて二番」

「続きあるのか？」

「うん。十五番まで」

「皆みな、昼間の作業で疲つかれているのだからやめたまえ！」

　輪人がテントに戻もどりながら言った。今度の意見は正論だ。そのせいか、笙子は黙りこんだ。ムチャクチャなようでも、まともな事を言われれば聞くだけの常識はあるようだ。かなりムッとしてはいたが。

　笙子はそのまま、ふてくされて体を洗いつづける。テントの入り口を閉めようとした輪人に、静矢は声をかけた。

「委員長、大だい丈じよう夫ぶだったか？　……って、大丈夫だろうけど」

「だろうけど、って何だね」

「相手が女の子だから、反はん撃げきしなかっただけだろ？」

　静矢に指し摘てきされて、輪人はカッと顔を赤くする。

「あ、あのアバズレのどこが女の子だ！」

「だって割って入った俺に『助けてくれ』じゃなく『手を出すな』って言っただろ。自分に余裕が無きゃ、そんな台詞出ないぜ。委員長、けっこう男らしいんじゃん」

「勘かん違ちがいするな、呉羽君！　いいか、女の子というものは、あんなガサツな生物とは違ちがうのだ。あくまでも、小さくか弱く可愛らしく、たおやかで可か憐れんで……」

　羅ら列れつしているうちに、輪人はぼんやりと夢見心地になってくる。これは一いつ般ぱん論ろんではなく、何か具体的な例があるようだ……と、静矢は察する。

「委員長。誰か好きな子いるんだろ」

「なっ。ななななな」

　くそまじめな輪人は、真っ赤になってしどろもどろになる。しばらく鯉こいのように口をパクパクしていたが、赤らんだ顔をうつむけ、小さな声でつぶやいた。

「……そ、そうだな。君には教えてやろう、どうやら君は良い奴のようだし。美しいものへの感動を共有するのは、僕にとっても喜ばしい事だ」

　こぶしを口に当て、輪人はコホンと咳せきばらいする。このまじめくさった輪人がどんな女の子を好きなのか、ゴシップ的な興味をひかれて、静矢はワクワクした。輪人は目を閉じ、うっとりした口調で語る。

「ＡＡＡクラスにいるのだよ。機甲巨兵乗りの女の子……ツーテールが愛らしく、澄すみ切きったつぶらな瞳ひとみは汚けがれを知らず、まさに国民的美少女と呼ぶに相応しい」

「ツーテール」

　どきん、と静矢は心臓が止まりそうになる。

「それはもしかして……南みなみ野の心奈？」

「ほう、君ももう目をつけていたのか。さすがなかなか目が高い」

　輪人はあごを撫で、下目づかいに静矢を見つめる。

「このブタ箱以下の地じ獄ごくの中、僕と同じ高こう尚しような美的感覚を持った人間と彼女の美について語り合えるとは、思ってもいなかったよ」

「いや。美的感覚の問題じゃなくて……」

「身分が違うので、ＡＡＡクラスのフロアには入れないが、たまに通路の先に垣かい間ま見みえる彼女は本当に愛らしく麗うるわしく。しかもＡＡＡクラスの天才少女ときている。才さい色しよく兼けん備びという言葉は彼女のために存在するのだ。僕には夢がある、さっさと再教育を切り上げてこのブタ箱を出、昇しよう級きゆう試験を受けまくってランクを上げてゆき、彼女と同じＡＡＡ級学徒兵になるのだよ！」

　輪人は拳こぶしを握にぎり、力んで言い切った。静矢は何と答えていいのかためらい、中ちゆう途と半はん端ぱな笑みを浮うかべている。その引きつったような笑みを見て、輪人は厳しい目でにらみつけた。

「何だ、その目は！」

「い、いやいやいや。別に何も……」

「無理だと思ってるんだな、そうだろう！　だが、たとえＣクラスでも、努力すればＡＡＡを目指す事も不可能ではないのだよ。規定ゲームで、高得点さえ叩たたきだせば良いのだ。そのため僕は毎夜毎夜、自室で腕うでを磨みがいて努力していたのだよ。だが、ここにいる限りそれすらもできない。だから、再教育が早く終わるよう、君に協力して欲しいのだよ、呉羽君！」

　協力はもちろん惜おしまない。けれども冷れい淡たんに見える輪人が、そんなにも熱い思いを心奈に向けていたとは、意外で仕方がなかった。静矢にとっては、小さい頃ころから変わらない空気のような存在、心奈……その彼女に、武たけ弘ひろにせよ輪人にせよ、激しく熱い思いを寄せている。それが何だか、胸がざわざわするような、妙みような気分だった。




　半月ほど、静矢は屋上で草引きをして過ごした。

　そんなある日、いつもカリカリしている輪人が珍めずらしく、ほくほくした笑顔を浮かべながら、草引きをしていた静矢達の元にやってきた。

「仕事もせずにどこに行ってたんだ、委員長？」

「ついにあんたも諦あきらめて、サボる事にしたわけ？　ニヤニヤして気持ち悪いんだけど」

　静矢と笙子に声をかけられて、輪人は一際、にやあっと口角を引き上げる。

「喜びたまえ、わがＣ７クラス再教育組三名に、再試験として任務が与あたえられた！　この任務に成功すれば、元のクラスに帰れるのだ！」

　輪人は両手を上げてバンザイしている。その浮かれようが、静矢は少し心配だ。

「任務って？」

「通信用の中ちゆう継けいアンテナの設置だ。指定の場所にアンテナを持って行くだけで終わる。午後にコンピューターから計画についての詳くわしい説明があり、明朝出発だ。くれぐれも僕の足を引っ張らないでくれたまえよ、特に琴川！」

　輪人は笙子をビシッと指さす。「名指しっすか」笙子はムッとして、下唇を突き出すような少々やさぐれた表情を作り、輪人をにらんだ。




　そして、翌日。荒こう野やの南にぎらぎらと太陽が光っていた。

　正午、真昼である。太陽は空に熱線を貼はりつけたかのように暑く、道無き荒野の道はじりじりと焼かれて、たちまち表面温度五十℃ぐらいになっていた。

　その中を、一台のジープが疾しつ走そうしている。運転席に輪人、助手席に笙子、後部座席に静矢と直径一メートルほどのパラボラアンテナが入ったカプセルが載のっている。カプセルが四つに分かれて花のように開くと、内側に貼られた太陽電池が光を受ける仕組みだ。

　静矢は座席の上に置いた、支給品の銃じゆうに視線を落とす。接近戦のためのハンドガンは三人分、ガンシューティングゲームで成績が良かった静矢にはライフルも支給されていた。どちらも、現実味の無い、ゲームのガンコントローラーのようなデザインをしている。

「いきなり銃を渡わたされても、操作法も教えられてないじゃないか。どうするんだ」

　輪人はハンドルを握りながら、眉まゆをひそめる。助手席の笙子がハンドガンをためつすがめつしながら「ああ」と言った。

「これ、ゲーセンにあった！　『シムコップ』のハンドガンじゃない？」

「やった事あるのか、琴川？」

　静矢が、ちょっと嬉しそうに尋ねる。シムコップは、一番好きだったゲームだ。

「ううん。音ゲーの筐きよう体たいの隣となりにあったから知ってるだけ」

「そうなんだよな。面白いのにけっこう巷ちまたではマイナーゲーム扱いされてて、ガンシューマニア御用達っぽかったからな……」

　静矢はがっかりしながら、ハンドガンを手に、説明する。

「これはシムコップで、一番最初に持ってる『ウルフファング』から、バッジ三つ集めてレベルアップする『ブルホーン』って銃だ。三十八口径、マガジン弾数十二、発射初速が秒速六百メートルで、トリガープルフォースは三キログラム。安全装置は二段式の安全設計。長ちよう距きよ離り射しや撃げき向きの長銃身で、ルガー・ランゲラウフ仕様の仰ぎよう角かく計がくっついてる初心者用」

「詳しすぎ！」

「ガンシューは得意だったんだよ。こっちのスナイパーライフルは、後半の方で登場して俺がエンディングまで愛用してた『イーグルシューター』だ」

　静矢はライフルにスコープをつけ、走っているジープから外の景色に狙ねらいを定める。

「よく再現されているなあ！　って言うかゲーム内の３Ｄデータから立体プリンターで原型を起こしてるんだろうな。スナイパースコープのてっぺんにカプセル式の水準器が載ってるこのデザイン、ゲームそのものだ。細かいギミックもゲームに忠実だし……そうそう、夜間でもＯＫなように、水準器の下にブラックライトが仕し込こんであって、水準器の中の蛍けい光こう液が光るんだ。いいなぁ、夜にならないかな？」

　ハンドルを握っている輪人は、青ざめてブルブル震ふるえている。

「よ、夜になる前に戻もどるに決まっているだろう！　そのつもりで、夜営や夜間戦闘用の装備は持たされていないのだ。それに、夜中に安全なビゲートピアを離れて、野盗にでも襲おそわれたらどうする！」

「襲われたら、その時はその時さ」

　笙子が軽く言った。輪人はブルルッとすくみ上がる。

「何だ、そのいいかげんな態度は！　確かに君の場合、襲われる心配は無いだろうが」

　嫌いや味みにカチンと来た笙子は、輪人の首を横から絞しめる。

「野盗が襲う前にあたしが襲ってやる！」

「ぐええ」

「やめろ琴川！　委員長しか運転できないんだぞ！」

　相性最悪の二人をうまく制せい御ぎよしながら、無事任務を終えてビゲートピアに帰れるのだろうか……静矢の胃はキリキリと痛む。灼しやく熱ねつの地面の上を走るタイヤは焼けて、ゴムの匂においをぷんぷんと振ふりまいていた。




　静矢たちが大地の上を走っているころ……はるか高空では機甲武装した敵性少女、ビ＝ルシャナとアッ＝シュラが飛行中だった。

　二人は雲のすぐ上を飛んでいる。白い雲の上に影かげが映り、その影に虹にじ色いろの輪がかかって、菩ぼ薩さつの背輪のように見えた。高速飛行する二人が生み出す前方の衝しよう撃げき波で、雲の表面が沸わき立たち、ジッパーを開くようにＶ字に避さけていく。シュラは邪じや悪あくな笑みを浮うかべて、ルシャナに声をかけた。

「ルシャナ。機き甲こう衣いの動作不良はもう直ったのか？」

　ルシャナはちらっとシュラを一いち瞥べつしたが、何も答えなかった。シュラは飛びながらルシャナに近づいて、さらに意地悪く言う。

「油ゆ井せいの爆発に巻き込まれるとは、注意が足りないのではないか。ビゲートピアを陥とさねばならぬこの時期に」

「黙だまるがいい、シュラ。計画は成功に向かって確実に進行している」

　ルシャナがようやく、無表情のまま口を開いた。シュラはニヤニヤ笑う。

「ふん。本当は反撃を食らったのではないのか？」

　シュラは鼻で笑った。ルシャナは無表情のまま、彼女の頭に向かって拳こぶしを差し出す。手の甲こうの部分に仕込まれた銃の銃口が開いた。

「私が虚偽の報告をしていると言うのか？」

　シュラはわずかに怯えながらも、賭けに出るように、歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「また脅おどしか？　よほど何か隠し立てしたい事でもあるようだな？　えぇ、ルシャナ？」

「軍規粛しゆく清せいのため、上官に逆らう部下は、射殺して良い事になっている」

「そんなハッタリがいつまでも効くと思うな。隠しても判っている、おまえは何度か人間に敗けているのだろう！　と言う事は、おまえは機甲巨兵……あの古ふる臭くさい機械人形に負ける程度の戦力でしかないというわけだ。ならば実力は私の方が上、つまり私がおまえの上司であるべきだ。ここで証明してやろうか？」

　シュラは羽根を大きく広げてホバリングし、両手の赤い爪つめを伸のばして身構える。自分の強さに自信があるのだろう。しかし、ルシャナは冷ややかに無視する。

「ここで遊んでいる暇ひまは無い。私はターゲット三〇五に向かう。おまえは三〇六を叩たたけ」

「私に敗けるから怖いのか？」

「……八つ裂きにされてから、己の軽口を後悔しても遅いという事を覚えておけ。シュラ」

　ルシャナはシュラにそう言って、体を少し傾かたむけると、雲の中に斜ななめに切り込んでいくように降下した。

　しばらくの間、シュラは呆然としていた。やがて、自分が震えていた事に気付いた。ルシャナにひとにらみされただけで、その眼光に射すくめられてしまったのだ。その事が悔しくて、シュラは悔くやしげに舌打ちし、

「この任務が終われば……決着をつけてやるぞ、ルシャナ。最も強い者が兵へいと大義を任されるのだ、それはこの私だ！」

　と、射い貫ぬくような視線を地上に向けて、つぶやいた。




　ルシャナは荒こう野やに向かってぐんぐんと降下していく。ふと、耳の奥おくでキーンと小さな警告音が聞こえた。髪かみ飾かざりのような機甲パーツの中に組み込まれたセンサーによるものだ。

（……近くに動く物が？）

　ルシャナは地上に目を下ろす。機甲パーツから、磁力を利用して遠えん隔かく的に脳内に起電流を作る事で、コンピューターと脳を連れん携けいしているのだ。彼女の目には、まるで戦せん闘とう機きのコクピットにいるかのように、実際の視覚画像と、コンピューターによる画像が同時に映っている。

　レーダーに導かれてあちこち見回すと、視界に赤い四角が現れた。その四角部分をどんどん拡大していくと、ジープに乗って走っている静矢が見えた。

（……あの『少年』だ！）

　ルシャナは吸い寄せられるように、静矢の方へ飛んで行く。

（シュラは私を疑っている。今日こそは奴を消さねば……私が過去、誤って奴を野に放った事を知られる前に！）

　ジープの上で、ルシャナの接近に最初に気づいたのは笙子だった。ハッと顔を上げ、虚こ空くうを指差す。

「敵性少女だ！　一人来る！」

「敵性少女？　どこにいるんだ」

　静矢がライフルにスコープを着け、目を凝こらすが、見当たらない。

「まだ見えない。けど、敵性少女のエンジン音がはっきり聞こえる」

「て、敵性少女と言い切れるのか？　いいかげんな事を言うなよ！」

　輪人はかなりびくついている。しかし笙子は、無情に首を横に振った。

「間違いないよ。敵性少女の駆く動どうエンジン音はラの音だから」

「ラ？」

「そして、まっすぐこっちに向かってる」

　笙子は目を閉じ、耳を澄すます。静矢は空を見上げたが、全く敵性少女の姿は見えない。

「こっちに向かってるって……それはどうしてわかるんだ？」

「エンジン音が、一オクターブ上のラになってるからさ」

「一オクターブ上？」

「周波数が倍って事、ドップラー効果ってやつさ。ドップラー効果で一オクターブ高い音に聞こえるって事は、敵は秒速百七十メートルでこちらに近づいてるって事になるんだ」

　静矢は、ごくりと息を飲んだ。輪人はハンドルを握にぎりながら、憎にく々にくしげに言う。

「そんなに耳がいいのに、口が悪いのはなぜだろうな」

「そこ絡からむ所じゃないぞ、委員長。秒速百七十メートルか……敵性少女、墜おとせるかも」

　静矢は虚空に銃じゆうを向け、口の中で計算式をつぶやく。

「敵は秒速百七十。イーグルシューターの初速が秒速八百五十。って事は……偏へん角かく十一・五度か」

「何をブツブツ言っているんだ、呉羽君」

「俺の母方のひいじいちゃんは第二次世界大戦中、戦せん艦かんの砲ほう手しゆだったらしい。三人組で、敵機の計測・計算尺での偏角計算・砲の発射、って分業してたんだそうだ。要するに、動く敵はそうやって撃うてばいいってことさ」

　その瞬しゆん間かん、ルシャナがジープの上空を飛とび抜ぬけながら、フゥオオオオンッ、とハウリング攻こう撃げきを放った。笙子は耳を塞ふさいだが、静矢は冷静に、ルシャナが飛ぶ方向より十一・五度先に銃口を向け、引き金を引く。弾だん丸がんは高速飛行するルシャナに見事に命中し、鋼鉄の羽根がバッと散った。輪人は声を引きつらせた。

「ほ……ほんとうに敵性少女だっ！」

「すごいよ静矢、あんな速い的に当たるなんて！」

　笙子は信じられず、目を丸くする。静矢は愕がく然ぜんとして、高空に逃げた少女の影かげを追う。

（ルシャナか！　母さんを殺し、全てを破は壊かいしたおまえを、今度こそしとめてみせる……！）

　静矢はライフルをかまえる。ルシャナが再び戻もどって来て、舞まうように腕うでを振ふり上げ、かまいたちを放った。輪人はアクセルを踏ふみっぱなしでハンドルをギュルギュル回す。白茶けた土つち埃ぼこりを上げてジープがコマのようにドリフトし、かまいたちをたくみに避さけた。

「わああ！」

　遠心力で振り回されて、静矢はジープの扉とびらにぶち当たり、笙子も座席にしがみつく。振り落おとされないようにするだけで必死だ。かまいたちは乾かわいた地面を切り裂さき、数十メートルの高さまで土砂を噴ふき上げた。

「何してるんだ、委員長！　運転が乱暴すぎ……」

　不平を叫さけんだ静矢は、ハッと気づいた。ハンドルを握る輪人が変へん貌ぼうし、目をぎらぎらと光らせながら不敵な笑みを浮うかべているのを。

「見たか、あばずれ！　この僕の車にミサイルを当てようなんて、百万年早いのだ。鏡を見て出直して来るがいいっ！　ヒャハハハハ！」

　高らかに笑いながら輪人は大きくハンドルを回し、ギャギャギャッとドリフトしたり飛び上がったり、アクション映画も顔負けの運転技術を披ひ露ろうする。タイヤ内に発砲シリコンを注入してあるため、どんなに荒っぽい運転をしてもパンクはしないが、車軸シヤフトがギシギシときしんで悲鳴を上げ、タイヤもホイールから外れそうだ。驚おどろいてポカーンとしている静矢は、彼がハンドルを握ると人格が変わる、と言われていた事を思い出した。

「ちょっと落ち着きな、委員長！　そんなに車をいじめまくったら、ビゲートピアに帰る前にスクラップになっちまうぞ！」

「うるさいっ、芸術鑑かん賞しようは静せい寂じやくの中でこそ行われるものだ！　僕の走りに見とれて息をのみ、黙だまりこむがいい！」

　輪人が傲ごう慢まんなことばを放つ。確かに、カーレースで磨みがき上げた腕はなかなかのものだ。乗り心地は最悪だが、ルシャナの攻撃が一発も当たらない。

「あっ、戻ってきた！」

　笙子は、ルシャナの飛行音のトーンがまた上がったのに気づいて、耳に手を当てながら叫んだ。ルシャナはペンほどの大きさの小さなミサイルを放った。ジープのはるか上を飛んでいくミサイルを見て、輪人は笑う。

「どこを狙ねらっているのだ、このボケが！」

　しかし、ルシャナの表情は動かない。ミサイルはジープが走って行く先にある、崩くずれかけたビルに激げき突とつした。ドオンと音を立ててビルは砕くだけ、瓦が礫れきとなって崩れ落ち、ジープの行く手になだれこんできた。

「うわああ！」

　輪人は慌あわててハンドルを切るが、すぐ目の前になだれこんできた瓦礫をかわす余よ裕ゆうは無く、ジープは瓦礫の山に乗り上げた。ジープはゴロゴロッと横転し、全員投げ出される。横転したジープはガリガリと地面を引っかき、激しく土ボコリを上げていた。

　もうもうたる土ボコリの中に、ルシャナが降り立つ。静矢は痛む全身を押おして、身を起こした。ルシャナは、相変わらず無表情で、篭手ガントレツトの銃を静矢に向ける。

「『ゲーム』が少し長引きすぎたようだ。三年前の攻撃を生き延びると思っていなかったのでな……そろそろ幕を引くとしよう」

「丁重に断るぜ！」

　静矢は腰こしに吊つったハンドガンを引き抜いてルシャナを狙う。なかなかの早はや撃うちだったが、引き金を引く前に、静矢の額に、ルシャナの銃の照準を示す赤いレーザービームが、ぴたりと揺ゆるぐ事無くつけられた。

「滅ほろぶがいい、永遠に」

　自分が撃つ前に撃たれる、と静矢は直感した。

　だが、低い一発の砲ほう声せいが、状じよう況きようを逆転させた。バオンッ、と破は裂れつ音おんが響ひびいた次の瞬間、

「あぐ！」

　ルシャナは口から血を吐はき、斜ななめ上からつぶされるように地面に叩たたきつけられる。背には直径十センチはあろうかという砲弾がめりこみ、グシャッとひしゃげて花びらのようになっていた。倒たおれたのは、このせいだろう。あまりに強く地面に叩きつけられたため、ルシャナの周囲の地面がベコッとクレーターのようにひび割れてへこんでいた。

「救きゆう援えんか？」

　輪人は目を輝かがやかせる。だが灰黄色にモヤった硝しよう煙えんがおさまって現れたのは、星条旗を横腹に描えがいた装そう甲こう車しやだった。輪人は、目をぱちくりさせる。

「べ……米軍っ？」

　静矢も驚いた。敵性少女の攻こう撃げきからこちら、在日米軍の姿を見かけた事が無い。各地の基地はことごとく破壊されていたし、援えん軍ぐんが派は遣けんされたという話も聞いていない。日本は世界から見捨てられたとばかり、思っていたのだが……。

　装甲車からは、カーキ色の装備に身を固めた五人の兵士が飛び出してくる。全員、日本人のような顔をしている。静矢は肩かたすかしをくらった。

「あれっ、日本人なのか？　在日米軍の軍備を奪うばって武装した、とか？」

「だよな。米軍が支し援えんに来てくれてたら、いつまでも日本が荒こう野やになってるわけないぜ」

　笙子はがっかりしてつぶやく。五人は微笑ほほえんで、うなずいた。

「さあ、ここはもう大だい丈じよう夫ぶ。お行きなさい、敵性少女は私達が処分しておこう」

　ごつい男ばかりなのに、いやにバカ丁てい寧ねいな口調だ。輪人が、遠えん慮りよがちに口を開く。

「助けていただいたのはありがたいのですが……敵性少女の部品をひとつでも手に入れたらば、兵器開発のため、ビゲートピアに持って帰る決まりになっているのです」

　輪人は倒れているルシャナをジープに運ぼうとして、腕うでを掴つかんだ。と、彼の頭にゴリッと硬かたい物が当てられる。ハンドガンだった。輪人の顔から、サッと血が引く。

「委員長、逃にげろ！」

　静矢が叫さけぶ。が、その時にはもう銃じゆうが撃うたれていた。弾たまが輪人の頬ほおの横を通り過ぎる。一いつ瞬しゆん遅おくれて「パンッ」と乾かわいた銃声が聞こえた。輪人が撃たれた……と、静矢は思った。だが、撃ったはずの男のほうが、額から血を噴ふき上げて倒れたのだ。

「えっ？」

　輪人はぱちぱちっと瞬まばたきする。再び「パンッ」と銃声がして、もう一人が頭を撃ち抜ぬかれた。静矢は、頭を貫かん通つうした傷の角度から、狙そ撃げき者の場所をはじき出す。側にある建物のひとつ……その五階。顔を上げると、鋭するどい目をした若い男がスナイパースコープを覗のぞいてこちらを狙っているのが見えた。輪人は両手を組んで感謝する。

「助かった。今度こそ援軍か！」

「違ちがう、伏ふせろ！」

　静矢は横から彼に飛びかかって伏せさせる。次に放たれた銃弾は、輪人の心臓を貫つらぬく軌き道どうを取っていた。輪人は恐きよう怖ふを感じて、ごくっと息をのむ。静矢は低い声で言った。

「俺達たちを助けてくれたわけじゃない。皆みな殺ごろしにするつもりだぜ」

　残り三人となった兵士らは、五階の狙撃者に向かってマシンガンを撃ちまくる。

「Dereデア! Killキル himヒム!（そこだ、殺せ）！」

　なぜ英語、と静矢は驚おどろく。彼らは日本人ではないのか？

　五階の狙撃者は全身ハチの巣となり、窓ガラスの無い窓から転落する。地面にぶつかった時、ドスン、と重い音が聞こえた。

「You'veユーヴ doneダーン poifectポイフエクト, bruddaブラダー.（完かん璧ぺきだぜ、兄弟）」

　笙子は耳の穴をかっぽじる。音感の良い彼女は、彼らの早口で訛なまった英語も丁寧に聞き分けた。

「東海岸訛りだ」

「東海岸って……アメリカの？」

「日本人が習ったり喋しやべったりする英語は、アメリカ西部の訛りが強い。ってことは、こいつら本物の米兵なのかも」

　静矢は息をのむ。ウェポンシティの男が言っていた、エアピストルなどの武器を流していた上陸軍の話が、思い出された。

　五階から落ちて息絶えた狙撃者は、国産の廉れん価かＴシャツを着ていた。米兵達は、うつぶせに倒れている彼の襟えり首くびを銃の先で引っ張ってみる。首の少し下、肩の所に白い小さな傷きず跡あとが大量に残り、皮が分厚くなって茶色く変色していた。

『やはり……日本人に化けてはいるが、中国軍ゲリラか。こいつら、訓練で煉れん瓦が割りをした傷があるから、すぐ判る』

　えっ、と笙子が再び耳の穴をかっぽじる。

「じゃあ、さっき撃ってきたこいつは中国軍の兵士っ？」

　どの国も支援に来なかったのに、なぜ米軍と中国軍の兵士がここにいるのか、どうしてどちらも日本人に化けているのか。そしてなぜ戦い合っているのか？

（気づいてなかっただけで、実は他にも色々な国家の軍隊が、こっそり日本に上陸してるのか？　公には見捨てたはずの日本に隠かくれて上陸して、いったい何をするつもりなんだ？）

　静矢が軽く混乱を起こしていると、米軍の兵士がハンドガンの銃じゆう口こうを、彼の頭にグリグリとすりつけてきた。

「その敵性少女は我々がいただく。貴様らは死ね、我々が日本に上陸していると、知られるわけには行かないのでな」

　静矢の全身から汗あせが噴ふん出しゆつした。

　引き金が引かれかけた時、突とつ如じよ、太陽のような眩まぶしい光が辺りを覆おおった。マグネシウム閃せん光こう弾だんだ……と静矢は認識したが、そのまま頭が真っ白になってしまい、何もできなくなった。音や光のショックで脳が一時的にショートし、動きを封ふうじられてしまったのだ。

　誰かに手を引かれるのを感じた。下の方から引かれているので、小さな相手だという事がぼんやり解った。

　我に返ったのは、まぶしい光とは正反対の、暗く落ち着いた穴の中に自分がいる事に気づいた時だった。




　そこは、地下鉄のホームのようだった。地下鉄の入り口というものは、路上に塔とう屋おくのような形で地上部分が造られ、夜間などはシャッターが下りるようになっている。果たして来こし方を見ると、ボロボロの瓦が礫れきに埋うもれかけたシャッターが閉まるところだった。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　暗くら闇やみの中に、美しい声が聞こえた。黄金の弦げんをかき鳴らすような、天国の歌を思わせた。静矢達三人は目をこする。閃光弾にくらんだ目は、五分ぐらいでやっと何とか、闇やみに慣れてくれた。

　真っ暗な地下鉄の駅は、敵性少女の攻こう撃げきであちこち崩くずれかけ、壁かべはひび割れている。当然、地下鉄の中だから真っ暗だが、ぽつぽつと床ゆかに置かれたカンテラが静かに燃えて、周囲を照らしていた。

　薄うすぼんやりとした白い光の中に、白い服を着た美しい女性が立っていた。年ねん齢れいは二十歳はたちを超こえたぐらいだろうか。長い黒くろ髪かみの上に白いヴェールをかぶり、聖女のように見える。

　女性の周りには、十歳以下の子供達がわらわらと固まっていた。十人ほどいるだろうか。静矢の手を引いていたのも、その中では年かさの、十二歳ほどの少年だった。

「あなたは？」

　輪人は尋たずねた。静矢は彼女の美しさに、呆ぼう然ぜんとして声も出ない。そんな彼を、笙子はちょっと面白くなさそうな目でにらみつけている。

　女性は、モナリザのような、静かで底知れぬ微び笑しようを浮うかべて答えた。

「マリアです。ご無事で良かった」

「マリアさん、よく助けてくださいました。僕達たちは、任務の途と中ちゆうで……」

「ビゲートピアの方々ですね。選ばれた人達なのですね」

　マリアは、わらわらと周りにいる子供達の頭を、一人一人優しく撫なでた。笙子が、恐る恐る尋ねる。

「あの……全員、あんたが産んだの？」

「いいえ。私は保育士です。夜間保育でこの子達を預かっている時に、攻撃があって……」

「そのまま他人の子を預かってるんだ。偉えらいなあ」

　笙子は目をぱちくりする。静矢も感心して、尊敬の目でマリアを見つめた。

　その時、バラバラバラッ、とトタン屋根に霰あられが打ちつけるような音が鳴った。兵士達が、入り口のシャッターを見つけて銃じゆう撃げきしているのだ。マリアは落ち着いた様子で、電池式のランタンをかかげた。

「みんな、逃にげますよ。手をつないで」
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　マリアは地下鉄のホームへと子供達を誘ゆう導どうする。静矢達がついて行こうとした時、少し離はなれた壁かべ際ぎわに、ルシャナが座りこんでいるのに気づいた。

　背中の傷が重いのか、口から流れる血は止まらず、胸を赤く染めている。その目は、キッと強く静矢を睨にらんでいた。静矢は驚おどろき、思わず立ちすくむ。

「……生きてたのか？　あんな攻撃をくらって……！」

「その機甲衣、すごい衝しよう撃げき吸収材を使ってるんだな」

　笙子は感心する。輪人が青ざめて、首を横に振ふった。

「何のん気な事を言ってるんだ！　生きているんだぞ、いつ反撃されるか判らない！」

「そうだ。放っといたら殺される、こいつらはさんざん人を殺してきたんだ！」

　静矢がライフルを構えて、ルシャナの額に突つきつけた。貫かん通つう力に優れたライフル弾だんを至近距きよ離りから撃うたれては、いかに敵性少女でも助かりはしないだろう。だが、どんなに憎にくい相手でも、その外見はあくまでも「傷ついた美少女」である。それを目の前にして、とても撃つ事はできず、引き金にかけた静矢の指はこわばってしまう。緊きん張ちようして、額からポタポタと汗が落ちている。

　ルシャナは冷ややかな目でその様子を見、他人事のように冷静に言った。

「撃つなら早く撃って逃げるのが賢けん明めいだ。彼らが来たら、おまえ達は全滅だ」

「ぜ、全滅？　なぜ……子供まで？」

「私と同じ理由だ。秘密を知る者は封じねばならぬ……諸外国が日本に上陸しているという事は、公にできぬというわけだ。おかげで我々の攻撃が、有利に運んで来たがな」

　シャッターを撃つ音が地下道に響ひびく。静矢は焦って、振り返る。

「シャッターを撃つ音が低くなってきたぞ、シャッターが薄くなってきたんだ！　早く撃て、静矢。逃げよう！」

　笙子が叫さけんだ。静矢はルシャナに銃を突きつけたまま、躊ちゆう躇ちよして立たち尽つくす。輪人が慌てて、彼を制止した。

「い、いや、待ちたまえ！　生いけ捕どりにした方が手て柄がらになる。ＡＡＡクラス昇級も夢ではない！」

「猛もう獣じゆうと同じ檻おりに入るようなもんだよ。欲張りは長生きできない、静矢、とっとと撃っちまえ！」

　笙子が叫ぶ。ルシャナは底知れぬ、感情をうかがわせない目で静矢をじっと見つめている。

　静矢はなおも躊躇していたが、ふとひらめいて、彼女の喉のど元もとにある、青く透すき通ったボタンを押おした。

「協力してやるぜ、委員長」

　ルシャナはギョッとする。幼い頃ころ、初めてルシャナに会った時に、彼女がこのボタンを押して機甲衣を脱ぬいだのを、静矢は覚えていたのだ。

　果たして子供の頃見たように、彼女の全身を覆おおう金属の鎧よろいは、折り紙細工を解くように広がっていって、最終的に一枚の白い布となった。輪人は驚いて、目をこする。

「形状記き憶おく繊せん維いか！　金属みたいに折れる事も無い素材……丈じよう夫ぶなはずだな。でかした、呉羽君！　機甲武装さえ解けば怖くないぞ、敵性少女といえどただの女の……」

　布に覆われたルシャナの体は、昔見たのと全く変わりなかった。透き通るように白く、闇の中でも光り輝かがやいている。白い体の下に広がった長い銀色の髪かみも、光を放つようだ。傷一つ無い体の、胸の二つのふくらみを、バラの花を置いたかのように赤い血が彩いろどっているのが、ぞっとするほど美しい。どうやら、口から流れた血が零こぼれ落ちたようである。

　薄うす暗ぐらくてよくは見えなかったものの、静矢はその裸ら体たいの美しさに吸い込まれそうに感じた。輪人も真っ赤になって、慌あわてて目をそらし、しどろもどろになる。

「ほ……本当にただの女の子だったとは……」

「デレデレしてるんじゃないよ、委員長！　……たく、こんな奴助けて、どうなっても知らないよ！」

　笙子はイライラして頭を掻きながら、

「静矢、脱ぎな！」

　と、静矢の制服の上着を引っぺがし、裸のルシャナに着せると、彼女の腕を、ズボンのベルトで縛しばり上げた。傷ついているルシャナは、無む駄だな抵てい抗こうはしなかった。傷が深くて、抵抗したくてもできないようだ。

　静矢は布をたたんで、ズボンのポケットに入れた。ルシャナは静矢を、恐おそろしい目でにらんでいる。その目の凄すさまじさに、静矢はぞくっとする。

「私を支配できるつもりか、愚か者ども。私を生かし、虜囚の屈くつ辱じよくを与あたえた事を、後こう悔かいさせてくれる！」

　ついにシャッターが割れ、三人の米兵……といっても日本人にしか見えない……が、飛とび込んできた。

「Killキル demデム!（奴やつらを殺せ！）」

　彼らは相変わらず東海岸訛なまりで叫びながら、視界のきかない闇やみの中へマシンガンを撃ちまくる。静矢はルシャナを肩かたにかついで逃げ出した。ルシャナは自分を担ぐ少年が、荒こう野やでのサバイバルの中で逞たくましく成長していた事に、わずかに驚いたようだった。

『殺せ、逃にがすな！』

　米兵達が恐ろしい声で怒ど鳴なりながら、マシンガンを連射する。

　だが……その時、彼らの背後に何者かが立った。ハッ、と振り返る。

『誰だっ？』

　銃を向けようとしたが、間に合わなかった。機き銃じゆう掃そう射しやを受け、彼らはハチの巣となって倒たおれた。

　そこには数台の装そう甲こう車しやが停まっていた。車体は紺こん色いろで、側部には白地で「ビゲート警備保障」の文字が書かれている。

　警備会社の紺色の制服に身を包んだ警備員達が、マシンガンを手にしていた。倒れている米兵らを、革かわ靴ぐつの先で蹴け飛とばしてひっくり返す。

「侵しん略りやく者どもめ。日本人に偽ぎ装そうして、国際社会の目をくらますつもりだろうが……」

　憎にく々にくしげに言った大おお柄がらな男は、大だい門もん軍造の警備係長をしていた宍しし戸どである。三年の間に数々の修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけ、その顔には無数の傷きず跡あとができていた。彼は部下に鋭するどく命じる。

「こいつらの武器を奪うばえ、糧食レーシヨンも忘れるな。先ほど交戦した中国軍といい、今日一日で見つけた上陸軍は四隊目だ。まさか『あれ』を嗅かぎつけたのか……？」

「係長、奴らが突とつ入にゆうしようとしていたのは地下鉄の駅のようです」

　警備員がシャッターの中を覗のぞき込んで報告する。宍戸は、地下道に入った。

「地下鉄か……」

　まずいな、と宍戸は口の中でつぶやく。

「調べてみるぞ。　五人ついてこい」

「了りよう解かいしました、係長！」

　きびきびと返事をして、警備員達が駅の中に駆かけ込んだ。




　その頃、静矢達はマリアのカンテラに導かれ、地下鉄のトンネルの中を歩いていた。下へ下へと向かう内、ピチャピチャと水音がした。トンネルの天てん井じようから、水が滴したたり落ちている。

「トンネルの岩がん盤ばんが割れて、地下水が溜たまっているのです。おかげで、ここでの生活では水に不自由する事はありません」

　水が溜まった線路の上を進んで行くと、また勾こう配ばいが上がっていった。ふと、笙子は空気を伝わってわずかに響ひびいてくる音に気づき、線路に耳を当てた。静矢が声をかける。

「どうしたんだ、笙子。大だい丈じよう夫ぶか？」

「倒れてるわけじゃない。音を聞いてるんだ」

「音？」

「音は空気中を秒速三百四十メートルで伝わるが、鉄の中は秒速六キロで伝わるんだ。つまり、より遠くの音を聞く事ができるわけさ」

「あいつらが追いかけてきたのか？」

「いや。もう少し人数が多い……」

　その瞬しゆん間かん、銃じゆう口こうから噴ふん出しゆつする赤い火が闇の中、花のようにパパパパッといくつも開いた。一瞬後、「パンッ」「パンッ」という乾かわいた銃声が響き、静矢達を襲おそう。

「くそっ！　委員長、ここは食い止める！」

　静矢はルシャナを輪人に渡わたすと、足を止めて懐かい中ちゆう電灯を天井に向けた。光が蛍けい光こう灯とうの傘かさに反射して、周囲を薄うすぼんやりと照らす中、静矢はライフルを構える。わずかな光に照らされて見えるのは、宍戸達五人。五十メートルほど離はなれていたが、相手は暗視スコープを使っているようで、きっちりと狙ねらってくる。静矢は地下鉄の柱の陰かげに隠かくれた。

「そうか、頑がん張ばりたまえよ！　君の事は決して忘れはしないだろう！」

　輪人はあっさり静矢を見捨て、ルシャナを抱かかえてよろよろしながら逃にげる。ルシャナは軽いのだが、輪人の腕力が無いに等しいせいだ。

「あたしが背負った方が早いんじゃないか？」

　逃げながら笙子が呆れてジト目を向ける。

　静矢は、闇の彼方かなたに向かってどなった。

「撃うつな、こちらは民間人だ！　おまえたちは何者だっ？」

「その声……まだ子供のようだな」

　闇の中から宍戸の低い声がする。感情の無い冷たい声に、静矢はぞっとした。

「静矢君、だめです！　早くこちらへ！」

　静矢が足を止めた事に気づいたマリアが、慌てて駆け戻もどってきた。カンテラを持っていないところを見ると、子供達にカンテラを渡して先に逃がし、一人で戻ってきたようだ。

「マリアさん、なぜ戻ってきたんです！　あなた達を逃がすために俺は……」

「いいから逃げるのです、こちらへ早く！」

　宍戸は暗視スコープをマリアに向けた。緑色がかったモノクロームの画面の中、不安に揺ゆれ動うごくマリアの美しい顔がくっきりと浮うかび上がっていた。

「ほう……まるで天女のように美しい女だ。何より、気品がある。武器や糧食レーシヨンはそこそこ手に入っても、美しい女だけはなかなか手に入らぬからな」

　宍戸が近づいてくる。静かな言葉の中に邪じや悪あくな劣れつ情じようを感じ取り、マリアの顔がこわばっている。

「逃げてください、マリアさん！」

　静矢は闇やみに向かって銃を撃つが、今回の任務は夜には戻るはずのもので、闇の中での戦せん闘とうを想定していなかったため、暗視スコープを持って来ていない。コンクリートの柱が立ち並ぶ地下鉄のトンネル内では、限りある銃じゆう弾だんを無む駄だにしてしまうばかりだった。しかも、静矢が今いる場所は前も後ろもトンネルが上向きに傾けい斜しやしている谷のようになっている。戦略上、下にいる人間は上にいる人間よりも不利だというのは、兵法の常識である。

「くそっ、どこにいるんだ……！」

　静矢は焦あせる。ゲームではこんな状じよう況きようを経験した事がなかった。敵は、三十メートルほど離れた場所まで近づいている気配がする。息いき遣づかい、足音、装備のがちゃつく音……。

「きゃあああ！」

　背後で響いたマリアの悲鳴に、静矢はギクッとして振ふり返る。暗い光の中、ぬっと巨きよ大だいな男……宍戸の姿が見えた。マリアは彼に羽は交がい締じめにされ、振り解ほどこうとしてもがいている。しかし蜘蛛くもの巣にかかった蝶ちようのごとく、その抵てい抗こうは無駄だった。

「放しなさい！　失礼でしょう、あなた！」

「こんな時代にお上品な事を言うものだ。政府も無い、法律も無い、世界各国に見捨てられた今、国連憲章やあらゆる国際条約すら我々には無効だ。そうである以上、法律はただひとつ、実力主義、弱肉強食……力こそが正義、力こそが法律、弱者などブタにも劣る存在なのだ。それぐらいの事は、承知しているだろう」

　宍戸は腕うでの中のマリアに、嘲あざけりの目を向ける。

「強い者が弱い者からむさぼるだけでは、けだものの世界です。人間としての尊厳を失っているあなたがたに、正義などありません！」

「偉そうに言ってくれるではないか、このめすブタが。ブタはブタらしく、泥の中に這いつくばっておるのが似合いだ！」

「彼女を放せ、撃つぞ！」

　静矢は宍戸に銃を向ける。宍戸は低い声で笑った。

「この闇の中で撃てるか？　この女に当たるぞ？」

「ぐ……！」

　静矢はうめく。宍戸はゆっくりとハンドガンを取りだし、静矢に向けた。マリアは叫さけぶ。

「静矢君、私はいいから撃ちなさい！」

「俺の気配にすら気づかぬヒヨッコに、撃つ腕も度胸も無いだろう。『あの男』も、ゲームの腕で兵隊を集めるなどナンセンス……頭でっかちのオタクギークに戦争ができるか、実戦経験が物を言うのだ！」

「『あの男』……？」

　静矢はピクリと反応した。宍戸は、吐き捨てるように答える。

「ビゲートピアの王。大門軍造の事よ」

「大門軍造！」

　静矢は驚き、息をのむ。当然といえば当然の真実ではある。それにしても、

「だとしたら……最初から大門軍造はビゲートピアを、テーマパークとしてではなく、要塞として造ったってわけか？　敵性少女が現れる前に？　何と戦うためにだ？」

「知った事か。俺のような『平社員』には関わりのない事だ、とよ」

　宍戸の顔が、憎悪にゆがむ。

「だからこそ……貴様らを見ていると、俺ははらわたが煮にえくり返って仕方がないのだ。ゲームしか能の無い、引きこもりのガキの分際で、何が選ばれし兵士だ！　エリートだ！　俺が泥にまみれてビゲートピアの周辺の哨戒をしている時、貴様らは空調の効いたビゲートピアで学校だ？　コンピューターでゲームだ？」

　冷静だった宍戸の声が、わずかに揺らぎ始める。凄すさまじい憎悪を感じた。

「たかがゲームの腕で調子に乗るな！　もしビゲートピアの『中』に入れたら、一度、貴様らオタクギークを皆殺しにしてやりたいと思ってたんだ。幸いここなら、大門にはバレんしなあ！」

　宍戸は静矢に向けてハンドガンを撃うった。だが引き金が引かれる瞬しゆん間かん、マリアが渾こん身しんの力を振りしぼって宍戸の手に噛かみついた。

「ぐっ！　こ、このめすブタ、生意気に！」

　宍戸はマリアの顔をハンドガンで殴なぐりつける。その隙すきを逃にがさず、静矢は宍戸に向かって発はつ砲ぽうした。銃弾は、宍戸の耳の横をかする。宍戸は、耳に手を当てた。ヌルッとした血の感かん触しよくを確かめた瞬間、宍戸は激げき怒どする。

「何をするか、貴様！　子供の分際で大人に向かって発砲か！　目上の者への礼をわきまえておらんのか。ビゲートピアの兵士に選ばれたからといっていい気になるなよ、このオタクギークがぁ！」

　ハンドガンの狙いが、静矢に向けられる。

「今の日本には、ガキを甘やかしてくれる法律など存在しないのだ。学校でも家庭でもロクに躾しつけられず、甘やかされ放題のその性根、叩きなおしてくるわーっ！」

　引き金が引かれかける。そのせつな、マリアは叫んだ。

「静矢君、天てん井じようのスプリンクラーを撃ちなさい！」

　ハッと顔を上げる。銀色に光った、シャワーヘッドのような物を視界に認めた瞬間、静矢はそれを撃っていた。

　発射された弾だん丸がんはギュルギュルと回転しながらスプリンクラーに突つき刺ささり、その莫ばく大だいな回転運動量を周囲の壁かべに解放する。壊こわれたスプリンクラーは水を噴ふん出しゆつし、その水の勢いはさらに周囲の壁を破は壊かいした。地下水の浸しん食しよくによって鉄筋が錆さび、コンクリートがひび割れて、すでに崩くずれかけていたトンネルの壁がとどめをさされ、ガラガラと崩壊する。

「ぎゃっ！」

　机ほどもあるコンクリートの塊かたまりが、宍戸の背の上に落ちてきた。壊れた天井から、滝たきのように地下水が噴出してくる。その勢いで、天井の崩ほう壊かいはさらに広がり、後方にいた宍戸の部下達の上にも降り注いだ。

　トンネルの中に、ドドドドド……と、水が噴出する轟ごう音おんが響ひびく。何が起こったか解らず呆ぼう然ぜんとしている静矢の手を、マリアが引っ張った。

「こちらです、早く！」

　水はくぼんだトンネル内にどんどん溜たまってきて、ついに天井に至る。ちょうど下水パイプのＳ字部分のように、谷になった場所に水が溜まって、通路を完全に塞ふさいでしまった。




　黒い敵性少女、シュラは高空から全てを見ていた。

「愚おろかな。敵に捕とらわれたか、ルシャナ……しょせん、奴やつの実力などその程度。これ以上我々の機き甲こう衣いの分ぶん析せきをされ、機甲巨兵の性能を上げられるわけには行かない。既すでに、ビゲートピアにはかなりの苦戦を強いられているというのに……」

　だが、救出するため地上に近づく事もためらわれる。ビゲート警備保障の装そう甲こう車しやには高こう射しや砲ほうが装備されているし、その装備の威い力りよくは日本人の物とは比べ物にならない。万が一ではあるが、ミイラ取りがミイラになり、シュラまで撃げき墜ついされる危険もある。

　ふとシュラの紅の目に、邪じや悪あくな思いつきが宿った。唇くちびるを歪ゆがませて微笑ほほえむ。

「……だとすれば、これはルシャナの責任。敵に機甲衣のデータを渡わたしてしまったとなれば、厳げん罰ばつは免まぬがれまい。そうしてこの私が『再生計画』を担うというのも悪くない……奴とまともに戦っては、こちらも恐らくただでは済まぬからな」

　シュラは低い声で笑い、そのまま飛び去ってしまった。

　様々な思おも惑わくを飲み込んで、夕陽はゆっくりと荒こう野やの彼方かなたに、黒く溶とけて消えていった。







六章　地下鉄のマリア







　そこは、プラットホームに停まった地下鉄の車両の中だった。駅の中は真っ暗だったが、プラットホームにはところどころ灯りが点いている。蛍けい光こう灯とうが切れかけて点てん滅めつしていたり、割れてしまって点かなかったり……というものが多く、薄うす暗ぐらかったが、そこそこ周囲を見み渡わたせる。

　プラットホームを挟はさんで反対側の線路には、車両は停まっていない。電車の中では十人ほどの子供達が、シートに横たわってすやすやと眠ねむっていた。

　電気ランタンを手に、マリアは彼らの間を歩く。灼しやく熱ねつの太陽と、強きよう烈れつに照り返す荒野の、あのぎらぎらした地上に比べると、まるで別世界のような地下の穏おだやかさだった。母の胎たい内ないのような柔やわらかい薄うす闇やみの中に、マリアは立っていた。寝ね相ぞうの悪い子供に毛布をかけてやり、一人一人、慈いつくしみをこめて丹たん念ねんにその寝顔を見ていく。

　突とつ如じよ、眠っていた小さな男の子が、火が点いたように泣き出した。子供達の中で、一番幼い子だ。まだ五歳ほどだろう。

「ママ！　ママーッ！」

　マリアは彼に駆かけ寄り、抱だき上げる。静せい矢やが、肩かたに銃じゆうを掛かけたまま慌あわてて飛んできた。

「マリアさん、どうしたんですかっ？」

「大だい丈じよう夫ぶです、怖こわい夢を見ただけ」

　マリアは、引きつった声で泣き叫さけんでいる男の子を揺ゆらしながら、耳元でささやく。

「大丈夫、それは夢。大丈夫ですよ」

　薄暗い電車の中から明るいホームに連れ出すと、男の子は少し落ち着いたのか、再びスヤスヤと寝息を立て始めた。そのまま座席に戻もどすと、またすぐに起きてしまいそうなので、マリアは男の子を抱いたままホームの待合椅い子すに座る。

　静矢は、その姿を見て胸がきゅっと締しめつけられるように感じた。ほとんど記き憶おくに無いのだが、幼い頃ころの自分と母も、こんな風だったのだろうかと思った。記憶が薄うすれかけてはいるものの……そう言えば、マリアは母・静しず香かによく似ていた。彼女の顔を見ると、静矢は、永遠に忘れたと思っていた母の顔を思い出す事が出来た。母はこんな顔をしていたのだ……と、思った。若く美しい母に腕うでに抱かれている幼い男の子が、自分の姿と重なった。

「あの。俺、何かしましょうか？」

　静矢は気を遣つかって言った。マリアのために何かしたかった。しかしマリアは、そっと首を横に振ふる。

「もう大丈夫です。でも、できれば……電車の中では、銃は下ろしてくれませんか」

「あっ、すみませんでした。暴発したら、危ないですよね」

「ありがとうございます。それに……彼女を殺さずにおいてくれたことも」

　そう言ってマリアは、少し離はなれた場所に転がしているルシャナに目をやる。彼女の見張りをするため、静矢は銃を身から離すわけにはいかなかったのだ。

　静矢達がルシャナから装備を奪うばった所を子供達は見ていなかったので、彼らはルシャナが敵性少女だとは気づいていない。傷ついた裸体に包帯を巻いてやったのは、マリアである。その上から、静矢の制服の上着を羽織っている。ルシャナはモデルのようにすらりとスマートだが、女の子だけあって小こ柄がらで、彼女にかけた静矢の上着は、ミニスカートぐらいの丈たけになっている。

　静矢は、マリアが礼を言った事に驚おどろいて、尋たずねた。

「俺は委員長の命令だったから、そうしただけで……マリアさんは、敵性少女を庇かばうんですか？　その子達が親や家を失ったのも、彼女らのせいなのに」

「そうです。大たい輝きも、目の前で敵性少女に両親を殺されたのです。そのせいで、この子は毎晩のようにうなされているのですから、彼女を庇うつもりなどありません。私はただ、子供達の目の前で殺し合いをして欲しくないだけです。傷は子供達の心に一生残ります。これ以上、この子達に悲ひ惨さんな物を見せるわけには行きません。ですから……暴発の危険はもちろんですが、何よりも、この子達に銃を見せたくないのです」

「す、すみません。配はい慮りよが足りませんでした」

　静矢はライフルを肩から下ろす。マリアは微笑ほほえんだ。

「優しいのですね、静矢君は」

「あ、いや、そんなんじゃ……俺なんか、マリアさんに迷惑かけまくってて、お恥ずかしいし申し訳ないです」

　マリア達は、地上への出入り口のあるあの駅で暮らしていた。線路が谷のようになっていた所は線路が川の下をくぐる部分で、水がしたたり、トンネルがもろくなっている事をマリアは知っていたのだ。この「森下」の駅までやって来ると、電気系統がわずかだが生きているので、たまにマリアがランタン用の充じゆう電でん池ちの充電をするために訪れていたらしい。

「俺が足を止めなければ、皆みなが逃にげてからトンネルを破は壊かいして、道を塞ふさぐつもりだったんですね。俺のせいで、あなたを危険な目に遭あわせてしまってすみません」

「もういいのです。あのビゲート警備の人達も、怪我けがをしていなければ良いのですが……」

　マリアは、肉体的にも言葉でも彼女に暴力を振るった宍しし戸ど達を心配し、哀あわれんでいた。その果てしない心の優しさが、静矢には心配であり、同時に癒いやされた。弱肉強食で利己主義的な人間ばかり目立つ現在、彼女のような平和な時代の良識を保っている存在は貴重だった。けだものばかりの中で、彼女だけが人間だった。守りたい、と思った。

「怪我をしてなかったら、また追いかけてきますよ。水中を移動しても使える銃だってありますから、ここからも早く逃げたほうがいいです。子供達を守るためにも……」

　だが、地下一階にあるこの駅は崩くずれかけていて、出口も埋うもれてしまっている。停まったままの地下鉄が天てん井じようの崩ほう落らくを辛かろうじて支えているという状態だ。先ほどの爆ばく破はの震しん動どうで、ますます崩落がひどくなり、天井から常にパラパラと雨のように砂が落ちている。そのため、静矢を護衛に残し、輪りん人とと笙子の二人が出口を探しに行っているのだ。

「あなた達は本当に、優しいのですね。弱者を切り捨て、犠牲にし、強い者が奪う事が当たり前のこんな時代……力の弱い女や、もっと弱い子供達に気を遣ってくれるような人はいませんよ」

「いますよ。俺の目の前に」

「え？」

「だってマリアさんは、この子達を育ててるじゃないですか。マリアさんは、すごい人です」

　見れば見るほど、マリアの姿が母・静香と重なって見えた。

「俺は、とてもマリアさんのようにはなれません」

　静矢は、身を切るような辛つらさに、うなだれた。

　母と最後に別れたのは、あの日の朝だった。いつものように、夜勤から帰って母は、疲つかれて眠り込んでいた。倒たおれるように眠り込んで、背中を向けていた。だから、顔は見えなかった。扉とびらは半分開いていたし、体に何もかけていなかった。

　なぜ、毛布を掛かけてやらなかったのだろう。その事で母の運命が変わるはずもないが、しかしもし毛布をかけてやっていれば、別れはもっと別のものになっていたに違ちがいない。

「どうして俺はあの日、母さんに毛布をかけてあげなかったんだろう」

　静矢は目を覆おおう。流れ落ちる涙なみだを、マリアは穏おだやかな瞳ひとみで見守っていた。

「親は子に乳を与えますが、親に乳を与える動物はいないでしょう、静矢君」

　と、マリアは語った。静矢はマリアの、底知れぬ微び笑しようを見つめる。

「それが、この世界の定義ドグマ。愛情は親から子へ、そしてその子へ……前へ前へと払われていく物なのです。その取り決めの中に自分がいるだけで、この子供達……子供と言う未来の種を育てるだけで、私は幸せなのです。母親とは、そういう物なのです」

「恩返しできなくても？　報われずに死んで行っても？」

「人間は誰でもいつかは死にます。どんなにすごい物を作っても技を究めても、死ねば、そこで何もかも終わります。けれど、子供を育てていると、その先の未来が見えるような気がします。こんな狂った世界でも、未来を信じられるのです。子供は、ただいるだけで、何よりの救いなのです……あなたのお母さんもきっと、そう思っていたと思いますよ」

　マリアの優しさが、静矢を包つつみ込む。静矢はこらえきれなくなって、マリアを見上げ、涙を流した。狂った荒野の中で戦い、さまよい、傷つき続けていた心が、癒いやされて行くのを感じた。ここには静せい寂じやくと穏やかさとがあった。誰とも戦わずに済む、平和な世界があった。

「マリアさん。俺はもう外に出たくない。ずっと、この地下鉄の中に……あなたの側にいたい」

「ええ、静矢君。ここにいていいのですよ。戦いは愚かな事、戦いは何も生み出しません。人は戦う事で歴史に名を残そうとしますが……それは歴史という木に自分の名を刻むようなもの。本当に大事なのは、歴史の木を育はぐくむ事なのに」

　マリアは全てを受け止めるように、眠ねむる大輝を片手で抱だいたまま、もう片方の手を静矢に差さし伸のべる。

「ここにいれば誰とも戦う事はありません、誰も傷つけずに済むのです。あなたが平安である事を、私も願います。あなたが誰かの血を流す事を、私は望みません。ずっとここにいらっしゃい、この地下鉄に。私の側に」

　若いマリアの姿は、若い頃ころの母の姿に重なった。母が若い頃……それははるか幼く、無力で愛情に包まれていた、赤子の頃の思い出だった。

「……マリアさん……！」

　静矢は幼い子供のように、マリアの胸にすがりついて泣いた。自分しか信じられない荒こう野やを生いき抜ぬいて、張りつめていた気が解けてしまったのを感じた。




　ホームに転がされていたルシャナは、黙だまって、マリアの胸で泣いている静矢に目を向けていた。

　幼い子供のように泣く彼の姿を見て、ルシャナは満月の夜、池で出会った幼い男の子の姿を思い出す。あらゆる試練を生き延びるほど強い少年だと思っていた。けれど、彼の素顔はあまりにも弱々しい。

（なぜ、これほど弱い彼が、我々の攻撃の中、この日本でここまで生き延びてこられたのだろう？　淘とう汰たを越こえる強さとは……『生きる力』とは……何なのだろう？　私にはいまだ、それがつかみ切れぬ。やはり、もっとデータが必要なのではないだろうか……？）

　静矢を抱きしめる優しいマリアの横顔を、ルシャナは闇やみの中から、ずっと見つめていた。




　一方、輪人と笙子は、この駅から外に出るための脱だつ出しゆつ口こうを手分けして探していた。

　最初は、線路を歩いて隣となりの駅へ移動しようと考えた。しかし、途と中ちゆうでトンネルが崩ほう落らくしていて先へは行けなかった。外へ行く階段は、どれも瓦が礫れきで埋うまってしまっている。

「これでは、出る事は不可能だな」

「隣の駅に行ったらどうさ？」

「だめだ。さっき見て来たが、敵性少女の攻こう撃げきで崩くずれていた」

「まいったなぁ……こんな所で飢うえ死になんてさ。ビゲートピアに連れん絡らくつかないの？」

「君はバカだな。電波が届くなら、アンテナの設置などしに来るはずがないだろう」

「バカだけ余分だよ、相変わらずクソ生意気！　あと、その眼鏡も全然似合ってないから！」

「物のついでに個人攻撃をするのはやめたまえ。どちらにしても地下深くでは電波も届かないが……。……いや、待てよ。地下深く？」

　はっ、と輪人はひらめいて目を輝かがやかせる。

「そうだ。もしかしたらこの駅には、もう一本地下鉄が通っているのでは？」

「もう一本、ってどういう意味さ？」

「そうか。君は地方出身で、地下鉄を見た事もない田舎いなか者だったな」

「委員長。何発ぐらいぶん殴なぐられたい？」

「東京人のこの僕が説明してやろう、ありがたく聞きたまえ」

　輪人は得意げに胸を張って看板の駅名を指さす。「都営新宿線　森下駅」の表示がある。

「東京は古いインフラの上に新しいインフラが次々と重ねられ、複雑な構造になっている。森下駅の下には新しく大おお江え戸ど線が造られ、立体的に交差しているというわけだ。地下一階が改札、地下二階が都営新宿線森下駅ホームで、もうひとつ下の地下三階に都営大江戸線の森下駅があるというわけなのだよ。大江戸線の線路ならより深い所にあるから、敵性少女の攻撃による破は壊かいもさほどでもないかもしれない。別の駅へ逃にげられるかも……」

　と、輪人は二本の腕うでをねじるように交差させて説明するが、地下鉄を見た事がない笙子には、今ひとつチンプンカンである。手ごたえが無いので、輪人は少しイライラして、

「理解力の乏とぼしい人間だな！　百聞は一見にしかずだ、来たまえ！」

　と、階段を下りて地下一階に戻もどってくる。通路を少し行った所で地下三階まで降りる長いエスカレーターがあったが、完全に崩落しているので、下階への移動は困難だ。

「無理か、下へは行けそうにない」

「エレベーターを使ったら？」

　笙子が、改札口の近くにあるエレベーターを指さした。電気は切れて動かないようだ。扉とびらを二人でこじ開けると、ケーブルが切れ、ケージが地下三階まで落ちている。

「なるほど。これなら、地下二階からケージの上に飛び降りて、ケージの天てん井じようから中に入れば、地下三階に出られるな」

「頑がん張ばれ、委員長」

「もちろん君が先に行きたまえ。レディファーストだからな」

　輪人と笙子は、一いつ瞬しゆんにらみ合う。そのまま、黙ってじゃんけんをする。七回にわたるあいこの後、笙子が負けた。

「トホホ……」

　笙子はがっくりと肩かたを落とし、扉をくぐると、ケーブルにぶら下がって地下一階から地下三階まで降り、ケージの上に乗った。ケージの天井を外すと、明るい光が漏もれてくる。

「光？」

　笙子がケージの中に降りると、扉は壊こわれてわずかに開いていた。光は扉の向こうから溢あふれてくる。開けようとしたが、かしいだ扉はびくともしなかった。

「扉が重いよ。委員長、手伝って！」

　その声は、地下二階のホームにいた静矢たちの耳にも入った。

「笙子の声？　エレベーターの方だ……下の方から？」

「……あ、なるほど！　この下にもう一本、地下鉄が通っているのです。そちらから逃げられるという事ではないかしら？」

　マリアは抱だいていた大輝を車両の中に戻すと、腕まくりをしながら、静矢に言った。

「わたくし達も手伝いましょう、静矢君。皆眠ねむっていますから、少しぐらいならこの場を離はなれても大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　ひらり、と長いスカートのすそをはためかせてマリアはエレベーターのケージの上に飛び降りる。しとやかでおとなしげに見えるマリアだが、意外に身軽で行動的だ。驚おどろいて目を丸くしている静矢を下から見上げて、マリアは美しく微笑ほほえみ、手を差しのべた。

「さあ、あなたも早く」

「は、はい、マリアさん！」

　静矢はどぎまぎしながらマリアに続く。渋しぶっていた輪人も、三人ではまだ力が足りないようだったので、仕方なく、ケーブルを伝ってこわごわ降りてきた。腕力が無い上に、かなり連動音痴らしく、最後には、

「ひえぇ～っ！」

　と、情けない声を上げながら落下し、しこたま尻しり餅もちをついた。笙子は額を押さえ、ふーっと長いため息をつきながら、首を横に振っていた。




　静矢達が地下三階に下りてしまい、ルシャナが一人残された。

　ずっと眠っているふりをしていたルシャナは、そっと目を開く。

「……甘あまいな。機甲衣を失ったとはいえ、私から目を離すとは」

　機甲衣を失った今のルシャナには、普ふ通つうの少女と同じ程度の力しか無い。それでも何とかロープを解こうとしてもがいていると……ふと、じっと見つめる視線に気づいた。

　地下鉄の車両の中から子供達が顔をのぞかせ、興味しんしんでルシャナに近づいてきた。

「ねえねえお姉ちゃん、何してるの？」

　子供達は、キャッキャと笑いながら声をかける。機甲武装を解かれた自分の事を、子供達は敵性少女だと判らないようだ。

（そうだ。この子供達にロープを解かせるか）

　ルシャナはひらめいて、彼らに声をかける。

「おまえ達。このロープを解けるか」

「もちろんだよ！　僕、知ち恵えの輪得意だよ」

　自信たっぷりに言うので、ルシャナは安心して彼らに任せた。ところが……。

「あれ？　これ、どうなってるの？」

「ぶっきっちょだな、渡せよ！　こうだよ！」

「ちょっと！　あたちがやってたのよ、返ちて！」

「うわーん、どんどん絡まるよぅ」

　子供達はなかなかロープを解けないので、ルシャナはだんだんイライラしてくる。

　そうこうしていた時、電車の中から激しい泣き声が聞こえて来た。大輝が、涙なみだでグズグズに顔を濡ぬらし、電車の中から出てくる。

「マリアさんいない！　誰もいない、パパ、ママーっ！」

　ルシャナはギクッとして、エレベーターのほうに目を向けた。

（まずい……あの声を聞きつけて彼らが戻ってきたら、私は脱だつ出しゆつの機会を失う。腕一本でも自由なら、力ずくで黙だまらせる事もできるが、今は縛いましめの身……どうやって黙らせれば良いのだ？）

「泣くなよ、大輝。俺達たちだって、みんな死んじゃったけど我が慢まんしてるんだぞ」

　子供達が大輝を囲んで、なだめたりすかしたりしたが、全く泣きやむ様子は無い。子供達は困り果て、大輝をルシャナの元に連れてくる。

「ほら、大輝。お姉ちゃんがママになってくれるって」

「ちょ……ちょっと待て！　誰がいつそんな事を言った、押しつけるな！」

　ルシャナは逃げるように身を引きながら、叫んだ。大輝はもじもじしながら、ルシャナの元にやってきた。彼女の、包帯を巻きつけた胸にこわごわと寄より添そうと、温かく、ふんわりと包つつみ込むような、女性独特の良い香かおりがした。大輝の表情にその瞬しゆん間かん、言い知れぬ安らぎが浮うかぶ。

「お姉ちゃん、いい匂におい。ママやマリアさんと一いつ緒しよ……」

　ルシャナは戸と惑まどう。大輝は子供のように親指を吸いながら、背中を丸め、目を閉じた。安心したのか、すぐに、すーすーと眠り込んでしまう。子供達はホッと胸を撫なで下おろし、ルシャナも安あん堵どした。

（偶然だが、うまく黙らせる事ができたようだな。これで、もうしばらく時間が稼かせげる……）

　幼く弱い「男の子」……自分が彼らにとっての死神であるとも知らず、その胸に無防備に全てを委ねている大輝を見て、ルシャナは、仏生山公園で初めて出会った時の静矢を思い出していた。幼く無力で、大人に頼たよるしか生きる術すべの無い、弱い存在。でも弱いなりに力を振ふるい、絶望もせず、必死に生きようとしている。

（わからぬ。この幼い者達はいったい、弱いのか強いのか……）

　ルシャナは複雑な表情で考え込む。

　突とつ如じよ、線路の向こうから荒あら々あらしい足音が聞こえて来た。もといた駅の方角である。

（何？　あちらは水で通路をふさがれたはず……！）

　ルシャナは顔をこわばらせる。自分が怯おびえている事に気づいて、ルシャナは悔くやしく思った。機甲衣を失った自分は、何と無力な存在かとほぞを噛かむ。

　闇やみの中から現れたのは、宍戸だった。ずぶ濡れになった上、瓦が礫れきに体中を打たれ、ぼろぼろに破れた上着は血まみれになっている。宍戸はルシャナ達の姿を見ると、恐おそろしい声で笑い出した。

「ふは……ふはははは！　やはりここにいたか、ガキども！」

　ルシャナが敵性少女である事を宍戸達は知らない。彼らがやって来たのは、ルシャナが地下鉄の中に逃にげこんだ後だったからだ。鬼おにのような形相で、宍戸はルシャナを見下ろす。子供達は怯えてエレベーターの方に逃げようとしたが、宍戸はハンドガンを撃うった。

　消音器サイレンサーがつけられたハンドガンは、ポスンと間の抜ぬけた音を立てる。だが弾だん丸がんの威い力りよくはすさまじく、逃げる子供の顔の横を抜けて、地下鉄の壁かべを破は壊かいする。

「貴様ら、地下鉄の中に入れ！　大声を出したり逃げたら撃ち殺ころすぞ！」

　恐ろしい言葉に子供達はべそをかき、言われたとおり地下鉄の中に入る。ルシャナはじっと、感情を抑おさえた目で彼を見つめていた。

「私は縛しばられているので、地下鉄の中に入る事はできないのだがな」

「貴様も生意気そうな顔をしていやがるな、小娘。奴らの仲間か、ビゲートピアのオタクギークどもか？　少しばかり小こ綺ぎ麗れいな顔をしていたら、それだけで世界はもう自分を中心に回っているとでも思っているのか？　あ？」

　宍戸はルシャナの胸ぐらを掴つかみ上げる。彼は先ほどの崩ほう落らくで目を打ったのか、白目が真っ赤に染まっていて、殺さつ伐ばつとした迫はく力りよくをいや増している。

「どこにいやがる！　この俺をコケにしやがって……たかだかオタクギークや民間人の女に大おお怪け我がさせられ、部下を四人も殺やられて、このままじゃ俺のメンツが立たないんだよ！」

　ルシャナは少し考えた。エレベーターの方に、ちらりと目を向ける。

（愚おろかな……メンツにこだわって、手負いが一人で敵地に踏ふみこんだというのか。弱い者は自らの弱さをわきまえ、強い者は強さにおごる。強いだけでは、生き延びる事かなわぬという事か？　呉羽静矢に仕掛けた『ゲーム』もそうだが……我々の予想は常に裏切られる。やはり『ゲーム』も誤りではなかったのだ。そしてこの男からも……興味深いデータが取れそうだな）

　ルシャナは冷ややかに微笑ほほえみ、宍戸に言った。

「あのエレベーターの下だ。二人ともいるぞ」

「そいつはどうも。お礼と言っては何だが……弾丸は濡れて数に限りがある、代わりにこいつをやろう。釣つりは要らないぜ」

　と、上着の内ポケットから手しゆ榴りゆう弾だんを三つ取り出して、三つともピンを抜くと、ルシャナ達の方に投げた。

「何……！」

　ルシャナの顔がこわばる。子供達が、声にならない悲鳴を上げる。

　宍戸はエレベーターの中に飛びこんだ。次の瞬間、ドオンッというすさまじい爆ばく音おんがして、宍戸の頭の上を爆風が吹ふきぬける。

「メンツが立たないと言っただろう。俺を負かした奴やつも、俺が負けた所を見た奴も、皆みな殺ごろしにしてやる。俺は誰にも負けん、ましてオタクギークごときにはな……」

　エレベーターのケージの中に、ビゲートの広告が貼はられている。大だい門もん軍造のアップが写っていた。それを見て、宍戸の目が吊つり上がる。

「オタクギークのくせに、何が社長だ！　バカにしやがって、偉そうに命令ばかりして、犬畜生みたいにコキ使いやがって！」

　彼はぼろぼろの上着を脱ぬぎ捨てると、腰こしに差していた日本刀を引き抜き、刀の柄つかを上着で硬かたく手に巻きつけた。

「ウラアアアアッ！」

　恐ろしい咆ほう哮こうを上げて、宍戸は広告に斬きりつける。写真の大門軍造が唐竹割りとなり、広告もろとも、エレベーターのケージが一メートル近くに渡わたって切り裂さかれた。真っ赤な目は、激しい憎ぞう悪おに燃えている。

「殺す！　俺に敗北を与あたえた者は、俺に屈くつ辱じよくを与えた者は、皆みな殺す！　力ならば俺が勝っているのだ、すなわち俺のほうが優れているのだ！　大門もそのうち殺してやる、一流の戦闘訓練を受けたこの俺様に下らない哨戒任務なんぞ押しつけた罰を喰らわせてくれる！　奴は俺に武器や戦闘力を与えすぎた、俺を強くしすぎたのだ。オタクギークの脳味噌ほじくり出して、ブタの餌にしてくれるわ！　ヒャハハハハ！」

　宍戸は刀を振り上げながら、エレベーターのケージを飛びだした。







七章　燃える氷







　エレベーターの外、静せい矢や達は、地下三階の大おお江え戸ど線のホームで呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　敵性少女の攻こう撃げきによって全ての文明が失われたはずの日本。だのに、ここには文明の象しよう徴ちようとも言える電気で動く電車が、ゴトンゴトンと走っていた。何者かが、この電車を走らせている。そのため、森下駅には電気が通っていたのだ。

「素晴らしい！　これに乗れば、この駅から出て行けるぞ！」

「止めないから、ぜひ乗ってみな」

　喜ぶ輪りん人とに、笙子は冷淡なツッコミを入れる。

　電車は決して駅に停まらなかった。無限に繋つながる車両が、線路から電気を吸い上げながら、動き続けていた。上りも下りも、絶え間なく、その様子は地下鉄というよりベルトコンベアのようだ。走っているのも普ふ通つうの地下鉄車両ではなく、冷れい凍とうコンテナ車である。この電車に乗る事ができればここから逃げ出せるだろうが、時速八十キロもの速度で走り続けている電車に取りつくのは不可能だ。

「うぐぐ……。え、遠慮しよう。僕は車好きであって、鉄道マニアてつちやん要素は無いのであるからして」

「ブレーキはかけられないのか？　駅に停まらない電車なんて、いったい誰が、何のために走らせてるんだ？」

　静矢は首を傾かしげる。半分ほど蛍けい光こう灯とうが切れているために、プラットホームは薄うす暗ぐらい。上り線も下り線も、果てしなく走り続ける電車の音がホームに反はん響きようして、グワングワンとうるさく、頭が割れそうだ。

　あまりにうるさくて、彼が間近にやって来るまで、静矢は宍しし戸どがやってきた事に気づかなかった。

「ヒャハハハハ！　ついに見つけちまったな、口封じに皆殺しにするしかなさそうだなぁ～？」

　出し抜けに恐おそろしい笑い声が聞こえ、ギョッとして振ふり返った静矢の上に刀が振り下ろされた。鬼おにの形相をした宍戸だ。顔の筋肉の力だけで笑い、目は殺気を放っている。

「おまえ……さっきの！」

　静矢はライフルを頭の上にかかげ、刀を止める。鉄の銃じゆう身しんに、刀は半ば食いこんだ。だが宍戸は、そのままぐいぐいと力で押おしてくる。

「さっきはよくもやってくれたな、オタクギーク！　いいか、この俺様は、ただの警備員じゃないんだぜ？　大門軍造が自分の兵隊を作るため、外国で特別な軍事訓練を受けさせた戦闘のプロフェッショナルよ！　冷房のきいた部屋でゲームばっかしてるガキがからかっていい存在じゃねえんだよ！」

　静矢が腕うでの力を緩ゆるめれば、そのまま力で押し斬られてしまうだろう。圧あつ倒とう的てきな腕わん力りよくの差に、静矢は顔をゆがめる。宍戸は笑った。

「オラオラどうした？　頑がん張ばってこらえねえと、あと五センチで貴様の頭はまっぷたつだぞ。季節外れの西すい瓜か割りだぜ！　ヒャハハハハ！」

「何だこいつ……まともじゃないぞ」

「おい、君！　やめたまえ！」

　輪人が、震ふるえる両手でハンドガンを構える。うろたえているせいで、銃口が自分の方に向いている。笙しよう子こが慌あわてて、横からハンドガンを奪うばった。

「ストップ、落ち着け！」

「やめてください！　私にできる事なら何でもしますから！」

　マリアも青ざめて叫さけんだ。宍戸は静矢に刀を押しつけたまま、走り続けている電車にちらりと目を向ける。

「ふん、都営大江戸線か……。まったく、余計な物を見つけやがって。雑務を増やすなよな、何人殺しても給料は同じなんだぜ」

「よ、余計な物……？」

「冥めい途どの土産みやげに教えてやろう。こいつは部下どもも知らない重要機密なんだが……」

　宍戸が言いかけた時、輪人は慌てて両手で耳を塞ふさいだ。

「ぼ、僕は聞かない！　聞けば秘密を知ったとか言って口くち封ふうじしてくるだろうから、絶対に聞かない！」

「この電車が運んでるのはな、メタンハイドレートってやつだ。大門軍造の最高機密……そして、この俺様ほどの男が、クソ暑い中、バカみたいに毎日哨戒させられている理由よ。つまり、それを見たお前らは、俺に口封じされる条件を完璧に満たしているというわけだ」

「あああ、聞かないって言ってるのに……！」

「メタンハイドレート？　もしかして、米軍や中国軍がウロウロしていたのは……」

　眉まゆをひそめる笙子に、宍戸は片手でナイフを投げた。

「人が話をしている時に口を挟はさむな、躾しつけの悪いガキが！」

「ひゃ！」

　笙子は間かん一いつ髪ぱつ、ナイフを避さける。ナイフはコンクリートの壁かべに突つき立った。

「……どれだけ怪かい力りきだ」

　ゴクリ、と笙子は息をのむ。宍戸が日本刀から片手を外した隙すきを見て、静矢はライフルを刀から抜き、素早く後ずさって間合いを取った。宍戸はチッと舌打ちをする。

「スイカが逃にげてはスイカ割りにならんな」

「ひ、人の頭で遊ぼうとするな！」

　ライフルをかまえる静矢に、宍戸はフンと鼻を鳴らす。

「ガキよ、撃うつ度胸も無いくせに銃じゆうを持つな。テレビのポリゴン人形しか、撃った事がないんだろう？　武器ってのは、男と男が命をやり取りする戦場にこそふさわしい物なんだよ！」

　宍戸は刀で、走っているコンテナを切り裂さいた。中から、ボトボトボトッ、と泥どろのような物がこぼれ落ちてくる。アイスクリームほどの温度なのか、辺りがひんやりとした。

　宍戸はオイルライターを取り出すと、泥の上に投げる。とたんに、泥はオレンジ色の炎ほのおを上げて、ゆっくりと燃え出した。静矢は驚おどろいて、目を丸くする。

「泥が燃えてる……？」

「これがメタンハイドレート……海中の生物の死し骸がいが堆たい積せきしてできた化石燃料、日本が唯ゆい一いつ潤じゆん沢たくに持っているエネルギー資源であり、ビゲートピアの燃料源。溶とかせば体積の百七十倍の天然ガスを出し、輸送も容易、保存もマイナス十五度という比ひ較かく的てき高温で可能。海から掘ほり出したメタンハイドレートを秘密裏に大量に運ぶには、地下鉄を利用するのが最適というわけだ」

　メタンハイドレート……二十世紀前半には、寒冷地において天然ガスのパイプ内部に発生する「氷」として、既すでに存在が知られていたが、長らく利用するためのテクノロジーが無かった物である。二十一世紀になり、ようやくその利用法が確立され始めて、有用な資源となりつつあった物だ。

「これさえあれば、中国と領有権を争っている東シナ海の天然ガス田など必要無い。明らかに日本固有の領海である太平洋の沖おき合あいにあり、日本のエネルギーを百年間も賄まかなえるほどの量が埋まい蔵ぞうされている……これが、敵性少女の攻撃後、どの国からも日本が支し援えんを受けられなかった理由だ。この『凍こおった氷』は、世界のバランスを変えてしまう……だから各国とも、日本の政府が崩ほう壊かいしたのをいい事に、このエネルギーの利権を手に入れようとして互たがいに牽けん制せいしあい、表立っては日本の救きゆう援えんにも侵しん略りやくにも来られないというわけだ。

　宍戸は、ニヤリと笑う。メタンハイドレートの炎が、消え始めていた。

「あーあ、ガキども、知っちゃいけない事を山ほど知っちまったなぁ～？　秘密を守れってのは大門社長の命令だから、お大事なオタクギークの十匹や二十匹、殺してもしかたねえなぁ？　これはもう、死ぬしかないってもんだよな？」

「自分が勝手に言ったくせに！　ぼ、僕は聞いていないからな、断固として！」

　輪人はなおも耳をふさいでわめいている。実戦経験の無い静矢達が、彼に勝てるとは思えなかった。緊きん張ちようして、息をのむ。そのとき、たまりかねてマリアが一歩前に出た。

「待ってください！　先ほどの事でお怒いかりでしたら私が罰ばつを受けます、この方達は見み逃のがしてください！」

　マリアは哀あい願がんするが、静矢はそれが得策だとは思えなかった。この三年間、無情な荒こう野やを見てきている。法律を失ったこの世界では、約束も何ら効力を持たない事を。

「ほほう……殊しゆ勝しような事を。いいだろう、こちらへ来い」

　宍戸はマリアを手招きする。それに応じようとしたマリアの腕うでを、静矢は掴つかんで止めた。

「だめです、マリアさん！　こいつは俺達たちを殺す気です、秘密を知った口封じって言ってたでしょう！　いたぶるだけいたぶって結局皆みな殺ごろしにする気です、応じちゃいけない！　敵に頼たよるなんて意味が無い、敵に自分の運命を預けるなんて無意味です！」

　だが、マリアは両手を胸の前で固く組み、静矢にいさめるような視線を落した。

「静矢君。私は、戦う事には反対です。戦いは何も生み出しません、復ふく讐しゆうの連れん鎖さを招くだけです」

「マリアさんの言ってる事も解りますけど、それは理想論です！　何よりもまず明日まで生き延びる事、そうでなければ未来は無いじゃないですか！」

　静矢は必死にマリアを説得する。

　この、美しく優しく儚はかない人を守りたかった。気高い意思と崇すう高こうな理想を尊敬もしていた。何より彼女には、失った遠い平和の日々の香かおりがした。母の面おも影かげがあった……。

　マリアの温かい胸の記き憶おくが、静矢の中に残っている。彼女の海よりも深い愛。たとえそれを永遠に失う事になっても……彼女を永遠に失うよりはましだ。

「俺は戦います。あなたを死なせるわけには行きません！」

　静矢はライフルを手に、宍戸に向ける。宍戸はピクッと眉まゆを動かし、ハンドガンを静矢に向けた。

「何だ、ガキ？　俺と撃うち合いをする気か？」

「無理だ、静矢！　相手はプロよ、まともに撃ち合ってかなうはずが……！」

　叫さけぶ笙子の肩かたを、輪人が掴む。いつになく真しん剣けんな目で、ゆっくり首を横に振ふった。

「待て、琴こと川がわ。呉羽には考えがあるようだ」

「か、考えって、この状じよう況きようでいったい何が？」

「静矢君。いけません、抵てい抗こうしては……この方達を傷つけた私が悪いのです」
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　マリアは責めるような目で静矢を見ている。だが静矢は、宍戸をじっと見つめて言った。

「わかってるぜ。マリアさんを人質にするつもりなんだろう。俺と撃ちあっても勝ち目が無いのが解っているからだ。だから、マリアさんを側に引き寄せようとしてるんだろう」

「こ、この俺が貴様のようなオタクギークに勝ち目が無いだと？」

　宍戸は傲ごう慢まんな笑みを浮うかべたが、しかしその額に一ひと粒つぶ、脂あぶら汗あせが浮かんでいたのを静矢は見逃さない。

「戦闘のプロフェッショナルが御自慢のようだが、俺だって伊達にこの三年間、用心棒家業を続けて来たわけじゃないぜ」

「な……何言ってやがる」

「ハンドガンの引き金を引く力トリガープルフオースは数キログラム、ライフルのそれは数十グラム。つまりライフルとハンドガンで同時に引き金を引いたら、引き金の軽い俺の方が速い。あんたが引き金を引き終わる前に、あんたは眉み間けんを貫つらぬかれてるぜ」

　ごくり、と宍戸が息をのむ音が聞こえた。

「武器を捨てろ。俺達はただ、ここから出たいだけだ。秘密は忘れる、漏らさないと約束する。同じビゲートピアに雇やとわれている立場同士、殺しあう必要も無いんじゃないのか？」

　静矢の目には自信が溢あふれている。元々射しや撃げきは得意だったが、さらに三年間荒野で生き延びてきて、上積みされた自信である。だが宍戸は考えこんだ末に、ゲラゲラと笑いだした。

「たかがガキの戯ざれ言ごとに、一いつ瞬しゆん巻まき込まれかけたわ！　確かに引き金を引けば貴様の方が速い、だが貴様は引き金を引けはしない！　人を殺した事もないのだろう、俺は敵性少女の攻こう撃げきにまぎれて首相官かん邸ていの奴らを皆殺しにしたのだ！　貴様らオタクギークなどと器が違ちがうのだ！」

「政府が完全に壊かい滅めつしたのは、敵性少女の攻撃のせいじゃなかったって事か……？」

「クーデターを考えている奴は山ほどいる、窒ちつ息そくしそうな世の中で下げ克こく上じようを夢見る奴は！　そのために大門軍造は巨きよ大だいな警備会社を作り上げたのだ。日本中の警察官と自衛官を全部集めたよりも多い四十万人の本物の戦闘訓練を外国で受けさせた私し設せつ軍隊をな！」

「政府が無事なら……日本はここまで崩壊しなかったかも知れないのに！」

「その代わりビゲートピアができた、新しい私設軍隊というわけだ。つまり今のビゲートピアがあるのは、俺様のおかげなのだ。それを『同じビゲートピアに雇われている立場』だと？　貴様らのようなオタクギークと、人を殺す強い力を天に与あたえられたこの俺を一いつ緒しよにするな。非常に不ふ愉ゆ快かいだ！　俺はいずれ大門も倒しビゲートビアの……いや、この日本の王となる男よ！」

　宍戸は静矢に向けたハンドガンの引き金トリガーを引く。だめ……と、静矢に向かって、マリアの唇くちびるが動いた。

　迷わなかったと言えば嘘うそになる。人の命を初めて奪うばう罪悪感と、マリアの責めるような目。だが……たとえ彼女に憎にくまれ、安息の地を捨てても、その安息の地を守るために、今戦えるのは自分だけなのだ。

（それでも俺は、あなたを守りたい。……さようなら、マリアさん）

　パンッ、と乾かわいた音が響ひびいた。静矢が言ったとおり、静矢の方が速かった。

「ぎゃっ！」

　宍戸は胸を撃ち抜ぬかれ、ドッと仰あお向むけに倒たおれた。マリアは愕がく然ぜんとして、静矢を見つめる。

　その時、上の階……子供達のいる地下二階から、ガラガラッとものすごい音がした。笙子はギョッとして顔を上げる。

「ほ、崩ほう落らくだ！　かなり大規模だよ！」

「ひいぃ～！　なんで僕がこんな事に！　僕はただ出世して、ＡＡＡクラスに行きたかっただけなのに！」

　輪人は半泣きになりながら、瓦が礫れきの雨の中を逃げ回る。

「危ない、マリアさん！　こっちへ！」

　静矢が、立たち尽つくしていたマリアに手を差しのべる。彼女の手に触ふれた……と思った瞬しゆん間かん、マリアはパシッと静矢の手をはじいた。

（えっ……？）

　静矢は愕然とする。まるで汚きたない物でも見るかのように、マリアの表情は硬かたかった。静矢の胸が、ズキンと痛んだ。

　崩落はさらに激しくなり、ついに地下三階の天てん井じようが割れて、瓦が礫れきと一緒に地下鉄の車両が落ちてきた。車両は天地引っくり返り、その上にのしかかった巨大なコンクリート片に完全に押おし潰つぶされている。

　車両の傍かたわらに、ルシャナがうずくまっていた。車両と一緒に落ちて来たようだ。電車の中からは、子供達の泣き声が聞こえる。マリアは真っ青になって、電車に駆かけ寄よる。

「大たい輝き！　夕美！　みんな、大だい丈じよう夫ぶなのっ？」

「ルシャナ……まさかおまえが！」

　静矢はうずくまっているルシャナの肩をつかむ。ルシャナは冷ややかに目を上げた。羽織っていた上着はボロボロに破れ、全身に巻いていた包帯もすり切れかけている。

「忘れたのか、愚おろか者。機き甲こう衣いを奪われた私は無力……と、知っているから機甲衣を奪ったのだろうが」

「だ、だけどこの状況は……」

「あの暑苦しい男が手しゆ榴りゆう弾だんを投げて、壊こわれかけていた駅を完全に崩落させてしまったのだ。地下二階が崩落の重さに耐たえ切れなくなり、ここまで落ちてきただけの事」

「手榴弾……？　こ、子供達は無事なのですか？」

　マリアは震ふるえる。ルシャナの表情はなおも、凍こおりつくように冷たい。

「知った事か。私はただ自分の身を守るため、手榴弾を自分から少しでも遠くへ蹴けり飛とばしただけ……たまたまそこに、天井を支える巨大な柱があったようだがな」

「それじゃやっぱり、結果的にこの崩落はおまえのせいじゃないか！」

　怒ど鳴なる静矢に、ルシャナは蔑さげすむような流し目をくれ、傲ごう慢まんに言い放つ。

「争っている場合ではない、このままでは全員死ぬぞ。助かるためには、ただひとつ……私の縛いましめを解き、機甲衣を返す事だ」

「な、何だと！　そんな事できるわけがないだろう、俺達の事も殺すに決まってる！」

「貴様に選せん択たく権は無い、呉羽静矢。いずれにせよ死ぬのなら、生きる可能性が少しでも高い方に賭かけてはどうなのだ？　貴様の生き残る力は、ここで終わる程度のものか？」

「返してやりたまえ、呉羽君！　僕は出世もしたいが、命も惜しい！」

「返すな、静矢！　そいつが今までやって来た事を考えろ、皆殺しにされるぞ！　これから先も攻撃を続けて、もっと犠牲者が増えるぞ！」

　輪人と笙子が同時に叫んで、静矢をますます混乱させる。

　躊ちゆう躇ちよする彼の耳に、子供達の泣き声が聞こえてくる。天井から、瓦礫はなおも降ってくる。そしてついに、ボコッと大きな穴が開いた。

　外は夜だった。月の光が、地下一階から地下三階まで一気に突つき抜けた大穴から差さし込んでくる。地下鉄の構内が青く染まるさまは、夢を見ているようだった。瓦礫が崩くずれて、車両を埋うめ始める。ホコリがもうもうと立ちこめている。

「決断を急げ、少年。全部埋まってしまったら、私の力でももう助けられないぞ」

　容よう赦しやの無いルシャナの声。静矢は焦あせり、迷った。開いた穴の周囲がガラガラと崩れ、車両の上にドサドサッと積み上がった。マリアが悲鳴を上げた。

　静矢のまぶたに、子供達に包まれ、聖母のように微笑ほほえんでいたマリアの姿が甦よみがえる。修しゆ羅らのような世界の中で、初めて安らぎを見出したのだ。その幸せそうな微び笑しようは静矢に、どんな絶望の底にも希望は残されていると、教えてくれたのだ。マリアから笑顔が消えれば、この世から永遠に希望が失われる……そんな気がして、静矢は決断した。

「……おまえの衣をくれてやる、ルシャナ！」

　ズボンのポケットに手を入れ、ルシャナに機甲衣を投げ渡わたした。

「よし！」

「バカ！」

　輪人と笙子がまた、同時に叫んだ。

　縛しばられたルシャナの体を布が、這はうように包つつみ込む。包帯の下に入り、肌はだの上に滑すべり込み、記憶された形状通りに折り畳たたまれ……まばたきほどの間に全身を包んで、機甲武装が完了した。

　ルシャナの全身が白銀に輝かがやく。ロープがはじけ、服がちぎれ、白銀の翼つばさを広げてルシャナは月光の中に高く舞まい上がる。満月を背に、翼持つ少女のシルエットがはっきりと浮うかび上がる……次の瞬間、ルシャナがひわひわと優しく、まるで大きな鳥のように舞い降りてきた。

「車両の上に乗れ。早く」

　ルシャナは地下鉄の車両を指差す。言われるままに静矢達が車両に取りついた時、地上から激しい機き銃じゆう掃そう射しやの音がした。

　ルシャナは顔を上げる。天井に空いた大穴の周囲に、ビゲート警備保障の警備員達が集結していた。

「……どうやら、お仲間を探しに来たようだな」

　警備員達は敵性少女の姿に驚きよう愕がくして、マシンガンを構える。

「敵性少女だ、あの機甲衣を持ち帰れば手て柄がらになるぞ！　撃うて！」

　一いつ斉せいの機銃掃射も、機甲衣に身を包んだ彼女には効果が無い。翼をパラボラのように丸めて、それを受ける。鋼鉄の翼は弾だん丸がんを弾はじき、跳弾が再び兵士らの方に戻もどって、彼らは次々に倒たおれて行った。静矢は叫さけぶ。

「やめろ、ルシャナ！　今は子供達を助けるのが先決だ！」

「助けるのが先決？　……誰が、そのような順番を決めた？」

　ルシャナは鋭するどい爪つめを、静矢に向ける。静矢は全身からサッと血の気が引くのを感じた。やはり自分は、悪あく魔まを野に放ってしまったのだ、と思った。

　ルシャナは電車を捨て置き、爪を振ふり上げると、穴の上へひらりと飛び上がり、銃じゆう弾だんの雨の間をかすめながら、警備員達を次々に引き裂さいていったのだ。

「く……くそっ、この魔ま女じよが！」

　マシンガンでは効かないと知った一人の警備員が、棍こん棒ぼうのような形の手榴弾を投げようとする。だがルシャナは、シュッと爪を数メートル伸のばした。爪は手榴弾の柄つかと兵士の手の平を貫かん通つうし、縫ぬいとめてしまう。

「ひっ……ひぃーっ！」

　警備員は手を抜ぬこうとするが、爪が深く突き刺ささっていて抜く事ができない。周りにいた警備員らが異常に気づき、慌あわてて逃にげようとしたが間に合わなかった。

　手榴弾は爆ばく発はつし、彼らは吹ふっ飛んだ。オレンジ色の炎ほのおが夜空に高く噴ふき上がり、月を焦こがすかのようだった。穴の底に、血の雨が降り注いだ。

　静矢は呆ぼう然ぜんとして、まるで鳥が舞うように美しく、そして残忍なルシャナの戦いを見ていた。恐ろしい悲鳴が続いた。それはほんの数分間の事だったが、あまりの修しゆ羅ら場ばに、何時間も続くかのように思えた。機甲衣を返した事を、後こう悔かいした。

　やがて、再び静せい寂じやくが戻った。血ち塗ぬられた穴の底で、静矢達は息をひそめていた。

　そこに、ルシャナが降りてくる。白銀の体は、返り血で真っ赤に染まっていた。静矢は息をのむ。次に殺されるのは、自分達だ……と思った。

「……悪魔！」

「解っていて、機甲衣を返したのだろう。私の人ならぬ力を借りようとしたのだろう」

　静矢はぐっと言葉に詰つまる。笙子が腰に手を当て、仕方無さそうにため息をつく。

「だからやめろって言ったんだ。この女、見るからに性格悪そうな顔してるもん」

「ぼ、僕達たちをどうするつもりだ」

　緊きん張ちようして、声をうわずらせながら、輪人が尋たずねた。今の戦いを見て、わずかでも反はん撃げきが成功する可能性があるとは考えられなかった。ルシャナの表情はどこまでも冷たく、感情がわからない。

　ふと……ルシャナは、マリアに右手を差し伸べた。マリアはビクッと震ふるえ上がる。右手の篭手から銃身が出た瞬しゆん間かん、静矢はライフルを撃っていた。

「やめろぉ！」

　二発の銃声が轟とどろいた。

　静矢が放った弾丸は、ルシャナの胸きよう鎧がいに深々と埋まっている。心臓の真上だった。

　そして……ルシャナが放った弾丸は、マリアの顔の横をすり抜け、真後ろに立っていた宍戸の眉み間けんを打ち抜いていた。宍戸は、今にもマリアを一刀両断にしようと、日本刀を振り上げていたのだ。

「キャアア！」

　マリアは悲鳴を上げ、後ずさる。宍戸は呆ぼう然ぜんとして、目をぱちくりとした。

「あ……あれ？」

　眉間の傷から、ドロリ、と赤黒い血が流れ出した。宍戸は仰あお向むけに、ドサッと倒れる。マリアは恐きよう怖ふでへたへたと座すわり込み、笙子は呆然として宍戸を覗のぞきこんだ。

「こいつ生きてたのか、とんでもないバケモノだ……！　ま、まだ生きてるってことはないよね？　いくら何でも？」

　ルシャナは答えない。夜風が彼女の血塗られた髪と衣ころもをなびかせる。静矢は信じられないように、ルシャナを見つめた。

「マリアさんを狙ねらったんじゃなかったのか……」

「そして貴様は、私を狙った。この女のために」

　ルシャナは胸にはりついた静矢の弾だん丸がんを、つまみ取る。ライフルの弾丸はわずかにひしゃげていた。静矢は戸と惑まどう。ルシャナの表情が読めないので、彼女がどういう気持ちでその言葉を発したのかわからない。

　崩ほう落らくはますます進んだ。ルシャナは何事も無かったように、車両に手をかける。

「……もう一仕事あったな」

　彼女は地下鉄の車両を持ち上げると、地上へ運び出した。警備員達が皆みな殺ごろしにされた地上は、むせかえるような血の匂においがする。けれど、その地上に降り注ぐ月の光は、どこまでも青く清らかだった。




　ルシャナは地上に、そっと車両を置くと、手刀で車両を切り裂き、出口を作った。

　子供達が、よろよろと降りてくる。皆みなかすり傷を負ってはいたが、重傷ではなかった。電車から飛び出すと、マリアに駆かけ寄よって一いつ斉せいに泣き出した。

「マリアさん！　怖こわかった！」

　マリアは彼らを胸に抱だきとめていた。ルシャナは、泣いている子供達を無感情な目で見下ろしていたが、ふと気まぐれに、声をかけた。

「大輝」

　ハッ、と大輝は振ふりかえる。ルシャナの声を聞いて、明らかに目が輝かがやいていた。だが……彼女の姿を見た瞬間、その輝く表情は、激しい恐怖に引きつる。

「嫌いやああああっ！　怖い、来ないでっ！」

　大輝は叫さけんで、マリアの胸にしがみついた。狂くるったように泣き叫び、怖がるその姿を、ルシャナはじっと見つめていた。

　静矢は思い出した。大輝が、敵性少女に目の前で家族を奪うばわれた事。そのショックで毎晩のように夢を見て泣き叫んでいたという事を。

「……賢けん明めいな選せん択たくだ。生き残りたければ、私には近づくな」

　ルシャナは大輝に背を向け、翼つばさを広げると、夜の闇やみの中に消えて行った。輪人は、思わずへなへなとその場に座りこむ。

「よ、良かった……殺されるかと思った」

　静矢は祈いのるような思いでマリアに目を向けたが、マリアはうつむいたままで、もう二度と静矢にその顔を見せてくれなかった。




　三人は、警備員達が乗っていたジープを見つけてきた。キーはついたままになっている。輪人が運転席に乗のり込み、笙子が続く。

　静矢は、地上に置かれた地下鉄の車両の方を何度も、後ろ髪がみを引かれている様子で振り返っている。笙子も輪人も心配して、静矢にフォローの言葉をかけた。

「彼女、あの警備員を撃うった事を怒おこってるんだろ」

「納得行かないな、助けた相手に恨うらまれるなんて。僕ならガツンと言ってやるね！」

「いいんだ。マリアさんを助けられた事が、俺は満足なんだ」

　静矢は痛む胸を押おさえる。彼女の愛を永遠に失ったが、それは解っていた事だ……自分で選んだのだ。あそこで宍戸を撃った事を、決して後こう悔かいはしていない。

　大輝に拒きよ絶ぜつされても、悲しむ様子も見せなかったルシャナの事を、静矢はふと思った。後悔していないのだから、悲しみもしていない。圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力を持つ敵性少女は、心も強いのか……わずかも揺ゆるがない彼女の表情を、静矢は空そら恐おそろしく感じた。

（敵性少女とは、何者なのだろう……）

　戦い終わって、荒こう野やには血の匂においがする。月は地平に沈しずみかけていて、どろどろと赤く染まっていた。ビゲートピアのある西へ……静矢達はジープを飛ばした。




　彼らが遠くなった頃ころ、マリアは、子供達とともに車両の中から出てきた。不気味なほど大きく、血のように染まった月が、ジープを飲のみ込んでしまうかのように見えた。むしろジープが自分から、その中に飛とび込んでいるのかも知れなかった。明け方のカラスが叫び声を上げ、薄うす黒ぐろく染まる月の模様がどくろに見えた。

「私には止められない。せめて、あなた達の心に平安がありますように……」

　マリアは、静矢達を見送って、そっと祈った。

　静矢達を追いかけるように、ぎらぎらした太陽が、今日も荒野の人々を苛さいなみ打ちのめし、倒たおれた体を焼やき尽つくそうと、呪のろいのように昇のぼってきた。

　それでも、少年は進む。進まねばならなかった。


《完》









あとがき







　世界は滅びると思っていました。

　けれどその反面、荒野と化した世界にひとり立つ、少年の姿を確信してもいました。

　アメリカとソ連という強大な二大国が、互いに多数の核兵器を保有し、核実験を繰り返して牽制しあっていた東西冷戦（一九四五～一九九〇ごろ）。

　一九九九年七月（主人公・静矢の誕生月）に、空から恐怖の大王（核ミサイル）が落ちてきて世界は滅びる……という、ノストラダムスの大予言。

　同じく世界の終末を予言しているという、新約聖書の「ヨハネの黙もく示し録ろく」。黙示録の中には「ニガヨモギの星が落ちてきて水が（汚染されて）飲めなくなり、たくさんの人が死ぬ」と記されています。一九八六年の爆発事故によりヨーロッパ全土を放射能汚染したウクライナのチェルノブイリ原発ですが、黒い草チエルノブイリがニガヨモギの事であり、黙示録の一節は原発事故と放射能汚染を予言した物だと言われました。




　世界の滅亡は北欧神話にも書かれ、「ラグナロク（大いなる終末）」という名で呼ばれています。それまでにも武力干渉のあった天の神々（アース神族）と古き神々（巨人族）の全面戦争勃ぼつ発ぱつ、という様よう相そうを呈ていし、第三次世界大戦の予言のようにも思われます。

　特に、どちらの陣営にも属する危険性のため地底に封印されていた火の神ロキが放たれて、ラグナロクに参戦するくだりは、封印された核兵器の解放を思わせます。封印されている間、ロキが地底で暴れるたびに地震が起こるのですが、これは、繰り返される地下核実験を連想させます。

　その北欧神話に、主神オーディンに仕える戦姫ヴァルキューレが登場します。白鳥の化身、純潔の乙女。人を愛する心を捨てた彼女らの仕事は、強く勇敢な戦士を「殺す」事です。いつか起こるラグナロクに備え、オーディンの持ち駒を増やすために、戦場を駆けめぐり、せっせと戦士を狩っては、ヴァルハラ（死者の館）と呼ばれるオーディンの兵舎に連れて行くのです。ただし……ラグナロクの時、死せる戦士らはヴァルハラからいっせいに飛び出して戦うのですが、なぜか、彼女らに関する記述はいっさいありません。

　美しくも不吉な死神であるヴァルキューレ。ワグナーのオペラ「ニーベルングの指環」の「ワルキューレの騎行」では、勇壮な音楽とはむしろ相反するかのような、高く美しいソプラノの歌声がかぶります。疾しつ風ぷう怒ど濤とうのごとく吹き荒れる、甲かん高だかい乙女の笑い声です。

　嵐の夜の森の中では、風を切る木々の小枝が、警けい笛てきのように甲高く震え、女が笑っているとも泣いているともつかぬ甲高く不吉な音を立てるのですが、まさにあれこそが、ヴァルキューレの声ではないかと思うのです。




　冷戦中に育てられた第三世界の憤ふん懣まんの種が爆発して、冷戦後のテロ世界が訪れました。それは第三次世界大戦だとか全面核戦争、宇宙に戦場を広げたスターウォーズ計画といった、むしろファンタジックとも言える壮大な戦いではありません。大量破壊兵器よりも、自爆テロやゲリラ戦など、昔ながらの「経済的な」戦い方です。

　それでもなお、私の中には「劇的なカタストロフ」と「その中で雄お々おしく立ち上がっていく、残された人々」の姿が刷り込まれています。全面核戦争のイメージと同時に、黙示録の天使達がラッパを吹き鳴らし、戦姫ヴァルキューレが天あま翔かけるイメージ。降り注ぐ火球と、燃え上がる町と、果てしない廃墟と、無法の荒野と、そしてそこで生き抜いていく少年達の姿とが、私の抱いている世界の終末の姿なのです。

　シオミヤイルカ先生の壮大で美び麗れいなイラストが、そのイメージを鮮やかに具ぐ象しよう化かしてくださいました。ルシャナと静矢の戦いの結末は……次巻にもどうぞご期待ください。


二〇〇六年九月　夏緑＠機甲衣もいいけど包帯上着もなかなかのもの
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